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寒さなんか寒さなんか 吹吹きき飛飛ばばせせ !!

寅

仙北市公式LIINEで各種情報を配信中 !
友だち追加は左記の二次元コード
または IID検索「@city.semboku」から3 月 20 日、市民会館で青谷明日香ロビーコンサートが行われました。

（関連記事は、23 ページに掲載）
3 月 20 日、市民会館で青谷明日香ロビーコンサートが行われました。
青谷明日香ロビーコンサート



あきた花紀行あきた花紀行

かたくりは地元では「カタッコ」、「カタンコ」と呼ばれるユリ科の
多年草。特産の西明寺栗を栽培する栗林に自生しており、その規模
は約 20 ヘクタール（東京ドーム 4.2 個分）にもおよびます。

かたくり群生の郷

咲き誇る花の数々。仙北市の春を感じてみませんか。

角館の桜まつり角館の桜まつり
　以下の内容のとおりコロナ禍前の規模で開催予定です（3 月 25 日現在の情報）。現在調整中の事項もありますので、
最新情報は仙北市ホームページからご確認ください。

［期間］ 4 月 15 日㈪～ 5 月 5 日㈰㈷
［夜桜ライトアップ］
▶武家屋敷通り（LED ライトアップ）…17:30 ～ 22:00

頃まで
▶桧木内川堤（電球）…17:30 ～ 24:00 頃まで

［駐車場について］
▶桜並木駐車場（普通車 500 円／中型 1,000 円／大型

2,000 円）
・4 月 15 日㈪～ 30 日㈫／
　8:30 ～ 16:30…大型バス優先
　16:30 ～ 22:00…大型バス、普通車混在
※ 22:00 ～翌 8:30 までは出入口を封鎖
・上記期間以外／ 8:30 ～ 16:30…大型バス・普通車混在
※ 16:30 ～翌 8:30 までは出入り自由
▶武家屋敷通り臨時駐車場 < 旧角高グラウンド臨時駐車

場 >（普通車 500 円）
・4 月 12 日㈮～ 5 月 5 日㈰／ 7:30 ～ 16:30…普通車のみ
※夜間営業も検討しています。
▶そのほか無料臨時駐車場…角館東地区公民館、落合球場、

JA 秋田おばこ角館総合支店（土・日・祝日）、角館国道
維持出張所（土・日・祝日のバス混雑時）

［イベント情報］

▶開会式典、ライトアップ点灯式…4 月 15 日㈪
▶桜並木駐車場第 2 駐車場内での飲食屋台の出店…期間

中の 9:00 ～ 22:00 頃
▶仙北市商工会による旧東勝楽丁庁舎跡地でのキッチン

カーや物産販売…4月18日㈭～22日㈪
▶姉妹都市物産展…4月20日㈯～21日㈰／10:00～16:00
▶飾山囃子の披露…4 月 20 日㈯、21 日㈰、27 日㈯、28

日㈰、29 日㈪㈷の実施予定で調整中です。
▶武家屋敷通りの歩行者天国…4 月 20 日㈯、21 日㈰、

27 日㈯、28 日㈰、29 日㈪㈷の 10:00 ～ 16:00 に実
施予定で調整中です。

［そのほか］
▶市内の常設トイレのほか、桜並木駐車場内や武家屋敷通

り臨時駐車場内、旧東勝楽丁庁舎跡地付近などに仮設ト
イレを設置予定です。

▶桧木内川・玉川（古城橋～落合河川公園）河川敷での飲
食については規制しません。

▶一般的な感染症予防対策をお願いします。
［問合せ］
角館の観光行事実行委員会（仙北市観光課内）
☎ 43-3352

桧木内川堤のソメイヨシノ 夜桜ライトアップ

約 2 キロメートルにおよぶ花のトンネルは、そぞろ歩く人たちに、
北国の短い春を満喫させます。そして、一斉に散る様は、正に爛漫
たる花の舞、清流に映える夜桜の景観も見事です。

角館の桜まつりの
最新の情報はコチラから！

刺巻湿原ミズバショウ群生地

刺巻湿原は広いハンノキ林に囲まれています。湿地帯一面に白く花
が咲くのは珍しく、国道や鉄道路線に近い山間に、このような群落
とハンノキ林があるのが学術上でも貴重です。

刺巻水ばしょう祭りの
最新の情報はコチラから！

刺巻水ばしょう祭り刺巻水ばしょう祭り
　期間以外も自由に湿原の散策ができます。

［期間］ 4 月 12 日㈮～ 28 日㈰
［駐車場について］
▶駐車台数に制限はありますが、無料で駐車することがで

きます。※大型バスは駐車不可のため、駐車帯では乗降
のみとし、バスは別の場所で待機をお願いします。

［イベント情報］
▶飲食・物産販売…4 月 12 日㈮～ 28 日㈰
▶飾山囃子などの披露は予定していません。
▶仮設トイレを設置します…4 月 12 日㈮～ 28 日㈰

［問合せ］
仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」
☎ 43-2111

かたくり群生の郷かたくり群生の郷
期間中の時間内は自由に園内を散策することができます。

［期間・開園時間］ 4 月 12 日㈮～ 5 月 5 日㈰㈷ 8:00 ～ 16:00
※花の状況で早く終了する場合もあります。

［入園料］ 大人（高校生以上）500 円
  　　      団体 20 名以上の場合は 300 円

［駐車場について］
▶駐車台数に限りはありますが、かたくり館に無料で駐車

することができます。
［イベント情報］
▶ かたくり館内での軽食販売、軒先での物品販売を予定し

ています。
▶ トイレはかたくり館をご利用できます。
▶ かたくり群生の郷場内の道路は一方通行となります。

［問合せ］ 西木観光案内所  ☎ 42-8480

あきた花紀行2024 検索花の咲き進み状況を更新しています！

かたくり群生の郷の
最新の情報はコチラから！
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令
和
６
年
4
月
1
日

仙
北
市
長

田
口
　
知
明

令和 6 年度
施政方針

幸
福
度
Ｎ
Ｏ
.
1
の
ま
ち
を
目
指
し
、

次
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の
方
針

施政方針施政方針

　
今
年
は
新
年
を
迎
え
た
元
日
の
午
後

4
時
10
分
に
石
川
県
能
登
半
島
で
最
大

震
度
7
の
大
地
震
が
発
生
し
︑
２
４
１

人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
︑
住
宅
被
害
は

7
万
棟
に
お
よ
び
︑
約
9
千
人
（
3
月

19
日
現
在
）
の
方
々
が
避
難
所
生
活
を

強
い
ら
れ
て
お
り
︑
波
乱
の
年
明
け
と

な
り
ま
し
た
︒

　
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
改
め
て
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
︑
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
︒
早
期
復
旧
︑
日
常
生
活

政
策
の
基
本
方
針

5
つ
の
重
要
方
針

へ
の
回
復
を
祈
念
い
た
し
ま
す
︒

　
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
︑
国
際
情

勢
の
不
安
定
化
︑
特
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地

区
侵
攻
が
起
こ
す
波
紋
が
広
が
っ
て
い

ま
す
︒
そ
れ
ら
に
伴
う
継
続
的
な
物
価

高
騰
な
ど
が
あ
り
︑
地
元
企
業
の
収
益

の
圧
迫
と
市
民
生
活
へ
の
影
響
が
長
期

化
し
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
ま
し
た

が
︑
角
館
の
桜
の
例
年
に
な
い
早
咲
き

や
７
月
の
豪
雨
災
害
︑
夏
の
猛
暑
︑
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
活
圏
へ
の
出
没
な

ど
︑
市
民
生
活
と
地
域
経
済
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
る
異
常
気
象
や
自
然
災
害

が
続
き
ま
し
た
︒

　
本
市
に
お
い
て
は
︑
急
激
な
少
子
高

齢
化
︑
人
口
減
少
と
い
う
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
存
続
に
関
わ
る
大
き
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
︒
人
口
減
少
や
経
済

活
動
の
縮
小
に
よ
り
税
収
は
落
ち
込

行
財
政
改
革
の
断
行

　
総
務
省
地
域
力
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
内
定
し
て
い
る
細
川
政
策
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
の
も
と
︑
本
市

を
幸
福
度
全
国
Ｎ
Ｏ
．
1
と
す
る
べ

く
︑
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
︒
こ
こ
数
年
の
改
革
で
対
象
の

２
０
６
事
業
の
う
ち
１
４
６
事
業
の
見

直
し
を
行
い
︑
よ
り
成
果
・
効
果
が
見

え
る
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を

進
め
ま
し
た
︒

　
今
後
︑
総
合
計
画
に
設
定
し
て
い
る

施
策
ご
と
の
経
営
目
標
達
成
指
標
（
Ｋ

Ｇ
Ｉ
）お
よ
び
重
要
業
績
評
価
指
標（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
に
つ
い
て
︑
事
務
事
業
評
価
・

施
策
評
価
を
経
た
後
︑
達
成
状
況
を
仙

北
市
総
合
政
策
審
議
会
で
評
価
・
検
証

を
行
う
ほ
か
︑
市
民
意
識
調
査
の
実
施

に
よ
り
︑
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
市

民
の
皆
さ
ま
が
感
じ
て
い
る
こ
と
や
関

心
の
あ
る
事
柄
を
把
握
し
︑
計
画
推
進

お
よ
び
進
捗
管
理
に
役
立
て
る
な
ど
︑

実
施
内
容
を
改
善
す
る
し
く
み
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
を
確
立
し
ま
す
︒
令

和
6
年
度
は
︑
補
助
金
・
助
成
金
の
あ

り
方
の
検
討
も
進
め
ま
す
︒

　
さ
ら
に
︑
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
３
か
年
単
位
の
中
期
的
な
見
直
し
の

ほ
か
︑
短
期
的
な
見
直
し
を
行
う
た

め
に
事
業
所
管
課
に
お
い
て
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
ウ
ー
ダ
）
ル
ー
プ
に
も
取
り
組
み
︑

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

実
施
し
ま
す
︒

将
来
に
向
け
た
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
な
ど
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
そ

れ
ぞ
れ
の
定
め
に
基
づ
い
て
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
想
定
を
上

回
る
人
口
減
少
︑
中
期
的
な
財
政
状
況

な
ど
の
悪
化
を
招
き
ま
し
た
︒
こ
の
た

め
︑
効
果
的
で
効
率
的
な
事
業
推
進
を

図
る
た
め
に
指
標
お
よ
び
進
め
方
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
い
︑
総
合
計
画
や

総
合
戦
略
な
ど
を
統
合
し
︑
一
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
と
し
て
定
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
︒

　
計
画
は
各
部
局
で
作
成
し
た
部
局
経

営
方
針
シ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
︑
課
題
と

目
標
を
よ
り
明
確
に
し
た
上
で
施
策
・

事
業
を
実
施
し
︑
よ
り
具
体
的
で
分
か

り
や
す
い
内
容
に
な
る
よ
う
大
幅
に
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
︒
計
画
期
間
を
基

本
構
想
（
２
０
２
５
年
度
ま
で
）
に
合

わ
せ
︑
部
局
ご
と
に
達
成
水
準
や
指
標

を
設
定
し
た
上
で
︑
市
政
理
念
で
あ
る

﹁
幸
福
度
全
国
Ｎ
Ｏ
．
1
の
ま
ち
﹂
を

目
指
し
︑
効
率
性
・
有
効
性
を
重
視
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
︒

各
産
業
別
の
取
組
に
つ
い
て

情
報
産
業
︑
ま
ち
づ
く
り
関
連

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
活
用
し
︑
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
誘
致
事
業
︑
高
度
外
国
人
材

創
業
受
入
事
業
な
ど
を
展
開
し
ま
す
︒

観
光
︑
文
化
振
興

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値

化
を
図
り
︑
交
流
人
口
︑
宿
泊
者
数
お

よ
び
観
光
消
費
額
を
伸
ば
す
こ
と
を
目

指
し
ま
す
︒
ま
た
︑
歴
史
的
文
化
資
産

の
保
存
・
継
承
と
活
用
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
高
い
価
値
づ
け
を
目
指
し

ま
す
︒

農
業
振
興

　
農
地
の
集
約
化
な
ど
に
向
け
た
地
域

計
画
の
策
定
を
進
め
︑
地
域
農
業
が
目

指
す
べ
き
農
地
利
用
の
姿
の
実
現
に
向

け
た
実
質
的
な
取
組
を
加
速
す
る
と
と

も
に
︑
低
コ
ス
ト
や
省
力
化
技
術
な
ど

を
取
り
入
れ
た
持
続
可
能
な
農
業
経
営

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
︒

商
工
業
振
興

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
や

労
働
力
不
足
の
解
消
︑
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
事
業
者
の

課
題
解
決
︑
新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡

大
等
の
支
援
に
取
り
組
み
︑
産
業
全
体

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
︒

　
ま
た
︑
令
和
６
年
度
は
︑
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
﹁
個
別
施
設
計
画
﹂

の
見
直
し
に
着
手
し
ま
す
︒
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
長
期
的
な
視
点
か
ら
更

新
︑
統
廃
合
︑
長
寿
命
化
等
を
計
画
的

に
行
い
︑
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
公
共
施
設

な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
効
率
的
に
行

う
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
し
︑
各
施
設

の
優
先
順
位
を
定
め
ま
す
︒

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

行
政
手
法
の
導
入
︑
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の

ニ
ー
ズ
や
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て
︑
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
進
化
し
て
い
ま
す
︒
仙

北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て
も
柔
軟

に
見
直
し
を
行
い
︑
時
代
に
即
し
た
取

組
を
進
め
ま
す
︒

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
視
点
で
︑
各

種
申
請
や
届
出
な
ど
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
︑
対
応

の
幅
を
広
げ
ま
す
︒

　
仙
北
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
受
信
設
定

者
数
は
︑
昨
年
同
時
期
か
ら
６
７
４
人

増
え
︑
３
４
１
８
人
と
な
っ
て
お
り
︑

引
き
続
き
行
政
情
報
を
迅
速
に
わ
か
り

や
す
く
配
信
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
業
務
改
善
の
視
点
か
ら
︑
令

和
６
年
度
か
ら
新
た
に
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ

み
︑
今
後
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
政

運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
︑
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
修
繕
︑
解
体
な
ど
で
市

財
政
を
更
に
逼
迫
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

　
こ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
い
︑
市
政
理
念
で
あ
る

﹁
幸
福
度
全
国
Ｎ
Ｏ
．
1
﹂
の
実
現
に

向
け
︑
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
将
来
に

繋
が
る
解
決
策
を
一
つ
一
つ
模
索
し
︑

次
の
世
代
へ
と
地
域
を
継
承
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
︒

ー
ル
の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
︑
職
員

間
の
情
報
共
有
を
は
じ
め
︑
業
務
効
率

化
に
資
す
る
ア
プ
リ
を
職
員
自
ら
が
開

発
す
る
機
運
を
高
め
︑
業
務
の
時
間
短

縮
・
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
︒
ま
た
︑

時
間
外
勤
務
の
圧
縮
に
向
け
た
取
組
を

継
続
し
ま
す
︒

幸
福
度
Ｎ
Ｏ
.
1
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
政
策
人
材
育
成

　
令
和
６
年
度
も
政
策
人
材
育
成
を
推

進
し
ま
す
︒
新
規
採
用
か
ら
部
課
長
ま

で
の
幅
広
い
層
を
対
象
と
し
た
人
材
育

成
を
進
め
︑
政
策
形
成
力
︑
工
程
管
理

力
︑
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
多

面
的
な
能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
︒

44Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations55 20242024--44広報せんぼく広報せんぼく



　

市
税
は
個
人
市
民
税
・
入
湯
税
の
増
な

ど
で
︑
前
年
度
よ
り
４
７
６
７
万
円
増
の

26
億
５
６
０
３
万
1
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
︒

地
方
交
付
税
は
総
額
５
０
０
０
万
円
減
と
な
る

84
億
３
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
︒

　

市
債
は
︑
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
債
（
旧

合
併
特
例
債
）
の
減
︑
に
し
き
園
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
の
終
了
に
よ
る
石
綿
対
策
事
業
債

の
皆
減
な
ど
で
1
億
３
５
５
０
万
円
下
回
る

10
億
３
１
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

一
般
会
計
予
算
の
状
況
︵
歳
入
︶

一
般
会
計
予
算
の
状
況
︵
歳
入
︶

　

義
務
的
経
費
は
︑
人
件
費
が
退
職
手
当
負

担
金
の
減
な
ど
に
よ
り
２
１
５
４
万
5
千
円

減
の
35
億
１
３
９
２
万
8
千
円
︑
公
債
費
が

９
７
１
８
万
4
千
円
減
の
20
億
７
７
１
６
万
1
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　
投
資
的
経
費
は
︑
普
通
建
設
事
業
費
が
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費
お
よ
び
河
川
改
良
事

業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
３
８
１
１
万
1
千
円
減
の

13
億
３
８
７
４
万
2
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
︑
物
件
費
が
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
お
よ
び
防
災
行
政

無
線
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
委
託
料
の
増

な
ど
に
よ
り
2
億
４
４
７
１
万
9
千
円
増
の

26
億
３
３
６
２
万
6
千
円
︑
補
助
費
な
ど
が
ふ
る

さ
と
納
税
に
係
る
寄
附
額
増
に
伴
う
返
礼
品
代
の

増
︑
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
廃
棄
物
処
理

費
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
４
６
５
５
万
円
増
の

46
億
９
２
９
５
万
9
千
円
︑
積
立
金
が
ふ
る
さ
と
納

税
に
係
る
寄
附
金
増
に
伴
う
ふ
る
さ
と
仙
北
応
援
基

金
積
立
金
の
増
な
ど
に
よ
り
2
億
５
０
２
４
万
5
千

円
増
の
15
億
41
万
3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

一
般
会
計
予
算
の
状
況
︵
歳
出
︶

一
般
会
計
予
算
の
状
況
︵
歳
出
︶

地方交付税
84億3,000万円（40.9％）

市税
26億
5,603万 1 千円

（12.9％）

使用料および手数料
2億 4,818 万 9 千円

（1.2％）

繰入金
23 億
2,773 万 6 千
円（11.3％）

地方消費税交付金  6億 1,265 万円（3.0％）

諸収入  8億 1,808 万 6千円（4.0％）
国庫支出金
15億7,368万7千円（7.6％）

県支出金  10億1,579万7千円（4.9％）
市債  10 億 3,120 万円（5.0％）

分担金および負担金
1,087万6千円（0.1％）

財産収入  2,729 万 7千円（0.1％）
寄附金  15億 714 万 2千円（7.3％）

繰越金  1千円（0.0％）

その他  3 億 6,530 万 8千円（1.7％）

自主財源（36.9％） 依存財源（63.1%）

歳入の内訳

人件費 … 職員の給料や議員報酬などのお金
物件費 … 消耗品の購入や委託料など消費的性質のお金
維持補修費 … 道路や公共施設の維持管理のためのお金
扶助費 … 子どもやお年寄り、体の不自由な方などを支援するためのお金
補助費など … 各種団体に対する助成や一部事務組合へ負担するなどのお金

普通建設事業費 … 道路や公共施設の建設や改修のお金
公債費 … 事業を行うため市が借り入れたお金の返済金
積立金 … 基金を積み立てるためのお金
繰出金 … 他会計への繰出にかかるお金
その他 … 災害復旧事業費、投資及び出資金、貸付金、予備費など

市税 … 市民税や固定資産税など
分担金および負担金 … 施設入所者の負担金など
使用料および手数料 … 施設使用料や戸籍等の証明書交付手数料など
財産収入 … 預金利子や市所有物の売買収入など
寄附金 … 寄附でいただいたお金
繰入金 … 他の会計・基金から繰り入れしたお金
繰越金 … 前年度残ったお金

諸収入 … 貸付金の元利収入など
地方消費税交付金 … 地方消費税から一定の基準で地方に交付されるお金
地方交付税 … 地域間の財政力格差を調整するために国から交付されるお金
国庫支出金 … 特定の事業に対し、国から交付される補助金など
県支出金 … 特定の事業に対し、県から交付される補助金など
市債 … 大きな事業を行うために借り入れるお金
その他 … 地方譲与税や各種交付金など

用用

語語

説説

明明

用用
語語
説説
明明

公債費  20 億 7,716 万 1 千円（10.1％）

人件費
35 億 1,392 万 8千円

（16.9％）

補助費など
46 億 9,295 万 9 千円（22.8％）

普通建設事業費  
13 億 3,874 万 2 千円（6.5％）

積立金  15 億 41 万 3千円（7.3％）

繰出金  14 億 3,383 万 2千円（7.0％）

その他  6 億 3,611 万 6千円（3.0％）

扶助費  22 億 419 万 5 千円（10.7％）
維持補修費  5 億 9,302 万 8千円（2.9％）

歳出の内訳（性質別）

物件費
26億3,362万6千円（12.8％）

令和 6 年度
当初予算

370億568万6千円
（前年度比 6 億 4,156 万 1 千円　1.7% 減）

一般会計 206 億 2,400 万円

77 億 6,734 万 3 千円

86 億 1,434 万 3 千円

特別会計

企業会計

令和 6 年度 仙北市の予算総額

会計名 令和 6 年度予算額 令和 5 年度予算額 比較 伸び率
一般会計 206億2,400万円 202億6,100万円 3億6,300万円 1.8％
特別会計 77億6,734万3千円 79億7,532万1千円 △2億797万8千円 △1.0％

集中管理特別会計 40 億 3,025 万 4 千円 40 億 5,539 万円 △ 2,513 万 6 千円 △ 0.6％

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

26 億 7,936 万 5 千円 27 億 9,543 万 4 千円 △ 1 億 1,606 万 9 千円 △ 4.2％

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

7,608 万 1 千円 9,714 万 2 千円 △ 2,106 万 1 千円 △ 21.7％

後期高齢者医療特別会計 3 億 9,436 万 4 千円 3 億 6,068 万 3 千円 3,368 万 1 千円 9.3％

介護保険特別会計 4 億 5,743 万 8 千円 5 億 2,046 万 1 千円 △ 6,302 万 3 千円 △ 12.1％

生保内財産区特別会計 8,400 万円 8,900 万円 △ 500 万円 △ 5.6％

田沢財産区特別会計 4,100 万円 5,300 万円 △ 1,200 万円 △ 22.6％

雲沢財産区特別会計 484 万 1 千円 421 万 1 千円 63 万円 15.0％

企業会計 86億1,434万3千円 94億1,092万6千円 △7億9,658万3千円 △8.5％
病院事業会計 56 億 4,498 万 2 千円 61 億 5,649 万 8 千円 △ 5 億 1,151 万 6 千円 △ 8.3％

温泉事業会計 9,069 万 9 千円 1 億 4,600 万 4 千円 △ 5,530 万 5 千円 △ 37.9％

水道事業会計 13 億 5,343 万円 15 億 4,553 万 1 千円 △ 1 億 9,210 万 1 千円 △ 12.4％

下水道事業会計 15 億 2,523 万 2 千円 15 億 6,289 万 3 千円 △ 3,766 万 1 千円 △ 2.4％

　

令
和
6
年
度
仙
北
市
当
初
予

算
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
着
実
な

経
済
回
復
を
実
感
す
る
中
で
︑﹁
人

口
減
少
﹂﹁
少
子
高
齢
﹂
に
代
表

さ
れ
る
喫
緊
の
課
題
に
立
ち
向

か
い
︑
市
政
理
念
の
第
一
義
﹁
幸

福
度
全
国
Ｎ
Ｏ
．
1
﹂
の
達
成

に
向
け
て
歩
み
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
予
算
で
す
︒

　

一
般
会
計
は
︑
前
年
度
比

3
億
６
３
０
０
万
円
の
増
と
な

る
２
０
６
億
２
４
０
０
万
円
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

一般会計・特別会計・企業会計予算総括表

着
実
な
経
済
回
復
か
ら

喫
緊
の

課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

詳しい予算は･･･

　仙北市ホームページ（https://www.
city.semboku.akita.jp/government/
information/yosantop.
html）からもご覧いただ
けます。

当初予算当初予算
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▼    

地
域
計
画
策
定
推
進
緊
急
対
策
事
業
費

地
域
計
画
策
定
推
進
緊
急
対
策
事
業
費

5353
万万
77
千
円
千
円

　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
法
定
化
し
︑
地
域

　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
法
定
化
し
︑
地
域

で
の
議
論
を
深
め
将
来
の
地
域
農
業
の
担

で
の
議
論
を
深
め
将
来
の
地
域
農
業
の
担

い
手
を
幅
広
く
確
保
す
る
と
と
も
に
︑
農

い
手
を
幅
広
く
確
保
す
る
と
と
も
に
︑
農

地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化
な

地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化
な

ど
を
推
進
し
ま
す
︒

ど
を
推
進
し
ま
す
︒

▼  
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
ほ
場
整
備
事

業
費　
　
　
　
　
　

      

２
８
３
０
万
円

　
　

中
川
地
区
・
大
瀬
蔵
野
地
区
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
ほ
場
整
備
事
業
に
か

か
る
費
用
を
負
担
し
ま
す
︒

▼
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費      
７
６
１
万
円

　
　

農
産
物
・
林
産
物
の
被
害
防
止
の
た

め
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
す
︒
急

増
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
へ
の
対
応
策
を

強
化
す
る
と
と
も
に
︑
新
規
猟
友
会
員

の
増
加
を
図
り
ま
す
︒

▼
企
業
誘
致
対
策
事
業
費

３
５
２
万
６
千
円

　
　

企
業
誘
致
活
動
費
や
田
沢
湖
黒
沢
工

業
団
地
な
ど
の
管
理
経
費
に
加
え
︑
令

和
６
年
度
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
含
む
企
業
誘
致
に
か
か
る
Ｐ
Ｒ
動
画

の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
︒

▼
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
５
万
6
千
円

　
　

農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
お
よ

び
ア
ウ
ト
ド
ア
を
含
む
農
山
村
地
域
へ

の
誘
客
活
動
と
農
家
民
宿
の
多
言
語
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
増
刷
を
行
い
滞
在
時
間

の
増
加
を
目
指
し
ま
す
︒

▼  

青
少
年
国
際
交
流
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

４
６
７
万
6
千
円

　
　

台
湾
と
本
市
の
中
学
︑
高
校
生
の
相

互
交
流
を
促
進
し
ま
す
︒
令
和
６
年
度

は
台
湾
教
育
局
関
係
者
の
招
へ
い
と
中

学
︑
高
校
生
の
訪
台
事
業
も
行
い
ま
す
︒

▼  
リ
ト
リ
ー
ト
推
進
事
業

１
０
４
万
１
千
円

　
　
国
内
外
か
ら
芸
術
作
品
︑
音
楽
活
動
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
独
自
の
感
性
を
持
っ

て
い
る
方
を
招
へ
い
し
︑
滞
在
中
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
︒
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

人
が
輝
き
安
心
し
て暮

ら
せ
る
ま
ち

02

優
し
さ
に
あ
ふ
れ

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

03▼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

３
５
４
万
2
千
円

　
　

各
種
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

　
　

各
種
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実
を
図
る
た
め
に
︑
母
子
保
健
機
能

充
実
を
図
る
た
め
に
︑
母
子
保
健
機
能

と
児
童
福
祉
機
能
双
方
を
一
体
的
に
運

と
児
童
福
祉
機
能
双
方
を
一
体
的
に
運

営
す
る
﹁
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂
を

営
す
る
﹁
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
﹂
を

開
設
し
ま
す
︒

開
設
し
ま
す
︒

▼▼ 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

33
億
８
５
５
０
万
円

億
８
５
５
０
万
円

　
　
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
市
道
の
︑

　
　
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
市
道
の
︑

幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
改
良
舗
装
な
ど

幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
改
良
舗
装
な
ど

の
整
備
と
道
路
構
造
物
な
ど
の
長
寿
命
化

の
整
備
と
道
路
構
造
物
な
ど
の
長
寿
命
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
︒

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
︒

▼
す
こ
や
か
子
育
て
保
育
料
助
成
事
業
費

３
７
２
４
万
4
千
円

　
　

私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
︑
認
可
保
育

　
　

私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
︑
認
可
保
育

所
︑
幼
稚
園
︑
認
可
外
保
育
所
︑
地
域

所
︑
幼
稚
園
︑
認
可
外
保
育
所
︑
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
に
対
し
て
保
育

型
保
育
事
業
の
利
用
者
に
対
し
て
保
育

料
・
副
食
費
を
助
成
し
ま
す
︒
令
和

料
・
副
食
費
を
助
成
し
ま
す
︒
令
和
66

年
度
よ
り

年
度
よ
り
00
~~
22
歳
児
へ
の
助
成
を
拡

歳
児
へ
の
助
成
を
拡

充
し
︑
全
て
の
階
層
の
保
育
料
・
副
食

充
し
︑
全
て
の
階
層
の
保
育
料
・
副
食

費
を
実
質
的
に
無
償
化
し
ま
す
︒

費
を
実
質
的
に
無
償
化
し
ま
す
︒

▼  

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
主
食
費
無
償

化
事
業
費             

１
９
２
万
9
千
円

　
　

育
児
に
か
か
る
保
護
者
の
負
担
軽
減

　
　

育
児
に
か
か
る
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
︑

の
た
め
︑33
歳
以
上
児
へ
の
主
食（
米
飯
）

歳
以
上
児
へ
の
主
食（
米
飯
）

の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
︒

の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
︒

▼  

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
整
備
等
補
助
金

７
４
０
万
3
千
円

　
　

認
定
こ
ど
も
園
運
営
法
人
に
対
し
て

　
　

認
定
こ
ど
も
園
運
営
法
人
に
対
し
て

防
犯
対
策
強
化
や
病
児
病
後
児
保
育
施

防
犯
対
策
強
化
や
病
児
病
後
児
保
育
施

設
の
設
計
費
用
に
か
か
る
補
助
金
を
交

設
の
設
計
費
用
に
か
か
る
補
助
金
を
交

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ
る

暮
ら
し
を
実
感
す
る
ま
ち

04▼  

猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金
交
付
事
業
費

20
万
4
千
円

　
　
近
隣
住
民
の
生
活
環
境
悪
化
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
︑
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

望
ま
れ
な
い
繁
殖
の
抑
制
を
図
り
ま
す
︒

▼  

塵
芥
処
理
費       

７
８
３
７
万
７
千
円

　
　
家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
や
廃
止
済

最
終
処
分
場
の
水
質
検
査
を
実
施
し
︑
市

民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
し
ま
す
︒

創
造
性
あ
ふ
れ
る

創
造
性
あ
ふ
れ
る

産
業
が
息
づ
く
ま
ち

産
業
が
息
づ
く
ま
ち

▼
仙
北
市
畑
作
園
芸
等
振
興
事
業
費
補
助
金

２
６
２
万
4
千
円

　

水
田
を
活
用
し
た
園
芸
作
物
な
ど
の

新
規
作
付
や
規
模
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む

経
営
体
に
対
し
︑
施
設
・
機
械
・
資
材
な

ど
の
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

▼  

農
業
経
営
等
復
旧
・
継
続
支
援
対
策
事
業

費
補
助
金　
　
　
　
　
　

   

５
５
０
万
円

　
　

令
和
5
年
7
月
の
大
雨
で
被
害
を
受

け
た
農
地
の
復
旧
︑
被
災
農
業
者
の
再

生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
て
助

成
を
行
い
︑
農
業
経
営
な
ど
の
再
建
を

支
援
し
ま
す
︒

01

付
し
ま
す
︒

付
し
ま
す
︒

▼
Ｐ
Ｈ
Ｒ
管
理
運
営
事
業
費

１
０
０
０
万
1
千
円

　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
紐
付
け
ら
れ
た

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
紐
付
け
ら
れ
た

Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
て
健
康
に
関
す
る
デ
ー

Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
て
健
康
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
一
元
管
理
し
︑
専
用
の
ア
プ
リ
に
よ

タ
を
一
元
管
理
し
︑
専
用
の
ア
プ
リ
に
よ

り
可
視
化
さ
せ
る
こ
と
で
市
民
の
セ
ル
フ

り
可
視
化
さ
せ
る
こ
と
で
市
民
の
セ
ル
フ

ケ
ア
意
識
を
向
上
さ
せ
︑
市
全
体
と
し
て

ケ
ア
意
識
を
向
上
さ
せ
︑
市
全
体
と
し
て

健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
ま
す
︒

健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
ま
す
︒

▼  

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
管
理
運
営
事
業
費

９
５
２
万
５
千
円

　
　

医
療
機
関
へ
の
受
診
が
容
易
な
市
民

　

医
療
機
関
へ
の
受
診
が
容
易
な
市
民

と
︑
困
難
な
市
民
と
の
医
療
格
差
を
解
消

と
︑
困
難
な
市
民
と
の
医
療
格
差
を
解
消

す
る
た
め
︑
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
に
よ
る

す
る
た
め
︑
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
に
よ
る

遠
隔
診
療
体
制
を
整
備
・
運
営
し
ま
す
︒

遠
隔
診
療
体
制
を
整
備
・
運
営
し
ま
す
︒

▼  

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
補
助
金　
　

  

１
７
３
万
円

　
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促

進
す
る
た
め
︑
秋
田
大
学
医
学
部
卒
の
医

師
が
考
案
し
た
﹁
無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん
検

診
﹂
に
か
か
る
検
診
費
用
に
対
し
︑
１
件

に
つ
き
1
万
１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
︒

▼  

仙
北
市
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
地
域
医
療
・

総
合
診
療
連
携
講
座
開
設
事
業
費

                                     

９
０
０
万
円

　
　

秋
田
大
学
医
学
部
と
仙
北
市
が
共
同

　
　

秋
田
大
学
医
学
部
と
仙
北
市
が
共
同

で
寄
附
講
座
を
設
置
し
ま
す
︒
仙
北
市

で
寄
附
講
座
を
設
置
し
ま
す
︒
仙
北
市

▼▼ 

冬
期
交
通
対
策
費

冬
期
交
通
対
策
費44

億
８
３
９
６
万

億
８
３
９
６
万
33
千
円
千
円

　
　

冬
期
降
雪
時
に
お
い
て
も
円
滑
な
交

　
　

冬
期
降
雪
時
に
お
い
て
も
円
滑
な
交

通
を
維
持
す
る
た
め
︑
万
全
な
除
雪
体

通
を
維
持
す
る
た
め
︑
万
全
な
除
雪
体

制
を
整
え
ま
す
︒

制
を
整
え
ま
す
︒

▼▼ 

排
水
対
策
事
業
費　
　
　
１
０
７
０
万
円

排
水
対
策
事
業
費　
　
　
１
０
７
０
万
円

　
　

豪
雨
災
害
に
よ
る
越
水
被
害
を
防
止

　

豪
雨
災
害
に
よ
る
越
水
被
害
を
防
止

す
る
た
め
︑排
水
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
︒

す
る
た
め
︑排
水
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
︒

▼▼ 

防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
費

防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
費

11
億
２
２
７
６
万

億
２
２
７
６
万
22
千
円
千
円

　
　

従
来
の
防
災
無
線
設
備
の
維
持
管
理

　

従
来
の
防
災
無
線
設
備
の
維
持
管
理

を
行
い
な
が
ら
︑
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
に
対

を
行
い
な
が
ら
︑
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
に
対

応
し
た
防
災
情
報
配
信
の
新
シ
ス
テ

応
し
た
防
災
情
報
配
信
の
新
シ
ス
テ
ムム

導
入
・
構
築
を
行
い
ま
す
︒

導
入
・
構
築
を
行
い
ま
す
︒

レ
ジ
デ
ン
ス
の
仙
北
市
版
の
実
施
を
通
し

て
リ
ト
リ
ー
ト
の
推
進
を
行
い
ま
す
︒

医
療
Ｄ
Ｘ
事
業
の
共
同
研
究
の
ほ
か
︑

医
療
Ｄ
Ｘ
事
業
の
共
同
研
究
の
ほ
か
︑

市
立
角
館
総
合
病
院
を
研
究
フ
ィ
ー
ル

市
立
角
館
総
合
病
院
を
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
秋
田
大
学
か
ら
指
導
医
を
派

ド
と
し
て
秋
田
大
学
か
ら
指
導
医
を
派

遣
し
︑
総
合
診
療
医
の
育
成
や
診
療
な

遣
し
︑
総
合
診
療
医
の
育
成
や
診
療
な

ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑
地
域
医
療
人

ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑
地
域
医
療
人

材
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
︒

材
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
︒

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
ず

市
民
の
幸
福
度
増
進
の
た
め
に

令和 6 年度
主要事業

主要事業主要事業
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詳しい事業の内容は･･･

　一般会計、特別会計および企業会計について、当
初予算の概要をまとめた資料を仙北市ホームページ
（https://www.city.semboku.akita.jp/government/
information/yosangaiyo.html）に掲載
しています。右記二次元コードからもご
覧いただけます。

▼  

定
住
対
策
推
進
事
業
費

５
１
０
万
7
千
円

　
　

移
住
定
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や

定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
を
継
続
し
な

が
ら
︑
令
和
6
年
度
か
ら
は
︑
移
住
希

望
者
に
対
し﹁
住
ま
い
応
援
金
﹂と
し
て
︑

引
っ
越
し
や
除
雪
器
具
購
入
に
か
か
る

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
︒

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
費

１
２
６
４
万
2
千
円

　
　

令
和
7
年
4
月
の
角
館
小
学
校
と
白

岩
小
学
校
の
統
合
に
伴
い
︑
白
岩
地
区

の
児
童
の
通
学
に
必
要
な
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
新
規
に
購
入
す
る
︒

▼  

角
館
小
学
校
・
白
岩
小
学
校
統
合
関
係
事

業
費                     

１
４
９
万
7
千
円

　
　

令
和
7
年
3
月
を
も
っ
て
白
岩
小
学

校
が
閉
校
す
る
こ
と
に
伴
い
︑
閉
校
関

連
行
事
を
行
う
︒

▼  

仙
北
市
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
費            

４
４
７
万
6
千
円

　
　

市
内
企
業
の
職
場
体
験
・
企
業
説
明

会
︑
仙
北
市
で
活
躍
す
る
方
の
中
か
ら

選
定
す
る
﹁
キ
ャ
リ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
﹂

に
よ
る
講
演
な
ど
を
︑
高
校
生
の
み
な

ら
ず
小
・
中
学
生
も
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
で
︑児
童
生
徒
の﹁
仙
北
市
で
働
き
︑

生
き
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
﹂
を
養
い
︑
将

来
的
な
若
者
の
地
元
企
業
就
職
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
︒

▼  

Ｊ
Ｆ
Ａ
夢
先
生
招
聘
事
業
費

75
万
1
千
円

　
　
Ｊ
Ｆ
Ａ(

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
が
︑

日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト

を
学
校
に
派
遣
し
︑
児
童
生
徒
に
夢
に

関
す
る
授
業
を
実
施
し
ま
す
︒

誇
り
あ
る
暮
ら
し
を

つ
な
ぐ
ま
ち

06

個
性
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

05

▼  

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致
事

業
費                  

２
８
９
２
万
９
千
円

　
　

国
家
戦
略
特
区
の
優
位
性
や
豊
富
な

観
光
資
源
︑
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

の
よ
さ
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
て
︑
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
誘
致

に
取
り
組
み
︑
外
国
人
子
女
な
ど
の
定

住
人
口
や
外
国
人
の
交
流
人
口
の
増
加
︑

教
育
産
業
な
ど
の
新
た
な
産
業
の
育
成

に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
︑
地
域
の
魅

力
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
︒

新
た
に
創
る
ゆ
め
の
ま
ち

07

▼  

ふ
る
さ
と
納
税
ふ
る
さ
と
便
仙
北
市
魅
力

発
信
事
業
費

9
億
２
６
８
４
万
1
千
円

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
推
進
に
よ
り
︑

市
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
︑
市

内
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
︒
ま
た
︑

仙
北
市
の
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
情
報

発
信
を
強
化
し
︑
特
産
品
を
中
心
と
し

た
市
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し

ま
す
︒ み

ん
な
が
主
役
協
働
の
ま
ち

08

▼
移
住
体
験
推
進
事
業
費

９
０
５
万
2
千
円

　
　

移
住
希
望
者
向
け
に
新
た
に
移
住
体

験
事
業
を
展
開
し
︑
仙
北
市
に
住
み
生

き
て
い
く
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成

を
通
じ
て
︑
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
幸

福
な
移
住
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
︒移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
企
画・実
施
や
︑

移
住
体
験
住
宅
の
整
備
・
運
営
な
ど
に

か
か
る
経
費
を
計
上
し
ま
す
︒

組
織
再
編
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市民福祉部

市
民
生
活
課

▼
市
民
係　

▼
国
民
健
康
保
険
係　

▼
国
民
年
金
係　

▼
消
費
生
活
係　

▼
環
境
保
全
係

総務部

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー☎43ｰ

３
３
３
９

▼
デ
ジ
タ
ル
政
策
係

・
こ
れ
ま
で
︑
総
務
部
の
事
務
事
業

総
合
調
整
室
に
設
置
し
て
い
た
行

政
Ｄ
Ｘ
推
進
班
を
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
に
移
管
︑
デ
ジ
タ
ル
政
策
係

を
設
置
し
︑
行
政
Ｄ
Ｘ
を
よ
り
一

層
推
進
し
ま
す
︒

市民福祉部

国
保
市
民
課

▼
市
民
係

☎
43ｰ

３
３
０
７

▼
国
民
健
康
保
険
係

▼
国
民
年
金
係☎

43ｰ

３
３
１
６

企画部

企
画
政
策
課

▼
企
画
政
策
係　
▼
情
報
統
計
係

▼
ふ
る
さ
と
納
税
係

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

　
▼
電
算
シ
ス
テ
ム
係

　
▼
施
設
係

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
施
策
を
推
進
す
る
た
め
︑

令
和
6
年
4
月
に
組
織
再
編
を
行
い
ま
す
︒

　

第
一
に
︑
企
画
部
の
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
を
総
務

部
に
移
管
の
う
え
︑
デ
ジ
タ
ル
政
策
係
を
設
置
し
︑

行
政
Ｄ
Ｘ
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
︒

　
第
二
に
︑
市
民
福
祉
部
に
︑
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
新
設
し
︑
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い

重
層
的
な
子
育
て
支
援
に
あ
た
り
ま
す
︒

　

第
三
に
︑
市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
を
︑
国
保
市

民
課
と
生
活
環
境
課
に
分
割
し
︑
市
民
に
寄
り
添
っ

た
窓
口
対
応
を
行
い
ま
す
︒
生
活
環
境
課
に
︑
業
務

が
関
連
す
る
総
合
防
災
課
の
交
通
防
犯
係
を
移
管
し

ま
す
︒

　

第
四
に
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集

団
接
種
の
終
了
に
伴
い
︑
保
健
課
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
係
を
廃
止
︑
観
光
課
内
の
業
務
統
合
に

よ
り
桜
ま
ち
づ
く
り
係
を
廃
止
し
︑
組
織
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
ま
す
︒

　
具
体
的
な
組
織
再
編
は
︑
下
記
の
と
お
り
で
す
︒

※
再
編
部
分
の
み
抜
粋
し
て
掲
載

令和 5 年度令和 6 年度

主要事業主要事業組織再編組織再編

生
活
環
境
課

▼
消
費
生
活
係☎

43ｰ

３
３
１
３

▼
環
境
保
全
係☎

43ｰ

３
３
０
８

▼
交
通
防
犯
係

・
こ
れ
ま
で
︑
総
務
部
の
総
合
防

災
課
に
設
置
し
て
い
た
交
通
防

犯
係
を
生
活
環
境
課
に
移
管
し

ま
す
︒

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
43ｰ

３
３
０
５

・
こ
れ
ま
で
︑
子
育
て
推
進
課
に

設
置
し
て
い
た
家
庭
援
護
係
を

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
移
管

し
ま
す
︒

令和 6 年度 令和 5 年度
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農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振
興
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　

       

除
外
・
編
入
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ

︻
問
合
せ
︼農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）２
２
０
６

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
用
地（
田
・
畑

な
ど
）を
農
用
地
以
外
の
用
途（
住
居
︑
工
場
︑

資
材
置
場
︑
駐
車
場
な
ど
）に
転
用
す
る
場
合

は
︑
あ
ら
か
じ
め
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除

外
手
続
き（
農
振
除
外
）が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　
な
お
︑
こ
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）は
︑

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
︒　

▼
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地
が
な

く
︑
ま
た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥
当
な
面
積

で
あ
る
こ
と
︒

▼
除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
︑
農
作
業

の
効
率
化
に
支
障
が
な
い
こ
と
︒

▼
周
辺
の
農
業
者
や
担
い
手
な
ど
の
農
用
地
の

利
用
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と
︒

▼
農
業
用
施
設
や
土
地
改
良
施
設（
農
道
・
水

路
な
ど
）の
機
能
に
支
障
が
な
い
こ
と
︒

▼
土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な
い
こ

と
︑
実
施
済
み
の
場
合
は
完
了
後
８
年
を
経

過
し
て
い
る
こ
と
︒

▼
農
振
除
外
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
︑
妥
当
性

が
あ
り
︑
他
法
令（
農
地
法
︑
都
市
計
画
法

な
ど
）の
許
認
可
見
込
み
が
あ
る
こ
と
︒

※
除
外
・
編
入
の
要
件
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
︑
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

●
受
付
期
間
／
４
月
8
日
㈪
~
５
月
13
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
︑
祝
日
を
除
く
）

﹁
角
館
の
桜
ま
つ
り
２
０
２
4
﹂

　
　
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
一
般
出
演
者
募
集
中

︻
問
合
せ
︼角
館
の
観
光
行
事
実
行
委
員
会　
仙
北
市
観
光
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
２

　
﹁
角
館
の
桜
ま
つ
り
２
０
２
4
﹂の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
︒
楽
器

や
バ
ン
ド
演
奏
︑
カ
ラ
オ
ケ
︑
モ
ノ

マ
ネ
︑
大
道
芸
や
漫
才
な
ど
で
︑
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
︒

●
出
演
日
時
／
４
月
16
日
㈫
~
19
日

㈮
・
22
日
㈪
~
26
日
㈮
・
30
日
㈫
・

５
月
１
日
㈬
~
５
日
㈰

※
右
記
期
間
の
う
ち
︑
い
ず
れ
も
10
時
~

16
時
ま
で
の
間
で
１
時
間
単
位
か
ら
の

申
込
み
と
な
り
ま
す
︒

●
開
催
場
所
／
桜
並
木
第
２
駐
車
場

（
お
祭
り
広
場
）特
設
ス
テ
ー
ジ

●
参
加
費
／
出
演
時
に
物
品
販
売
も

行
う
場
合
は
１
ス
テ
ー
ジ
あ
た
り

１
０
０
０
円
︑
物
品
販
売
な
し
で

行
う
場
合
は
無
料
︒

●
出
演
時
間
／
１
時
間
~

※
１
時
間
単
位（
１
時
間
未
満
の
場
合
も

１
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

●
申
込
期
限
／
出
演
希
望
日
時
の
一
週

間
前

●
申
込
方
法
／
観
光
課
窓
口
に
設
置

し
て
い
る
申
込
用
紙
︑
も
し
く
は
︑

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
メ
ー

ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
︑
ま
た
は
︑
仙
北

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
らG

oogle

フ
ォ
ー
ム
経
由
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申

込
み
が
で
き
ま
す
︒

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
︽
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
︾

︻
問
合
せ
︼国
保
市
民
課
国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
１
６

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
︑
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
︑
被
保
険
者
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
︒

●
対
象
者
／

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対
象
者

▼
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
︑
35
歳
以
上
75
歳
未
満（
後
期
高
齢

者
医
療
対
象
者
を
除
く
）の
方

▼
前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て

い
る
方

▼
特
定
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布
さ
れ
る

受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診
ま
た
は

医
療
機
関
健
診
）を
受
診
し
て
い
な
い
︑

ま
た
は
受
診
を
予
定
し
て
い
な
い
方

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対

象
者

▼
仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
︑
当
該
年
度
に
国
保

の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
方

▼
前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

▼
後
期
高
齢
者
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布

さ
れ
る
受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診

ま
た
は
医
療
機
関
健
診
）を
受
診
し
て

い
な
い
︑
ま
た
は
受
診
を
予
定
し
て
い

な
い
方

●
助
成
金
額
／
ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
も
２
万
１
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る

（
年
度
内
１
回
の
み
）

●
助
成
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病

院
・
市
立
田
沢
湖
病
院
・
大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー

●
申
請
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈪
~
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪

※
受
診
希
望
の
方
は
︑
直
接
助
成
医
療
機
関
に

予
約
し
︑
受
診
す
る
前
に
助
成
金
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
︒
申
請
時
に
︑
窓
口
で
受
診

日
の
確
認
を
し
ま
す
︒

●
申
請
受
付
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
︑
各

出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口

●
持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
︑
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

●
そ
の
他
／

▼
申
請
を
し
な
い
で
助
成
医
療
機
関
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
し
て
費
用
を
支

払
っ
た
場
合
は
︑
当
該
年
度
内
に
申
請

す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
︒

そ
の
場
合
は
︑
領
収
書
︑
印
鑑
︑
金
融

機
関
の
通
帳
︑
受
診
結
果
票
の
写
し
を

持
参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

▼
特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
を

受
け
た
方
は
︑
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒

　
Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
が
主
催
し
て
い

る﹁
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
﹂

へ
の
参
加
者
を
公
募
し
ま
す
︒
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
︑
次
の
募
集
要
項
に
よ
り
︑

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

●
募
集
趣
旨
／
秋
田
朝
日
放
送（
Ａ
Ａ
Ｂ
）

が
主
催
す
る
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り

Ｃ
Ｍ
大
賞
へ
応
募
す
る
︑
仙
北
市
の
魅

力
を
伝
え
る
Ｃ
Ｍ
作
品
の
撮
影
を
行
う

参
加
者
の
募
集
︒

●
応
募
資
格
／
仙
北
市
内
に
在
住
ま
た
は

就
労
・
就
学
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体
︒

●
制
作
内
容
／
仙
北
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
30
秒
の
Ｃ
Ｍ
作
品

●
申
込
方
法
／
様
式
１
公
募
申
込
書（
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
）を
5
月
31
日
㈮
ま
で
に
提
出

（
持
参
︑郵
送
︑Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
）︒

そ
の
後
︑
6
月
21
日
㈮
ま
で
に
下
記
の

①
︑
ま
た
は
①
・
②
の
両
方
を
提
出
︒

①
30
秒
の
Ｃ
Ｍ
の
絵
コ
ン
テ【
様
式
２

絵
コ
ン
テ
シ
ー
ト（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）】※
必
須

②
編
集
能
力
を
確
認
す
る
た
め
の
自
作

動
画（
過
去
に
撮
影
・
編
集
し
た
も
の
で

も
可
）も
し
く
は
︑
提
出
す
る
絵
コ
ン

テ
に
沿
っ
て
撮
影
・
編
集
し
た
Ｃ
Ｍ
動

画
︒（
ど
ち
ら
の
動
画
に
つ
い
て
も
秒
数

問
わ
ず
）※
提
出
は
任
意
で
す
︒

●
謝
礼
／
Ｃ
Ｍ
作
品
制
作
の
謝
礼
と
し
て
︑

10
万
円
を
お
渡
し
し
ま
す
︒

●
問
合
せ

M
ail:m

achi@
city.sem

boku.akita.jp

︻
問
合
せ
︼ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
１
５

ふ
る
さ
と
Ｃ
М
大
賞
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

／
☎　

 ｰ

３
３
１
５

詳
細
お
よ
び
様
式

は
仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載

し
て
い
ま
す
︒

⬇ こ
ち
ら
か
ら

43

　

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
春
の
婚
礼

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
こ
の
時
期
︑﹁
打
掛

展
﹂を
開
催
し
て
い
ま
す
︒
佐
竹
北
家
に

代
々
伝
わ
る
花
嫁
衣
装
や
︑
外
町
の
町
衆

の
旧
家
に
伝
わ
る
打
掛
と
一
緒
に
︑
櫛
・

簪
な
ど
の
髪
飾
り
︑
鏡
な
ど
の
道
具
類
を

展
示
し
ま
す
︒

●
会
期
／
４
月
６
日
㈯
~
６
月
16
日
㈰　

会
期
中
無
休

●
観
覧
料
／
一
般
５
０
０
円
・
小
中
学
生

３
０
０
円

︻
問
合
せ
︼角
館
樺
細
工
伝
承
館
☎（
54
）１
７
０
０

※
仙
北
市
民
は
無
料（
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
開
館
時
間
／
９
時
~
17
時（
入
館
は
16

時
30
分
ま
で
）

企
画
展﹁
打
掛
展
﹂

　
春
の
陽
気
で
雪
解
け
が
進
み
︑
い
よ
い
よ
農

作
業
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
で
す
︒

　
春
の
農
繁
期
に
は
︑
踏
切
を
横
断
す
る
こ
と

が
増
え
て
き
ま
す
︒

　

踏
切
事
故
の
多
く
は
︑
列
車
が
通
過
す
る

直
前
の
横
断
や
自
動
車
な
ど
が
停
滞
・
エ
ン
ス

ト
・
落
輪
す
る
こ
と
が
原
因
で
︑
市
内
に
お
い

て
も
発
生
し
て
い
ま
す
︒

　
警
報
機
や
遮
断
機
が
あ
る
踏
切
で
も
︑
横
断

す
る
と
き
は
︑
必
ず
一
時
停
止
し
︑
安
全
確
認

を
行
い
︑
踏
切
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
︒

▼
列
車
は
す
ぐ
に
停
止
で
き
な
い
の
で
︑
踏
切

の
手
前
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
て
︑
目
と

耳
で
列
車
が
接
近
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
︒

▼
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
や
︑
遮
断
機
が

下
り
て
い
た
り
︑下
り
始
め
て
い
る
と
き
は
︑

絶
対
に
踏
切
に
侵
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

▼
踏
切
を
越
え
た
先
に
自
分
の
車
が
停
め
ら
れ

る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
時
は
︑
絶
対
に
踏
切
に

侵
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

︻
問
合
せ
︼ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
１
５

︻
ス
ト
ッ
プ
踏
切
事
故
！
︼

申
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら
⬇
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市 information
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https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　

在
宅
の
障
が
い
者
な
ど
の
外
出
支

援
を
図
る
た
め
︑
障
が
い
者
な
ど
が

利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の

一
部
と
し
て
利
用
券
を
給
付
し
て
お

り
︑
令
和
６
年
度
の
申
請
は
４
月
か

ら
次
の
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
︒

●
対
象
に
な
る
方
／
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
※
施
設
入
所
者
は
除
く

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を

お
持
ち
の
方

▼
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

▼
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者

仙
北
市
障
が
い
者︵
児
︶タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
給
付
し
ま
す

︻
問
合
せ
︼社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）２
２
８
８

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
難
病
患
者

の
方

●
利
用
券
に
つ
い
て
／
５
０
０
円
と

１
０
０
円
券
で
︑
１
万
５
０
０
０

円
分
が
給
付
さ
れ
ま
す
︒

●
申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課（
角
館

庁
舎
）︑
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン

タ
ー
︑
各
出
張
所

●
必
要
な
も
の
／
障
害
者
手
帳
ま
た
は

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者

証

仙
北
市
で
は
︑
市
内
に
住
所
を
有
す
る
求

職
者
や
学
卒
な
ど
未
就
職
者
が
︑
資
質
向
上

や
就
労
の
促
進
を
図
る
た
め
の
技
術
習
得
お

よ
び
資
格
取
得
研
修
の
経
費
に
つ
い
て
補
助

し
て
い
ま
す
︒

●
対
象
者
／
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
未

就
職
者

※
国
ま
た
は
県
よ
り
助
成
金
な
ど
の
交
付
を
受
け

ら
れ
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

●
対
象
経
費
／

①
受
講
料
・
教
材
費
な
ど
技
術
習
得
お
よ
び
資

格
取
得
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
経
費

※
機
材
費
・
交
通
費
・
宿
泊
費
な
ど
は
除
く

②
自
動
車
運
転
免
許
取
得
経
費
※
第
１
種
普

通
免
許
取
得
費
は
除
く

●
補
助
額
／
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内
︑

限
度
額
１
件
当
た
り
１
万
円
以
内
と
し
︑

年
度
内
１
人
２
回
ま
で

●
申
請
期
限
／
講
習
会
な
ど
が
終
了
し
た
年

度
内
に
申
請

︻
問
合
せ
︼商
工
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
５
１

仙
北
市
雇
用
対
策
事
業
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
秋
田
県
で
は
︑
毎
年
４
月
を

﹁
あ
き
た
ク
リ
ー
ン
強
調
月
間
﹂︑

４
月
第
３
日
曜
日
を﹁
あ
き
た

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
サ
ン
デ
ー
﹂

と
定
め
︑身
近
な
地
域
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
︒

●
実
施
日
／
４
月
21
日
㈰　

●
場
所
／
自
宅
周
り
︑
地
区
や

町
内
の
会
館
周
り
︑
沿
道
︑

側
溝
︑
桧
木
内
川
堤（
角
館

地
区
）な
ど

●
集
め
方
／﹁
燃
え
る
ご
み
﹂と

﹁
燃
え
な
い
ご
み
﹂を
別
々
の

ご
み
袋
に
集
め
︑
地
区
・
町

内
の
ご
み
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
︒
使
用
す
る
袋
は

市
指
定
の
ご
み
袋
の
ほ
か
︑

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
で
も
結

構
で
す
が
︑
使
用
す
る
袋
に

は
必
ず﹁
○
○
地
区
・
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
﹂と
大
き
く
書
い

て
く
だ
さ
い
︒（
未
記
入
の
も

の
は
回
収
し
ま
せ
ん
）た
だ

し
︑
肥
料
袋
は
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
︒

●
回
収
方
法
／
次
の
日
か
ら
通

常
の
ご
み
収
集
と
あ
わ
せ
て

随
時
行
い
ま
す
︒（
ご
み
の
収

集
日
の
関
係
で
︑﹁
燃
え
な
い

ご
み
﹂の
回
収
が
遅
く
な
る

地
区
も
あ
り
ま
す
が
ご
了
承

願
い
ま
す
）

※
平
日
の
８
時
30
分
~
16
時
30
分
ま

で
で
あ
れ
ば﹁
燃
え
る
ご
み
﹂は
北

部
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
︑﹁
燃
え
な

い
ご
み
﹂は
各
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
へ
直
接
搬
入
し
て
も
結
構

で
す
︒
そ
の
際
は
︑
必
ず
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
の
ご
み
と
お
伝
え
く
だ

さ
い
︒

※
当
日
に
実
施
で
き
な
い
場
合
は
︑

地
区
の
事
情
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
が
︑

収
集
業
者
と
の
調
整
の
た
め
必
ず

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
家
電
や
粗
大
ご
み
を
発
見
し
た
場

合
は
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
︒

※
作
業
中
の
事
故
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
︒

春
の
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

    

各
地
区
・
各
町
内
会
の
皆
さ
ま
の

                    

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

︻
問
合
せ
︼生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
０
8

　
新
規
に
猟
銃
所
持
許
可
証
︑
狩
猟
免

許
を
取
得
し
た
方
へ
︑
費
用
の
一
部
助

成
を
行
い
ま
す
︒

●
対
象
者
／
①
対
象
年
度
内
に
︑
新
規

に
猟
銃
所
持
許
可
証
お
よ
び
第
1
種

銃
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
︒
②
対
象

年
度
内
に
︑
新
規
に
わ
な
猟
免
許
を

取
得
し
た
方
︒

※
①
は
両
方
と
も
新
規
取
得
し
た
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
︒

●
助
成
条
件
／

▼
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

▼
仙
北
市
内
の
猟
友
会
員
で
あ
る
こ
と

▼
仙
北
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
へ
の

参
加
に
同
意
す
る
こ
と

●
助
成
額
／

①
上
限
4
万
円（
補
助
残
分
へ
上
限

5
万
円
と
し
て
県
か
ら
の
助
成
も

受
け
ら
れ
ま
す
）

②
上
限
免
許
取
得
経
費
相
当
額

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
︒

●
そ
の
他
／
県
で
は
猟

銃
の
新
規
購
入
へ
の

一
部
補
助
も
行
っ
て

い
ま
す
︒

︻
問
合
せ
︼農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）２
２
０
7

仙
北
市
狩
猟
免
許
取
得
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

１
月
４
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
︑
田
沢
湖
︑

角
館
お
よ
び
西
木
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て﹁
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂と
未
使
用﹁
お
も
ち
ゃ
﹂の
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
︑
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
数
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

こ
の
取
り
組
み
は
︑
ご
家
庭
や
職
場
で
利
用
さ

れ
な
い﹁
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂と﹁
お
も
ち
ゃ
﹂の
有
効

活
用
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
︒

﹁
カ
レ
ン
ダ
ー
・
お
も
ち
ゃ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂の
お
礼

︻
問
合
せ
︼ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
１
５

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー

お
よ
び
未
使
用
の
お
も
ち
ゃ
は﹁
子
ど
も
た
ち
の

お
絵
か
き
・
お
あ
そ
び
用
﹂と
し
て
︑﹁
は
な
さ
き

仙
北
﹂に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
︑

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心

の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
︑
来
年
度
も

継
続
し
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
計
量
器（
は
か
り
）を
商
売
や
証
明
な
ど
に
使

用
す
る
人
を
対
象
に
︑計
量
法
第
19
条
に
基
づ
き
︑

２
年
に
一
度
の
検
査
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま

す
︒
お
持
ち
の
方
は
︑手
数
料
︑計
量
器（
は
か
り
）

を
持
参
の
う
え
︑
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

　
検
査
を
受
け
る
方
は
５
月
２
日
㈭
ま
で
に
商
工

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
︒

●
地
区
名
・
検
査
日
時
・
検
査
場
所
／

▼
西
木
地
区
・
５
月
16
日
㈭
10
時
~
12
時
・
西
木
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
営
農
相
談
室

▼
田
沢
湖
地
区
・
５
月
16
日
㈭
14
時
~
15
時
30
分
・

田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

▼
角
館
地
区
・
５
月
17
日
㈮
10
時
~
15
時
・
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

※
角
館
地
区
は
12
時
~
13
時
は
検
査
で
き
ま
せ
ん
︒

●
手
数
料
／
現
金（
手
数
料
の
詳
細
は
︑
秋
田
県
計
量

協
会
☎
０
１
８-

８
６
５-

２
６
７
１
ま
で
）

︻
問
合
せ
︼商
工
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
５
１

計
量
器
定
期
検
査
の
実
施︵
は
か
り
の
検
査
︶

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者

通
常
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
在
宅
の
要
介
護
認
定
者
が
︑
急
な

入
院
や
退
院
お
よ
び
通
院
な
ど
の
た
め

介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
市

が
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

●
助
成
対
象
者
／（
①
~
④
の
全
て
に
該
当

す
る
方
）                      　
　
　

①
介
護
保
険
適
用
外
の
利
用
と
な
る
入
退

院
︑
お
よ
び
緊
急
の
通
院
な
ど
を
目
的
と

し
た
介
護
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
必
要
な
方            

②
仙
北
市
に
住
所
を
有
し
︑
か
つ
現
在
自
宅

で
生
活
し
て
い
る
方（
一
時
的
な
施
設
利

用
を
除
く
）

③
生
活
保
護
法
な
ど
他
の
制
度
で
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方

④
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
︑
要

介
護
度
３
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方

●
助
成
額
／
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
に
係
る
費

用
の
2
分
の
1
の
額　
　
　
　

●
助
成
の
範
囲
／　
　

▼
利
用
期
間
︙
当
該
年
度
の
4
月
1
日
か
ら

翌
年
の
3
月
31
日
ま
で
︒

▼
利
用
区
域
︙
仙
北
市
︑
大
仙
市
︑
美
郷
町
︑

横
手
市
お
よ
び
秋
田
市
の
区
域
内
に
あ
る

医
療
機
関
ま
で
︒

▼
利
用
回
数
︙
片
道
を
1
回
と
し
て
︑
ひ
と

月
当
た
り
4
回
ま
で
︒　
　
　
　
　
　

●
申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
︑
田
沢
湖
・
西

木
市
民
セ
ン
タ
ー
︑
各
出
張
所
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
介
護
保
険
被
保
険

者
証（
写
し
）︑
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
領
収
書
︑
通
帳
︑
印
鑑

※
助
成
金
交
付
ま
で
の
流
れ
な
ど
の
詳
細
は
長
寿

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

︻
問
合
せ
︼長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）２
２
８
１

介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
に
つ
い
て

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
︑
４
月
７
日
か
ら
13
日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
︒

　
朝
︑
6
時
50
分
に
火
災
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
が
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
︒
火
の
元
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
︒

︻
問
合
せ
︼総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎（
43
）１
１
１
5

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

詳
細
や
申
請
書
な
ど
は
仙
北

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
⬇
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information市 役所からのお知らせ
information市 役所からのお知らせ ホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

便名 3 4 5 ▲6
発 /着 循環　田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 11:20 13:20 15:10 ▲16:25
街道ノ上 11:21 13:21 15:11 ▲16:26
病院前 11:22 13:22 15:12 ▲16:27

グランマート前 11:23 13:23 15:13 ▲16:28
田沢湖駅前 11:24 13:24 15:14 ▲16:29
郵便局前 11:25 13:25 15:15 ▲16:30
小学校前 11:27 13:27 15:17 ▲16:32
中学校前 11:28 13:28 15:18 ▲16:33
だしのこ園前 － － 15:20 －
東風の湯前 11:30 13:30 15:22 ▲16:35
生保内公園口 11:32 13:32 15:24 ▲16:37
愛宕町前 11:33 13:33 15:25 ▲16:38
武蔵野 11:34 13:34 15:26 ▲16:39
大杉沢 11:35 13:35 15:27 ▲16:40
仙岩団地 11:38 13:38 15:30 －
市営住宅前 11:40 13:40 15:32 ▲16:41
田沢湖庁舎前 11:42 13:42 15:34 ▲16:43
街道ノ上 11:43 13:43 15:35 ▲16:44
郵便局前 11:44 13:44 15:36 ▲16:45
田沢湖駅前 11:45 13:45 15:37 ▲16:46
病院前 11:46 13:46 15:38 ▲16:47

グランマート前 11:47 13:47 15:39 ▲16:48
雁治塚 11:49 13:49 15:41 ▲16:50

生保内発電所前 11:51 13:51 15:43 ▲16:52
下刺巻 11:52 13:52 15:44 ▲16:54
上刺巻 11:53 13:53 15:45 ▲16:55
大道 11:54 13:54 15:46 ▲16:56
刺巻駅 11:55 13:55 15:47 ▲16:57
四十程第１ 11:59 13:59 15:51 ▲17:01
四十程第２ 12:00 14:00 15:52 ▲17:02
赤石 12:02 14:02 15:54 ▲17:04
上堂田 12:05 14:05 15:57 ▲17:07
堂田会館前 12:06 14:06 15:58 ▲17:08
下堂田 12:07 14:07 15:59 ▲17:09
田向 12:09 14:09 16:01 ▲17:11
野村 12:10 14:10 16:02 ▲17:12
下相内端 12:12 14:12 16:04 ▲17:14
相内端 12:13 14:13 16:05 ▲17:15

手倉相内会館前 12:14 14:14 16:06 ▲17:16
手倉野 12:15 14:15 16:07 ▲17:17
上手倉野 12:16 14:16 16:08 ▲17:18
沼田 12:17 14:17 16:09 ▲17:19
十文字 12:18 14:18 16:10 ▲17:20
病院前 12:20 14:20 － －

グランマート前 12:21 14:21 16:12 －
田沢湖駅前 12:23 14:23 － －
郵便局前 12:24 14:24 － －
街道ノ上 12:25 14:25 16:14 ▲17:21
田沢湖庁舎前 12:26 14:26 16:15 ▲17:22

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
１

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
2

便名 ▲1 2
発 /着 循環  田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 ▲7:10 8:15
病院前 ▲7:12 8:17
雁治塚 ▲7:14 8:19

生保内発電所前 ▲7:17 8:22
下刺巻 ▲7:18 8:23
上刺巻 ▲7:19 8:24
大道 ▲7:20 8:25
刺巻駅 ▲7:21 8:26
四十程第１ ▲7:25 8:30
四十程第２ ▲7:26 8:31
赤石 ▲7:28 8:33
上堂田 ▲7:31 8:36
堂田会館前 ▲7:32 8:37
下堂田 ▲7:33 8:38
田向 ▲7:35 8:40
野村 ▲7:36 8:41
下相内端 ▲7:38 8:43
相内端 ▲7:39 8:44

手倉相内会館前 ▲7:40 8:45
手倉野 ▲7:41 8:46
上手倉野 ▲7:42 8:47
沼田 ▲7:43 8:48

市営住宅前 ▲7:47 8:52
仙岩団地 ▲7:50 8:55
大杉沢 ▲7:53 8:58
武蔵野 ▲7:54 8:59
愛宕町前 ▲7:55 9:00
生保内公園口 ▲7:56 9:01
東風の湯前 － 9:03
だしのこ園前 － 9:05
中学校前 ▲7:58 9:07
小学校前 ▲7:59 9:08
郵便局前 ▲8:00 9:09
田沢湖駅前 ▲8:01 9:10
病院前 ▲8:02 9:11
郵便局前 ▲8:03 9:12
街道ノ上 ▲8:04 9:13
田沢湖庁舎前 ▲8:05 9:14

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休

普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
回数券取扱窓口／●バス車内　●ロイヤル交通㈱秋田営業所

●四十程（高橋良宣様）　●手倉相内 ( 荒木田保険様 )

●野村・田向 ( 畠山隆太郎様 )　

定期券取扱窓口／●ロイヤル交通㈱秋田営業所

向生保内線

ロイヤル交通㈱ 秋田営業所

（仙北市指定管理者）　   ☎ 43-0101問合せ

仙北市民バス時刻表（令和 6年 4月 1日～令和 6年 11 月 30 日）

向生保内向生保内線線
たっこちゃんバス

市
民
バ
ス
「
向
生
保
内
線
」（
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
バ
ス
）
は
、
令
和
6
年
4
月
１
日
~

令
和
6
年
11
月
30
日
の
期
間
中
、
刺
巻
駅
ま
で
ル
ー
ト
を
延
長
し
て
運
行
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
は
右
記
の
と
お
り
発
着
時
刻
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

まちづくり課（市役所）☎43-3315

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
の
時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

︻
問
合
せ
︼国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）３
３
０
７

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
︑
お
手
元
に

発
行
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
が
届
い

て
い
る
方
を
対
象
に
︑
時
間
外

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
を
行
い
ま
す（
交
付
は
予
約

し
た
方
の
み
に
限
り
ま
す
︒
ま

た
時
間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館

庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
︑
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
）︒

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す

る
方
は
︑
各
交
付
日
の
２
日
前

ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
場
所
が
田
沢
湖
庁
舎
︑

西
木
庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方
も
︑

２
日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
角
館
庁
舎
で
受
け
取
り

が
可
能
で
す
）︒

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
に
つ
い
て
は
︑
原
則
本

人
が
来
庁
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

●
時
間
外
交
付
日
時
／
4
月
10

日
︑
24
日
︑
5
月
8
日
︑
22
日
︑

6
月
12
日
︑
26
日
17
時
15
分

~
19
時

●
持
参
す
る
も
の
／
▼
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
通
知
書

の
ハ
ガ
キ　
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
カ
ー
ド（
紛
失
し
て

い
る
場
合
に
は
︑
紛
失
届
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）　

▼
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
︑
旅
券
︑
在
留
カ
ー
ド
な

ど
の
う
ち
１
点
︒
こ
れ
ら
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
︑
健
康

保
険
証
ま
た
は
年
金
手
帳〈
年

金
証
書
で
も
可
〉お
よ
び﹁
氏

名
・
生
年
月
日
﹂ま
た
は﹁
氏

名
・
住
所
﹂が
記
載
さ
れ
た
書

類〈
社
員
証
︑
学
生
証
︑
医
療

受
給
者
証
な
ど
〉）　
▼
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方

の
み
）

※
詳
細
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

発
行
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
︒

　
﹁
緊
急
通
報
装
置
給
付
・
貸
与
事
業
﹂は
仙
北
市

社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
で
申
請
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
︑
市
役
所
各
窓
口
で
も
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒

●
対
象
者
／

▼
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障
が
い
者

▼
寝
た
き
り
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
市
長
が
認

め
た
高
齢
者
を
抱
え
る
高
齢
者
世
帯

▼
日
中
お
よ
び
夜
間
な
ど
家
族
の
都
合
に
よ
り
独

居
の
状
態
が
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

●
利
用
方
法
／

▼
利
用
者
と
し
て
決
定
す
る
と
︑﹁
緊
急
通
報
装
置
﹂

と﹁
火
災
セ
ン
サ
ー(

煙
）﹂を
自
宅
に
設
置
し
ま

す
︒

▼
急
病
や
災
害
な
ど
の
時
に
︑
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

に
よ
り
︑ALSO

K

に
通
報
さ
れ
ガ
ー
ド
マ
ン
が

駆
け
付
け
ま
す

●
利
用
料
／
月
額
６
０
０
円　
　
　
　
　
　
　

●
利
用
申
請
先
／

▼
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所（
仙
北
市
か
ら

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
を
委
託
し
て

い
ま
す
）

▼
仙
北
市
役
所
長
寿
支
援
課
︑
田
沢
湖
・
西
木
市
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
出
張
所
窓
口

︻
緊
急
通
報
装
置
給
付
︑
貸
与
事
業
︼市
役
所
各
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す

︻
問
合
せ
︼仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所  

☎（
54
）２
４
９
３

長
寿
支
援
課
（
角
館
庁
舎
）
☎（
43
）２
２
８
１

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓

戸
籍
証
明
書
な
ど
の
広
域
交
付
が
始
ま
り
︑
本

籍
地
が
市
外
の
方
で
も
窓
口
で
戸
籍
証
明
書
な
ど

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
婚
姻
届
や
転
籍
届
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
戸
籍
届

出
の
際
に
︑
戸
籍
証
明
書
な
ど
の
添
付
が
原
則
不

要
に
な
り
ま
す
︒

●
請
求
で
き
る
方
／
▼
本
人
▼
配
偶
者
▼
父
母
︑
祖

父
母
な
ど（
直
系
尊
属
）
▼
子
︑孫
な
ど（
直
系
卑
属
）

※
郵
送
や
代
理
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
︒

※
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
）の
提
示
が
必
要
で
す
︒

※
請
求
内
容
に
よ
っ
て
は
証
明
書
交
付
ま
で
時
間
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

詳
し
く
は
左
記
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
︒

戸
籍
証
明
書
な
ど
の
交
付
と
︑
届
出
制
度
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た

︻
問
合
せ
︼国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）  

☎（
43
）３
３
０
７
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●小・中学校適正配置計画（骨子案）
　昨年３月に定めた学校適正配置方針に沿って、望ましい学校規模を具体化し、
その実現に向けた方向性を学校適正配置計画（骨子案）にまとめました。

▶望ましい学校規模
　小・中学校とも「学級替えができる規模（１学年２学級以上）」を目指す。
　ただし、地理的条件により通学などに配慮する場合は「１学年20人程度」を目標とする。
▶実現に向けた方向性
　小・中学校それぞれの統合を検討する。小中一貫教育を行う学校への再編もあわせて検討する。

●学校再編（試案）
　学校適正配置計画（骨子案）に基づき、昨年12月にこども園など小・中学校保護者にご協力いただいた「私
が考える学校再編案アンケート」をまとめた結果、小・中学校ともに４案が浮かび上がりました。
　この試案をたたき台として、今後、統合校の組み合わせ（小中一貫教育も含む）、使用校舎および通学方法な
どについて、保護者や地域の皆さまとともに考えていきます。

小・中学校適正配置計画（骨子案）／学校再編（試案）小・中学校適正配置計画（骨子案）／学校再編（試案）

　問合せ／仙北市教育委員会
   学校適正配置準備室（西木庁舎）

☎43-3381　　

　学校適正配置に関する取り組み状況は、市ホームページ
特設コーナーでご覧いただけます。

（学校適正配置方針、これまでの学校適正配置検討委員会
の会議記録、意見交換会の開催結果、アンケート結果など）

小・中学校小・中学校 角館角館 生保内生保内 神代神代 西明寺西明寺 桧木内桧木内

A案 単独 2校統合 2校統合

B案 単独 単独 3校統合

C案 単独 4校統合

D案 5校統合

（
教
育
功
労
）

　
昭
和
41
年
以
来
︑
主
に
現
仙
北
市
3
地
区
の
教
諭
と

し
て
奉
職
し
︑
平
成
8
年
に
千
畑
町
立
千
屋
小
学
校
長

で
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
︑
教
育
現
場
で

そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
︑
教
育
の
振
興
や
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
︒
退
職
後
は
︑
角
館
町
生
涯
学
習
奨
励
員

な
ど
︑
地
域
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
︒

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

　

こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

元
公
立
小
学
校
長
の
藤
井
嗣
信
さ
ん
が
、
教
育
功

労
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
※
年
齢
は
受
章
時
を
掲
載
）

高
齢
者

高
齢
者
叙
勲
叙
勲 藤 井 嗣 信 さん

（88 歳　角館町川原寺前）

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

3
月
1
日
︑
角
館
高
校
の
卒
業
式
当
日
︑
同
校
ス
キ
ー
部

に
所
属
す
る
3
年
生
6
人
か
ら
︑
田
口
市
長
へ
各
種
大
会
の

結
果
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
︒

　
今
年
は
︑
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と

し
た
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
が
︑
1
月
19
日

か
ら
韓
国
で
開
催
さ
れ
︑
日
本
代
表
選
手
と
し
て
同
校
か
ら

鎌
田
宇
朗
選
手
（
3
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
︒

　
こ
の
国
際
大
会
は
︑
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
4
年
に
一
度

開
催
さ
れ
る
も
の
で
︑
今
回
で
4
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
︒
出
場
し
た
鎌
田
選
手
は
︑
大
会
第
7
日
目
に
行
わ
れ
た

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
男
子
回
転
で
︑
4
位
に
入
賞
し
た
成
績
を

報
告
し
た
ほ
か
︑﹁
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
両
親
︑
ス
タ
ッ
フ
に

支
え
ら
れ
て
ス
キ
ー
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

す
る
︒
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
ス

キ
ー
部
で
培
っ
た

経
験
︑
成
長
で
き

た
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
活
か

し
た
い
﹂
と
話
し

ま
し
た
︒

　
同
校
ス
キ
ー
部

は
︑3
年
生
6
人
︑

2
年
生
4
人
︑
1

年
生
2
人
が
所
属

し
︑
こ
の
ほ
か
に

も
各
種
大
会
で
活

躍
し
て
い
ま
す
︒

※
学
年
︑
部
員
数

は
取
材
時
を
掲
載
︒

角
館
高
校
ス
キ
ー
部

世
界
大
会
の
活
躍
を
報
告

神
代
中
学
校
ス
キ
ー
部

全
国
大
会
の
活
躍
を
報
告

左から、石塚心樹さん、小西翔汰郎さん、鎌田宇朗さん、千田隼さん、吉田心夢さん、
井上真里愛さん。

2
月
6
日
か
ら
長
野
県
野
沢
温
泉
村
で
開
催
さ
れ
た

﹁
第
61
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
﹂
に
︑
神
代
中
学
校

の
清
水
快
真
さ
ん
︑
清
水
健
真
さ
ん
︑
津
嶋
柚
汰
さ
ん
︑

荒
澤
凛
桜
さ
ん
の
4
人
が
︑
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
種

目
に
出
場
し
ま
し
た
︒

2
月
21
日
に
は
︑
出
場
し
た
4
人
が
市
役
所
西
木
庁

舎
を
訪
れ
︑
須
田
教
育
長
へ
出
場
の
報
告
と
︑
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
︒

　
男
子
4
×
5
キ
ロ
リ
レ
ー
の
秋
田
県
チ
ー
ム
と
し
て

出
場
し
た
清
水
快
真
さ
ん
と
清
水
健
真
さ
ん
は
︑
3
位

入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
︒
出
場
し
た
選
手
か
ら
は
︑﹁
全

国
大
会
の
会
場

は
︑
暖
冬
の
影

響
で
︑
雪
不
足

の
た
め
地
面
が

見
え
て
い
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
︒

そ
の
よ
う
な
状

況
で
コ
ー
ス
整

備
を
し
て
く
れ

た
方
や
指
導
し

て
く
れ
た
方
に

感
謝
し
て
い
る
︒

こ
の
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
生
活

に
活
か
し
て
い

き
た
い
﹂
と
感

想
が
あ
り
ま
し

た
︒

左から、津嶋柚汰さん、荒澤凛桜さん、清水健真さん、清水快真さん、須田教育長。
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
菊
地
心
さ
ん水泳

で
全
国
大
会
へ

1
月
14
日
︑
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
（
秋
田
市
）
で

開
催
さ
れ
た
﹁
第
46
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
・
秋
田
県
予
選
会
」

（
秋
田
県
水
泳
連
盟
主
催
）
に
、
菊
地
心
さ
ん
（
角
館
小・

6
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

菊
地
さ
ん
は
、
出
場
し
た
女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ
、
女
子

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
の
11
歳
〜
12
歳
の
部
で
優
勝
し
た
ほ

か
、
女
子
4
×
50
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、
女
子
4
×
50

ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
に
も
出
場
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

2
月
21
日
に
は
、
市
役
所
西
木
庁
舎
を
訪
れ
、
須

田
教
育
長
へ
優
勝
の
報
告
と
、
女
子
50
ｍ
背
泳
ぎ
と
同

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
標
準
記
録
を
突
破
し
た
こ
と
に
よ

り
、全
国
大
会
出
場
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
と
な
る
「
第
46
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
」
は
、
3

月
27
日
か
ら
4
日
間
の
日
程
で
、
東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
学
年
は
︑
取
材
時
を
掲
載
︒

優勝の賞状を持つ菊地心さん（左）と、須田教育長。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

3月 14 日、 菅原正さん （角館町西長野） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 お祝いが贈られまし

た。

菅原正菅原正さんさん

赤
上
副
市
長
か
ら
正
さ
ん
（
右
）
に
お
祝
い
と

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
︒

赤
上
副
市
長
か
ら
正
さ
ん
（
右
）
に
お
祝
い
と

　
２
月
22
日
︑
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
仙
北
建
設
業

協
会
と
同
協
会
建
友
会
か
ら
︑
市
内
の
特
別
支
援
学

級
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
︑

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
付
き
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
枚
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　
当
日
︑
市
役
所
西
木
庁
舎
を
訪
れ
た
建
友
会
の
高

橋
祥
享
会
長
は
﹁
特
別
支
援
学
級
に
︑
私
た
ち
が
手

伝
え
る
こ
と
が
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
︒
仙
北
市
の
ほ
か
大
仙
市
︑
美
郷
町
に
も
リ
ク
エ

ス
ト
を
聞
い
て
︑
こ
の
事
業
を
続
け
て
い
る
﹂
と
話

し
ま
し
た
︒

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ホワイトボード付きパーティション２枚
寄贈いただきました

一般社団法人秋田県仙北建設業協会建友会

左
か
ら
建
友
会
の
齋
藤
法
副
会
長
︑
西
宮

優
太
事
務
局
長
︑
須
田
教
育
長
︑
高
橋
祥

享
会
長
︑
佐
藤
達
也
副
会
長
︒

第
３
回
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

清
水
大
さ
ん
︵
個
人
︶
と

㈱
瀧
神
巧
業
︵
企
業
・
団
体
︶
が
受
賞

　

こ
の
表
彰
は
︑
仙
北
市
で
多
年
に

わ
た
り
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ

た
方
や
︑
仙
北
市
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
貢
献
し
て
き
た
方
な
ど
を

顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
︑
仙
北
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
︒

　
表
彰
の
種
類
は
︑個
人
の
部
︑企
業・

団
体
の
部
と
２
種
類
あ
り
︑
今
年
度

は
清
水
大
さ
ん
（
個
人
の
部
）︑
株
式

会
社
瀧
神
巧
業
（
企
業
・
団
体
の
部
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

　
清
水
さ
ん
は
︑
高
校
性
の
時
に
﹁
生

ま
れ
持
っ
た
性
別
は
男
性
だ
が
︑
心

は
女
性
﹂
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
告

白
し
︑
卒
業
後
︑
美
容
の
道
に
進
み

た
い
と
考
え
︑
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
角

館
店
で
全
国
で
も
珍
し
い
男
性
美
容

部
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
︒

ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
が
開
催
す
る
﹁
ト
ー

タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
世

界
大
会
﹂
で
は
２
年
連
続
で
表
彰
さ

れ
て
お
り
︑
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推

進
す
る
仙
北
市
に
お
い
て
地
域
で
活

躍
す
る
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
︒

　

株
式
会
社
瀧
神
巧
業
は
︑
女
性
正

社
員
の
採
用
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
︑

社
員
56
人
の
う
ち
女
性
社
員
14
人
と

全
体
の
25
％
を
占
め
る
こ
と
や
︑
女

性
社
員
が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
企
業
Ｐ
Ｒ

な
ど
︑
女
性
視
点
を
多
く
取
り
入
れ

た
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

他
企
業
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
︒

左から、田口市長、清水大さん、㈱瀧神巧業の社員を代表して
出席した五十嵐梨花さん、橋本聖花さん。

令
和
5
年
度

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
受
賞
者
】
※
敬
称
略
・（
）
は
競
技
種
目

▼
特
別
賞

特
別
賞
柴
田
優
星
（
硬
式
野
球
）
／
阿
部
勇
咲
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

▼
栄
光
賞

栄
光
賞
佐
々
木
功
（
ス
キ
ー
）
／
伊
藤
雅
英
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
／
澤
山

輝
和
（
同
）
／
武
藤
愛
美
（
同
）
／
田
口
朱
実
（
弓
道
）
／
藤
田
純
葵
（
同
）

／
羽
崎
妙
子
（
水
泳
）
／
橋
本
諒
（
同
）
／
仙
波
温
人
（
陸
上
競
技
）

▼
奨
励
賞

奨
励
賞
羽
場
響
仁
（
柔
道
）
／
山
崎
薫
（
空
手
）
／
新
田
淳
仁
（
同
）
／

木
村
光
来
（
水
泳
）
／
高
橋
源
太
郎
（
空
手
）
／
小
松
大
斗
（
ダ
ン
ス
）

／
花
脇
緋
士
（
空
手
）
／
佐
藤
来
樹
（
水
泳
）
／
菅
原
康
太
郎
（
同
）
／

伊
東
万
莉（
同
）／
佐
藤
一
穂（
同
）／
高
橋
美
希（
同
）／
真
崎
那
菜（
弓
道
）

／
細
川
脩（
同
）／
千
葉
里
燈
人（
同
）／
草
彅
史（
同
）／
藤
澤
遥
陽（
同
）

／
田
口
悠
歩
（
柔
道
）
／
佐
藤
亜
耶
希
（
同
）
／
藤
村
世
海
（
同
）
／
佐

藤
伊
咲
季
（
同
）
／
清
水
快
真
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）
／
清
水

健
真
（
同
）
／
石
川
才
稀
（
陸
上
競
技
）
／
小
野
翔
（
剣
道
）
／
湯
澤
蓮
（
空

手
）
／
佐
々
木
雄
（
同
）
／
菊
地
心
（
水
泳
）
／
水
平
譲
翔
（
ス
キ
ー
）

▼
団
体
栄
光
賞

団
体
栄
光
賞
角
館
高
校
定
時
制
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部(

バ
ド
ミ
ン
ト
ン)

《
金
谷
慎
吾
・
渡
辺
驍
馬
・
髙
山
淳
仁
・
伊
藤
修
兵
・
石
郷
岡
傑
・
三
浦
一
馬
》

／
角
館
大
弓
会
女
子
（
弓
道
）《
佐
川
和
花
・
田
口
朱
実
・
齊
藤
美
喜
子
》

▼
団
体
奨
励
賞

団
体
奨
励
賞
田
沢
湖
慈
愛
館
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
柔
道
）《
佐
藤
亜
耶
希
・

佐
藤
伊
咲
季
・
小
原
理
子
》
／
Ｙ
Ｆ
Ｃ
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ｙ
（
サ
ッ
カ
ー
）

《
佐
貫
倖
助
・
柴
田
陽
生
・
渡
邊
寛
己
・
石
垣
来
・
布
谷
龍
夢
・
竹
内
琉
偉
・

千
葉
大
我
・
小
原
遙
真
・
及
川
宗
思
・
渡
部
結
斗
・
安
藤
凜
空
・
米
澤
銀
二
郎
・

髙
橋
磨
生
・
細
谷
亮
仁
・
佐
藤
龍
正
・
佐
々
木
珀
飛
》
／
角
館
中
学
校
男

子
剣
道
部
（
剣
道
）《
青
柳
将
五
・
小
林
稜
恭
・
西
根
颯
士
・
太
田
息
吹
・

小
野
翔・門
脇
環
》
／
角
館
マ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
軟
式
野
球
）《
坂

本
菜
穂
・
小
松
愛
翔
・
藤
原
七
海
・
佐
藤
怜
煌
・
藤
原
翔
琉
・
大
野
龍
騎
・

荒
木
桜
輔
・
大
澤
南
朋
・
小
林
季
生
・
亀
谷
奏
樹
・
小
松
莉
奈
・
森
岡
奏
太
・

千
葉
力
丸
・
門
脇
大
士
・
佐
藤
大
和
・
千
葉
心
愛
・
荒
木
桃
子
・
門
脇
健
士
》

▼
普
及
振
興
賞

普
及
振
興
賞
ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
水
泳
）

▼
指
導
者
賞

指
導
者
賞
西
根
義
明（
剣
道
）／
千
葉
和
之（
野
球
）／
渡
辺
友
康（
水
泳
）

　
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
主
催
す
る
﹁
令
和
5
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
﹂
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
︒
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た

個
人
43
人
︑
7
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
︒

旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から
3
月
20
日
︑仙
北
市
民
会
館
の
ス
テ
ー

ジ
で
︑
青
谷
明
日
香
さ
ん
の
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
︑
事
前
配
布
の

整
理
券
を
持
っ
た
80
人
が
会
場
を
訪
れ

ま
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
市
民
会
館
の
自
主
事
業
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
囲
ん
だ
小
規
模
の
コ

ン
サ
ー
ト
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
︑

﹁
あ
ん
べ
い
い
な
﹂
で
お
な
じ
み
︑
大
仙

市
出
身
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

青
谷
明
日
香
さ
ん
が
︑
6
年
ぶ
り
に
市

民
会
館
で
曲
を
披
露
し
ま
し
た
︒

　

第
1
部
で
は
︑
日
本
各
地
を
訪
れ
た

際
に
出
会
っ
た
人
の
話
を
聞
い
て
作
っ

た
曲
な
ど
を
中
心
に
7
曲
を
披
露
し
た

ほ
か
︑
第
2
部
で
は
︑
弟
の
結
婚
式
で

披
露
し
た
曲
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
歌
っ

た
曲
な
ど
7
曲
を
披
露
し
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
青
谷
さ
ん

の
曲
﹁
3
月
20
日
が
近
づ
く
﹂
を
披
露

す
る
と
︑
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
︒

青谷明日香さん出演青谷明日香さん出演
仙北市民会館でロビーコンサート 旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル

－地域のわだい－

仙
北
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

田
口
成
浩
選
手
と
髙
橋
靖
彦
選
手

仙
北
市
観
光
大
使
に
任
命

2
月
19
日
︑
市
役
所
角
館
庁
舎
で
仙
北
市

観
光
大
使
任
命
式
が
行
わ
れ
︑
秋
田
ノ
ー
ザ

ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
に
所
属
す
る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
の
田
口
成
浩
氏
と
︑
同
所
属

で
ラ
ー
ト
選
手
の
髙
橋
靖
彦
氏
に
︑
田
口
市

長
か
ら
仙
北
市
観
光
大
使
任
命
証
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
︒

　
両
選
手
と
も
仙
北
市
角
館
町
出
身
で
︑
ス

ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
の
知
名
度
を
活
か
し
た

誘
客
活
動
︑
地
元
へ
の
愛
着
を
活
か
し
た
本

市
の
魅
力
発
信
に
期
待
し
︑
新
た
に
任
命
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
︒

　
田
口
選
手
の
代
名
詞
に
も
な
っ
て
い
る
角

館
祭
り
の
や
ま
行
事
で
使
わ
れ
る
﹁
お
い

さ
ー
！
﹂
の
か
け
声
は
︑
フ
ァ
ン
に
も
そ
の

か
け
声
が
浸
透
し
て
お
り
︑
様
々
な
場
面
で

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
︒

　
髙
橋
選
手
は
︑
ラ
ー
ト
選
手
と
し
て
世
界

選
手
権
で
史
上
最
多
3
度
の
個
人
総
合
優
勝

を
果
た
し
︑
仙
北
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
︑
全
国
各
地
で
ラ
ー
ト
の
魅
力
を
伝
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
任
命
証
を
受
け
取
っ
た
田
口
選
手
は
﹁
試

合
を
通
じ
て
︑
仙
北
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
﹂︒
ま
た
︑
髙
橋
選
手
は
﹁
自
分
が
活
躍

す
る
こ
と
で
︑
仙
北
市
を
世
界
に
広
め
た
い
︒

世
界
大
会
も
控
え
︑
頑
張
り
た
い
﹂
と
話
し

ま
し
た
︒

　
両
選
手
の
活
躍
と
と
も
に
仙
北
市
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

左から、ラート選手の髙橋靖彦さん、プロバスケットボー
ル選手の田口成浩さん。

子
宝
や
縁
結
び家内

安
全
な
ど
を
祈
願

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

　
２
月
24
日
︑
中
里
塞
之
神
堂
前
（
桧
木
内
字

中
里
）
で
﹁
中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ
﹂
が

行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ
は
︑
ホ
オ
ノ
キ
で

作
っ
た
小
型
の
く
わ
（
カ
ン
デ
ッ
コ
）
と
ク
ル

ミ
の
木
で
作
っ
た
男
根
を
し
め
縄
の
両
端
に
結

ん
で
一
対
に
し
た
も
の
を
︑
豊
作
や
子
宝
︑
家

内
安
全
を
祈
っ
て
ご
神
木
の
桂
の
木
に
投
げ
か

け
ま
す
︒
う
ま
く
枝
に
か
か
る
と
願
い
が
叶
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　
地
域
住
民
の
方
は
﹁
カ
ン
デ
ッ
コ
を
手
作
り

し
て
い
る
が
︑
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
作
り
手

が
少
な
く
︑
以
前
の
半
分
近
く
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
︑
な
く

す
こ
と
も
で
き
な

い
﹂
と
話
し
︑
高

さ
の
あ
る
桂
の
木

に
カ
ン
デ
ッ
コ
を

上
手
に
投
げ
か
け

て
い
ま
し
た
︒ご神木に向かってカンデッコを投

げかけます。

長
く
愛
さ
れ
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

秋
田
大
学
の
学
生

樺
細
工
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
考
案

3
月
13
日
︑
市
役
所
角
館
庁
舎
で

秋
田
大
学
の
学
生
と
有
限
会
社
冨
岡

商
店
が
連
携
し
制
作
し
た
樺
細
工
の

万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
﹁
遙
か
﹂
の
制
作

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
こ
の
取
り
組
み
は
︑
秋
田
大
学
の

教
育
文
化
学
部
地
域
文
化
学
科
2
年

次
学
生
が
︑
地
域
学
基
礎
の
授
業
で

樺
細
工
を
取
り
上
げ
︑
現
状
と
課
題

を
も
と
に
︑ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
タ
ー

ゲ
ッ
ト
︑
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
分
析
︒
そ
の
分
析
か
ら
︑
世
代

を
超
え
た
家
族
で
代
々
継
承
さ
れ
︑

桜
が
持
つ
美
し
さ
や
優
し
さ
︑
木
の

ぬ
く
も
り
な
ど
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
︑

報告会に出席した有限会社冨岡商店の冨岡浩樹代表取締役
（前列左）、田口市長（前列中央）、赤上副市長（前列右）、
後列左から学生の横山友里江さん、佐々木琴美さん、遠藤
麻依さん、石崎里歩さん、進藤彩さん、伊藤慎一准教授。

茶筒をモチーフとした回転式の
カレンダーとなっていて、サク
ラをあしらった写真立ても組み
込まれています。

古
く
か
ら
伝
わ
る
旧
小
正
月
行
事

な
ろ
か

　

２
月
24
日
︑
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
前
広
場

で
﹁
な
ろ
か
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
﹁
な
ろ
か
﹂
は
︑
田
沢
湖
生
保
内
地

区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
小
正
月
行
事
で
︑
か

つ
て
は
稲
わ
ら
に
火
を
つ
け
て
振
り
回
し
害

虫
を
追
い
払
う
し
ぐ
さ
で
︑
五
穀
豊
穣
を
祈

願
す
る
も
の
で
す
が
︑
近
年
は
規
模
を
縮
小

し
て
正
月
の
し
め
飾
り
な
ど
を
焼
く
お
焚
き

上
げ
の
み
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　
こ
の
行
事
は
︑
か
つ
て
各
集
落
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
︑
一
時
期
完
全
に
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
当
時
の
田
沢

湖
町
職
員
有
志
が
保
存
会
を
結
成
し
再
開
さ

れ
︑
今
で
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑

生
保
内
地
域
運
営
体
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
︑

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

お焚き上げのみ行われました。

新
し
い
生
活
様
式
に
即
し
た
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
︑
秋
田
大
学
の
学
生
が

万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
考
案
し
ま
し
た
︒

名
前
の
﹁
遙
か
﹂
は
︑
遠
く
ま
で
続

く
角
館
の
武
家
屋
敷
の
桜
︑
家
族
の

長
い
歴
史
と
優
し
い
音
の
響
き
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
︒

　
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
︑
秋
田
大
学
と

冨
岡
商
店
の
共
同
で
意
匠
権
を
出
願

中
で
す
︒
ま
た
︑
仙
北
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
︒

き
れ
い
な
桜
を
咲
か
せ
る
た
め
に

桜
の
剪
定
作
業
を
実
施

　
毎
年
︑
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
桧
木
内

川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
︑
植
え
て
か
ら
90
年
を
む

か
え
ま
す
︒
老
化
し
た
木
々
に
対
し
︑
手
を
つ
く
す

程
に
そ
の
見
事
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
︒

　
今
年
も
2
月
15
日
か
ら
桜
の
剪
定
作
業
を
開
始
し
︑

枯
れ
た
枝
や
病
気
の
枝
を
切
り
落
と
し
た
り
︑
風
通

し
や
日
当
た
り
を
よ
く
し
て
元
気
に
さ
せ
る
手
入
れ

が
︑
4
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
︒

　
今
年
の
剪
定
作
業
に
は
︑
昨
年
12
月
に
樹
木
医
の

資
格
を
取
得
し
た
文
化
財
課
職
員
の
板
橋
朋
洋
技
師

も
加
わ
り
︑
仙
北
市
さ
く
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
黒
坂

登
さ
ん
か
ら
︑
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
り
な

が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
︒

　
板
橋
技
師
は
﹁
樹
木
医
に
な
っ
た
こ
と
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
︑
角
館
の
桜
を
守
り
訪
れ
る
人
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
﹂

と
話
し
ま
し
た
︒

高所作業車を操り、剪定作業をする板橋朋洋技師。

ステージ上にアーティストを囲むように作られた会場。
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SEMBOKU CI
TY

LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯
生
涯

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に学

習
学
習

生涯学習課　☎43-3383

中央公民館　☎43-3535

田沢湖公民館☎43-1061

角館公民館　☎54-1110

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
平
日
９
時
か
ら

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
平
日
９
時
か
ら
1717

時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く

時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
︒

だ
さ
い
︒

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

花
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
教
室

服
や
バ
ッ
グ
な
ど
に
付
け
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
楽
し
め
る
︑
花
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
教
室
を
開
催

し
ま
す
︒
今
回
は﹁
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
﹂の
ブ
ロ
ー

チ
を
作
り
ま
す
︒

●
日
時
／
４
月
24
日
︑
５
月
８
日
︑
５
月
22
日（
隔

週
水
曜
日　
全
3
回
）　

   

13
時
30
分
~
15
時
30
分

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
千
葉
か
お
る
氏(

日
本
手
工
芸
指
導
協

会
講
師)

●
受
講
料
／
７
０
０
円（
初
回
の

み
材
料
費
と
し
て
）

●
持
ち
物
／
ク
ラ
フ
ト
は
さ
み

（
裁
ち
ば
さ
み
は
不
可
）

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
４
月
1
日
㈪
~
17
日
㈬

●
申
込・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

用
車
で
移
動
）

●
撮
影
場
所
／
武
家
屋
敷
︑

桧
木
内
川
堤
な
ど（
当
日

の
開
花
状
況
で
決
定
し
ま

す
）

●
講
師
／
高
橋
覚
氏（
あ
お

ば
写
真
）

●
受
講
料
／
無
料

●
定
員
／
10
人

●
持
ち
物
／
カ
メ
ラ・
ス
マ
ホ

な
ど
写
真
が
撮
れ
る
も
の
︑

各
自
の
必
要
品

●
募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈪

~
11
日
㈭

●
申
込・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

文
芸
教
室
︵
青
流
の
会
︶

　
　
~
日
常
を
短
歌
に
し
た
た
め
て
~

日
常
の
出
来
事
の
な
か
に
生
ま
れ
た
気
づ
き

や
様
々
な
心
模
様
を
三
十
一
音
に
認
め
る﹁
短

歌
﹂を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
︒
初
心
者
に
も
分

か
り
や
す
く
学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
︒

●
日
時
／
４
月
２
日
︑
５

月
７
日
︑
6
月
４
日
︑

７
月
２
日
︑
8
月
６
日
︑

９
月
３
日
︑
10
月
１
日
︑

11
月
５
日
︑
12
月
３
日
︑

令
和
7
年
１
月
７
日
︑

2
月
４
日
︑
３
月
４
日

（
毎
月
第
１
火
曜
日
）９

時
30
分
~
11
時
30
分

春
の
景
観
を
テ
ー
マ
に
︑
綺
麗
な
写
真
の
撮
り

方
を
学
び
ま
す
︒
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

●
日
時
／
４
月
14
日
㈰　
９
時
30
分
~
12
時

●
集
合
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー（
公

公
民
館
の
新
規
事
業
紹
介

　
２
月
21
日
に
︑
今
春
角
館
高
校
を
卒
業
し

就
職
す
る
生
徒
を
対
象
に
︑
仙
北
市
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
㈱
ポ
ー
ラ
の
協
力
を

得
て
︑
新
社
会
人
向
け
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
＆
ス

キ
ン
ケ
ア
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
︒

　

参
加
者
は
角
館
高
校
３
年
生
の
女
子
19

人
で
︑
最
初
は
な
か
な
か
上
手
に
で
き
ず
苦

戦
す
る
生
徒
た
ち
で
し
た
が
︑
講
師
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
︑
だ
ん
だ
ん

と
変
化
し
て
い
く
自
分
に
と
て
も
驚
い
た

り
︑
喜
ん
だ
り
し
て
大
好
評
で
し
た
︒

　

今
後
も
︑
こ
の
よ
う
な

若
者
向
け
講
座
を
通
じ

て
︑
住
民
の
教
養
の
向
上

や
健
康
の
増
進
︑
生
活
文

化
の
振
興
に
役
立
つ
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
︒

春
の
写
真
教
室

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー（
中
央
公
民

館
）

●
講
師
／
佐
藤
愛
子
氏　

●
受
講
料
／
無
料　

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具　

●
定
員
／
10
人　

●
募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈪
~
通
年
募
集

●
申
込・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

市文化祭に出展した作品

地
域
学
校
協
働
活
動

角
館
小
・
白
岩
小
﹁
桜
の
町
の
案
内
人
﹂

角
館
小
学
校
４
年
生
の
恒
例
と
な
っ
て
い

る﹁
桜
の
町
の
案
内
人
﹂の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
︒
今
年
度
は
︑
角
館
小
・
白
岩

小
の
合
同
で
︑
学
校
統
合
に
向
け
た
子
ど
も

た
ち
の
交
流
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
︒

　

角
館
小
で
は
︑
角
館
の
桜
や
武
家
屋
敷
の

こ
と
な
ど
を
︑
白
岩
小
で
は
︑
白
岩
焼
や
雲

巌
寺
の
こ
と
な
ど
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

テ
ー
マ
で
調
べ
学
習
を
行
い
︑
ま
と
め
た
こ

と
を
桜
ま
つ
り
に
訪
れ
た
観
光
客
に
向
け
て

伝
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

２
月
26
日
に
は
︑
案
内
人
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
新
た
に
考
案
さ
れ
た
桜
色
の
リ
ボ
ン
を

作
ろ
う
と
︑
両
校
の
３
年
生
が
集
ま
り
ま
し

た
︒
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
︑
地
域

に
住
む
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
や
協
働
活

動
推
進
員
の
皆
さ
ん
で
す
︒
大
人
で
も
難
し

い
作
り
方
で
し
た
が
︑
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
︑地
域
の
方
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
︑

熱
心
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

で
き
あ
が
っ
た
リ
ボ
ン
は
︑
案
内
人
の
し

る
し
と
し
て
身
に
付
け
る
ほ
か
︑
案
内
を
受

け
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
︒３
つ
の
輪
が
特
徴
的
な
桜
の
リ
ボ
ン
は
︑

訪
れ
た
お
客
さ
ん
︑
地
域
︑
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
同
士
を
結
ん
で
く
れ
る
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
︒

　

４
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

仕
組
み
が
角
館
地
区
・
神
代
地
区
の
５
つ
の

小
・
中
学
校
に
導
入
さ
れ
ま
す
︒
こ
れ
に
よ

り
︑
西
明
寺
地
区
を
含
む
７
つ
の
小
・
中
学

校
に
お
い
て
︑
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
思
い
・

願
い
を
共
有
し
て
の﹁
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
﹂が
進
め
ら
れ
ま
す
︒
地
域
学

校
協
働
活
動
も
︑﹁
子
ど
も
の
学
び
を
支
え
︑

地
域
を
元
気
に
す

る
こ
と
﹂を
目
標

に
し
た
活
動
が
︑

よ
り
具
体
的
に
展

開
さ
れ
て
い
き
ま

す
︒
今
年
度
も
︑

地
域
の
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま

す
︒

田沢湖図書館 ☎43-1307

玉手おはなし 箱
4月27日㈯

田沢湖図書館1階
10:00～

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

とことことことこ

タイムタイム 44月月
　お子さんと一緒に利用できる、
泣いても笑ってもいい時間です。

9:00～12:00
6日 ㈯▼

新着図書を紹介します

▼ゼロ打ち《相場英雄》　 ▼方舟を燃やす《角田光代》　 ▼兎は薄氷に駆け
る《貴志祐介》　 ▼守護者の傷《堂場瞬一》　 ▼君を守ろうとする猫の話《夏
川草介》  ▼浅草蜃気楼オペラ《乾緑郎》　 ▼姥玉みっつ《西條奈加》　 ▼呪
術講座　入門編《加門七海》  ▼リュウジ式悪魔のレシピ　ひと口で人間
をダメにするウマさ！《リュウジ》　 ▼マンガでわかる食べない子が変わ
る魔法の言葉《山口健太》　 ▼７３歳、ひとり楽しむ山歩き《市毛良枝》　

▼栗原心平流野菜ひとつのだけつまみ《オレンジページ》　 ▼やさしい漢
方未病の地図帖《飯田勝恵》　 ▼１０分でおいしく作る！朝ラク弁当《新
谷友里江》　 ▼モジモジばあは、本のおいしゃさん《仁科幸子》
●このほかたくさんの新刊が入っています。

4月の
休館日

1日月 8日月 15日月 22日月 29日月・祝
30日火・振替 5月１日水 （4月末休館）

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333

1日月 8日月
※15日月 22日月 29日月・祝 は開館します。

4月の
休館日

1日月 8日月 15日月 22日月 29日月・祝
30日火 （整理休館日）
※ 16 日火 ～ 5月 2日木まで17時閉館です。

4月の
休館日

テ
ー
マ
展
示

「出会いの季節」

昭和51年８月に新潮社より出版された高井有一著『夢の碑』は、高井
有一の祖父田口掬汀を主人公に同時代を生きた画家平福百穂、新潮社創設
者の佐藤義亮をモデルに、明治の人の新しい時代への野心と青春の軌跡を
描いています。今回の展示では高井有一の自筆原稿と『夢の碑』に描かれ
た３氏の資料を中心に展示します。

20日 ㈯▼

新着図書を紹介します

▼ DJヒロヒト《高橋源一郎》　 ▼あなたの迷宮のなかへ―カフカへ
の失われた愛の手紙―《マリ = フィリップ・ジョンシュレー、村
松潔／訳》　 ▼涙にも国籍はあるのでしょうか―津波で亡くなった
外国人をたどって―《三浦英之》　 ▼正力ドーム vs.NHK タワー―
幻の巨大建築抗争史―《大澤昭彦》　 ▼のち更に咲く《澤田瞳子》 　 

▼ずっと、ずっと帰りを待っていました―「沖縄戦」指揮官と遺族
の往復書簡―《浜田哲二、浜田律子》　 ▼精神の考古学《中沢新一》
●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

夜
露
が
た
り

《
砂
原
浩
太
朗
／
新
潮
社
》

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ10:00～4月6日 ㈯
★ 大型紙芝居「たんぽぽのたび」
★ エプロンシアター「うさぎとかめ」
 さいごにお花のきり絵をします。

4月は第1土曜日

会期：会期：
4月2日㈫～6月30㈰4月2日㈫～6月30㈰

高井有一　夢の碑の周辺展

わくわくどきどきの春の到来です！

　  毎週更新中！
スマートフォンでの
新着図書チェックは
こちらから⇩

方
舟
を
燃
や
す

《
角
田
光
代
／
新
潮
社
》

27日 ㈯▼

13日 ㈯▼

「どこに行こうかな！？」
おすすめスポット紹介します！

う
ち
の
ピ
ー
マ
ン

《
川
之
上
英
子・健
／
文
︑
柴
田

ケ
イ
コ
／
絵
／
ア
リ
ス
館
》

「映画・ドラマ・アニメの原作本」テーマ展示

気になる方はお早めに！人気のコーナーです。
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4
月
の
子
育
て
支
援
情
報

☎080-1663-4494

さくラッコのイベントはさくラッコのイベントは無料です！無料です！

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

8日㈪・15日㈪
22日㈪・30日㈫

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要
で自由参加。

※ 15 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

前日まで電話予約が必要です。

わくわく広場わくわく広場

あつまれ！0歳児！！

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

 19日

日にち 受付時間 内容

9日㈫・23日㈫ 9:30 ～ ・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )
・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・サポートプラン作成17日㈬・30日㈫ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
  ①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人
  確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦健康相談票
  （アンケート用紙）⑤出産応援ギフト申請のため妊婦本人名義の
  口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付

こどもカレンダーこどもカレンダー
月

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあり
ます。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す
る基盤づくりのため、左記★のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

仙北市ホームページのほか、はなさき仙北のホームページからもご確認いただけます。 仙北市 はなさき仙北

◆場　所 健康管理センター（角館） 44

  4月の子育て支援センター情報
　　★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設
　　★育児不安などについての相談指導
　　★子育てサークルなどへの支援

  4月の子育て支援施設「さくラッコ」情報 子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁69-1
（角館児童館2F）

◆問合せ 仙北市保健課  ☎43-2252

日にち 内容 対象者 時間
10日㈬ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:30～

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！ →

15 日は助産師さんの相談日です。

はっぴいルームはっぴいルーム
お友だち作りや情報交換の場として、
毎週水・木・金曜日10:00～15:00開放
水曜日 3日・10日・17日・24日
木曜日 4日・11日・18日・25日
金曜日5日・12日・19日・26日

予約予約
不要不要

すくすく成長記録すくすく成長記録DaDay
 11日木 10:00～ 11:00
月イチ、身長体重測定日！

予約予約
不要不要

26日金「お昼寝フォト」
①10:30～11:30 ② 13:30～ 14:30

0歳児以上のお子さまも
参加可能です！

事前予約事前予約
①6組①6組
②6組②6組

だしっこルーム（だしのこ園内）だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256☎ 43-1025　FAX43-3256

　時間9　時間9::3030～～1111::3030

17日水 はじめましての会

24日水

わいわい広場（神代こども園内）わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931☎ 44-2502　FAX44-2931

　時間9　時間9::3030～～1111::3030

16日火 はじめましての会

23日火

おひさまルーム（角館こども園内）おひさまルーム（角館こども園内）
☎53-2918　FAX53-2919☎53-2918　FAX53-2919
　時間9:30～11:30　時間9:30～11:30

17日水

24日水

なかよしひろばなかよしひろば（にこにここども園内）（にこにここども園内）
☎47-2525　FAX47-2323　　　☎47-2525　FAX47-2323　　　

時間9:30～11:30時間9:30～11:30

18日木 はじめましての会

25日木 こいのぼりを作ってみよう

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎48-2345　FAX48-2525　　　☎48-2345　FAX48-2525　　　

時間9:30～11:30時間9:30～11:30

17日水

24日水 好きなあそびを楽しもう

金 10:30～11:30
　　　　
　　 

事前予約事前予約
6組6組

令和５年度新潮文庫賞
神代小学校羽場仁子さんの賞状
です。
角館高等学校藤原洸介さんと二
人が受賞しています。 こども園であそぼう　～こいのぼりを作ってみよう～

「手形アート」

令和6年度へかける思いと最高学年であることの自信
と誇りが笑顔から感じ取れる 9人の 6年生です。

 「さくラッコ Café」　毎週水曜日 予約不要  ※初回は 10日からスタート

はじめましての会　～こども園であそんでみましょう

こいのぼりを作ってみましょう　～好きなあそびを楽しみましょう～

はじめまして　～一緒にあそびましょう～

こども園であそぼう　～こいのぼりを作ってみよう～
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教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

︽
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
︾

第149号

№149

仙
北
市
で
は
︑
３
地
区
に
分
か
れ
て
行
っ
て

い
た
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
平
成
23
年
度

に
統
合
し
︑
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
ま
し
た
︒
こ
の
年
よ
り
︑
仙
北
市
教
育
委
員
会

が
主
催
し
︑
角
館
図
書
館
後
援
会
・
株
式
会
社
新

潮
社
の
後
援
で
続
け
ら
れ
︑
今
回
で
13
回
を
数

え
ま
す
︒
そ
れ
以
来
︑
優
れ
た
作
品
に
は
仙
北

市
長
賞
︑角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞
︑教
育
長
賞
︑

そ
し
て
︑
奨
励
賞
︑
入
選
の
賞
状
が
授
与
さ
れ

て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
平
成
28
年
度
に
新
潮
文

庫
賞
が
作
ら
れ
ま
し
た
︒
こ
の
賞
は
︑
新
潮
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
図
書
に
つ
い
て
書
か
れ
た
読

書
感
想
文
の
入
賞
作
品
の
中
か
ら
最
も
優
れ
た

作
品
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
︒
賞
状
は
手
書
き
で
︑

さ
ら
に
新
潮
社
社
長
が
署
名
捺
印
し
て
い
ま
す
︒

　
新
潮
社
創
立
者
の
佐
藤
義
亮
氏
は
仙
北
市
角

館
町
岩
瀬
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
︒
大
正
11
年
︑﹁
郷

里
の
人
々
に
た
く
さ
ん
の
本
を
よ
ん
で
も
ら
い

た
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
新
潮
社
の
出
版
物
を

角
館
町
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
出

版
物
の
寄
贈
は
社
主
が
代
わ
っ
て
も
大
切
に
引

き
継
が
れ
︑
曾
孫
に
あ
た
る
四
代
目
社
長
佐
藤

隆
信
氏
か
ら
も
︑
新
潮
社
で
出
版
さ
れ
た
全
て

の
本
が
仙
北
市
学
習
資
料
館
と
新
潮
社
記
念
文

学
館
に
１
冊
ず
つ
︑
贈
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
仙
北
市
で
は
︑全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
（
Ｒ

５
）
に
お
い
て
︑﹁
読
書
が
好
き
﹂
と
回
答
し
た

中
学
３
年
生
の
割
合
が
全
国
・
秋
田
県
の
割
合

を
上
回
り
ま
し
た
︒

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
に
つ
い
て
︑
審

査
員
か
ら
次
の
よ
う
な
講
評
が
あ
り
ま
し
た
︒

▼
言
葉
か
ら
の
気
づ
き
が
次
々
と
書
か
れ
て
い

る
︒
▼
こ
の
本
を
読
み
た
い
︑
読
ん
で
よ
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
た
︒
登
場
人
物
に
気

持
ち
が
寄
り
添
っ
て
い
る
の
は
読
書
を
楽
し
ん

だ
証
拠
だ
ろ
う
︒
▼
感
想
を
も
と
に
自
分
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
て
い
る
の
で
︑
読
書
の
喜
び
が

わ
か
る
感
想
文
だ
︒
▼
背
伸
び
を
し
な
い
で
自

分
の
体
験
と
本
と
の
出
会
い
を
ま
と
め
て
い
る
︒

▼
自
分
と
違
う
価
値
観
を
も
っ
た
主
人
公
と
出

会
い
︑
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
い
る
︒
▼
読
書

の
楽
し
さ
は
自
分
と
違
う
視
点
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
︑
そ
れ
が
感

じ
ら
れ
て
い
い
な
と
思
っ
た
︒
等
々

　
読
書
の
効
果
は
多
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑

﹁
読
書
が
楽
し
い
・
好
き
﹂
と
い
う
気
持
ち
が
そ

れ
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

新
年
度
ス
タ
ー
ト

令
和
６
年
度
に
か
け
る
思
い
と
誓
い

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
毎
日
が
一

期
一
会
︑
か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
す
︒
こ
の

一
年
に
か
け
る
思
い
を
白
岩
小
学
校
新
６
年
生

の
皆
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
︒

【
青
山　
煌
】

今
年
が
白
岩
小
学
校
最
後
の
年
で
︑
ぼ
く
は
最

高
学
年
な
の
で
︑
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
︒
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
一
年
に
な
る
よ

う
に
あ
い
さ
つ
を
が
ん
ば
り
ま
す
︒

【
大
野　
龍
騎
】

ぼ
く
が
今
年
が
ん
ば
る
こ
と
は
︑
こ
ど
も
さ
さ

ら
で
す
︒
県
庁
で
披
露
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

さ
さ
ら
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
︒
白
岩
小
で
は

最
後
の
さ
さ
ら
舞
に
な
る
の
で
が
ん
ば
り
ま

す
︒

【
佐
々
木　
凜
子
】

わ
た
し
は
︑
白
岩
小
学
校
最
後
の
最
高
学
年
と

し
て
︑
学
校
を
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
で

す
︒
誰
に
で
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
を

自
分
か
ら
率
先
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
︒

【
佐
々
木　
琉
生
】

ぼ
く
は
︑
白
岩
の
伝
統
で
あ
る
﹁
白
岩
さ
さ
ら
﹂

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
︒
今
は
さ
さ
ら
を
す
る

人
が
と
て
も
少
な
い
の
で
︑
ぼ
く
た
ち
四
人
で

さ
さ
ら
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で

す
︒

【
髙
橋　
佳
菜
実
】

私
は
︑
一
つ
一
つ
の
授
業
に
丁
寧
に
取
り
組
み
た

い
で
す
︒
特
に
︑
国
語
の
新
出
漢
字
は
し
っ
か
り

と
覚
え
た
い
で
す
︒
五
年
生
の
漢
字
も
難
し
か
っ

た
の
で
︑
復
習
し
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
︒
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青空と角中生の心意気が水面に映えます

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
髙
橋　
雪
華
】

私
は
︑
白
岩
小
学
校
の
最
高
学
年
と
し
て
学
校

行
事
に
進
ん
で
取
り
組
み
ま
す
︒
全
校
の
お
手

本
に
な
る
よ
う
な
行
動
や
︑
気
持
ち
の
よ
い
あ

い
さ
つ
を
学
校
全
体
に
ひ
び
か
せ
ま
す
︒

【
高
村　
麻
結
】

私
が
今
年
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
︑
委
員
会
活

動
で
す
︒
保
健
委
員
会
で
は
︑
昼
の
放
送
や
換

気
の
呼
び
か
け
︑
コ
ン
テ
ナ
の
片
付
け
な
ど
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
︒
全
校
の
た
め
に
進
ん
で
取

り
組
み
ま
す
︒

【
花
脇　
碧
士
】

ぼ
く
は
︑
今
年
の
全
校
劇
が
楽
し
み
で
す
︒
わ

ら
び
座
の
方
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
︑
最
後
の
年

に
ふ
さ
わ
し
い
劇
に
し
た
い
で
す
︒
そ
の
た
め

に
︑
声
出
し
な
ど
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
︒

【
雲
雀　
湊
奈
子
】

私
は
︑
白
岩
小
学
校
最
後
の
年
の
最
高
学
年
と

し
て
︑
全
校
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
委
員
会

活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
︒
下
学
年

を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
︒
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相談時間　午前 / ①10:00 ～　 ②11:00 ～　  午後 / ③13:30 ～ 　④14:30 ～

あなたの相談を親身に受け止めます！

こころの相談

西木総合開発センター（中央公民館 ) ▼ 55月月1414日日火(午前のみ)

相談方法　相談方法： 1回50分　 面談または電話（要予約・相談無料　※秘密厳守）/連絡先：保健課

角館庁舎 ▼ 44月月88日日月（午後のみ）・1515日日月（午前のみ）・2222日日月・2525日日木（午前のみ）

田沢湖健康増進センター（田沢湖病院併設 ) ▼ 44月月1717日日水（午後のみ） 

公認心理師・臨床心理士

　　問合せ／NPO法人KOU  大屋みはる☎018-853-4367
　　主催  NPO法人KOU（あきた若者サポートステーション運営団体）

　辛い、苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の中で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。
一緒にお茶を飲んだりおやつを食べたり、ちょっとしたゲームをしながら若者同士で交流しましょう。
ぜひ、ひとりで抱え込まずに、まずは足を運んで下さい。お待ちしています。

開催日：開催日：44月月1616日日火　　　　場所  角館交流センター（和室）　※無料／予約不要　　　時間  14:00～ 16:00
若者の居場所若者同士で交流しましょう !

病気や健康、家族問題、からだやこころの悩み、人間関係、仕事や生活の不安、子育て、近隣関係など、ひとりで悩まないで
声を出してみませんか。話せるところから、ゆっくり話してみませんか。

笑いヨガで、心も・体も・脳も健康に！

　笑うことは心身ともに安定し、ストレス軽減に効果があると言われています。皆さまぜひご参加ください。

場所　健康管理センター（角館）　　※参加無料

笑いの会
開催日：開催日：44月月1919日日金　※事前申込不要　　受付　9:40～10:00　　～11:30終了

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

心にたまったことや、気になること、心配なことなど
を話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼの会」で
は、ゆっくりお茶を飲みながら、会員が悩みなどをお伺
いして、一緒に考えていきます。開催時間内の都合のよ
いときにお気軽にお越しください。

場所  角館交流センター　（※参加無料）

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
開催日：開催日：44月月1717日日水 時間 10:00～ 14:00 

傾聴ボランティア

開催日：開催日：44月月33日日水（参加費100円／予約不要）

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

場所　田沢湖健康増進センター (田沢湖病院併設） 交流プラザ
内容　血圧測定、健康講話（保健師）、脳トレ、手芸など

相談は
秘密厳守

です

「えくぼの会」では、毎月サロンを開催し個人の悩みや相談
に応じています。お茶やコーヒーを飲んだり、語って笑って
ホッとするスペースです。予約なしで、どなたでも好きな時
間に参加できます。ぜひ、お立ち寄りください。

かだれ！ 楽しく一緒にすごしてみませんか♪
開催日：開催日：44月月1010日日水・2424日日水 時間 10:00～ 15:00 
場所　田沢湖健康増進センター (田沢湖病院併設） 調理室・栄養相談室　　　参加費　100円（昼食は各自でご持参ください）
内容　▶保健師による血圧測定、健康相談、認知症予防体操、ゲームなど
相談　▶心理カウンセラー（相談無料/秘密厳守）　連絡先：小松まで ☎090-2975-3450）

傾聴ボランティア・集いの場

　一緒にお茶を飲んだり、認知症予防ゲームを楽しんだり、やりたいことをやりましょう！開催時間内に個別にお話（相談）
をお聴きします。
　今、私たちが取り組んでいるのは、集まった人たちでお互いの「安否確認や困ったときに、駆け付けられる体制づくり」
を進めています。「かだれ！」は、皆さんのお越しをこころからお待ちしています！

※こころの重荷を下ろす場所♪

問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

 問合せ／
神代診療所  ☎44-2118

診療日程表のお知らせ（4月1日～）神代診療所から

● 金・土・日曜日、祝日

● 年末年始／
12 月 29 日～

令和 7 年 1 月 3 日

◎ 受付開始時間は、診療時間の 30 分前から
▼ 休診日曜日 診療時間 医師

月 9:00 ～ 11:30 吉岡政人先生（秋田大学医学部附属病院）
※小学生以下のお子さまの診察・予防接種はできません。

火 9:00 ～ 11:30 中川康彦先生（秋田大学医学部附属病院）

水

9:00 ～ 11:30 嘉陽毅先生　（※第 1・3・5 週）
13:30 ～ 16:30
  9:00 ～ 11:30 嘉陽毅先生　（※第 2・4 週）
14:00 ～ 18:00

木
9:00 ～ 11:30 田口大樹先生（秋田大学医学部附属病院）

13:30 ～ 16:30
金 休診

2929 広報せんぼく広報せんぼく

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ
ビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
 1月末 96人
2月入所    7人
2月退所    8人
  2月末 95人

平均要介護度  2.9

－　第38号　－

感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。

その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能となりましたのでご利用ください。その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能となりましたのでご利用ください。

介護職員を募集しています。介護職員を募集しています。
お気軽にお電話ください。お気軽にお電話ください。

仙北あんしん丸（デジタル田園都市国家構想交付金から）
　仙北市ヘルスケアDXでは、医療や介護のDX化を進めています。
にしき園は、先にお知らせしたパワーアシストスーツやロボット歩行
器のほかに、介護記録システムや見守りシステムなども導入となりま
した。園内をWiFi 化し記録の効率化・省力化、また、インカムによる
情報の共有をしています。さらに、見守りシステムでは寝返り、呼吸、
脈拍などを検知し状態に合わせたケアが可能となります。
　今後も、ご利用者さまが笑顔で元気に過ごせるよう、よりよいケア
に努めて参りますので、よろしくお願いします。

※秋田大学医学部附属病院
の医師については、変更に
なる場合もあります。

　※毎週月曜日・木曜日が初診・再来・紹介状持参・予約の方の診察日となります。

眼科外来日程表のお知らせ（4月1日～）市立角館総合病院から

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
診察日 休診日 休診日 診察日 予約のみ

問合せ／市立角館総合病院  ☎54-2111

　※毎週金曜日が予約のみの診察日となります。
　※再来受付時間は 11：00まで、初診・紹介状持参は 10：30までです。

病院ホームページは
こちらから
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【
企
画
政
策
課
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課
長
補
佐
兼
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係
長
兼
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統
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）新

田
目
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▼
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▼
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▼
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民
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課
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）小
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▼
主
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後
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▼
主
任（
市
民
生
活
課
主
任
）秩
父

絵
美
莉 

▼
主
事（
市
民
生
活
課
主
事
）鈴
木

め
ぐ
み 

▼
主
事（
市
民
生
活
課
主
事
）千
葉

る
り 

▼
主
事（
市
民
生
活
課
主
事
）草
彅
莉

帆 

▼
主
事（
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
主
事
）

渡
邉
愛
生 

▼
主
事（
市
民
生
活
課
主
事
）川

原
玲
奈 

▼
主
事（
新
規
採
用
）藤
村
佳
奈 

▼

主
任
保
健
師（
市
民
生
活
課
主
任
保
健
師
）若

松
香
奈
子

【
神
代
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》新
田
目
留
美

子 

▼
主
任
栄
養
士（
神
代
出
張
所
主
任
栄
養

士
）村
田
美
保
子 

▼《
兼
務
》浅
利
正
幹 

▼

《
兼
務
》佐
藤
有
紀 

【
生
活
環
境
課
】▼
課
長（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

館
長
）小
林
龍
夫 

▼
参
事
兼
消
費
生
活
係
長

（
市
民
生
活
課
参
事
兼
消
費
生
活
係
長
）伊
藤

香 

▼
課
長
補
佐
兼
交
通
防
犯
係
長〈
役
職
定

年
〉（
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）佐
々
木
勇

人 

▼
環
境
保
全
係
長〈
再
任
用
〉（
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
長〈
再
任
用
〉）畠
山
和
人 

▼

《
兼
務
》鈴
木
隼
斗

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長《
兼
務
》伊
藤
香

【
社
会
福
祉
課
】▼
課
長（
参
事
兼
保
護
係
長
）大

山
勝
美 

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
政
策
係
長（
角

館
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
市
民
サ
ポ
ー

ト
班
長
兼
地
域
振
興
班
長
）小
木
田
千
晴 

▼

課
長
補
佐
兼
保
護
係
長（
観
光
課
課
長
補
佐

兼
観
光
係
長
兼
観
光
施
設
係
長
兼
桜
ま
ち

づ
く
り
係
長
）佐
藤
善
文 

▼
障
が
い
福
祉
係

長（
子
育
て
推
進
課
主
査
）高
橋
怜
史 

▼
主

査（
生
涯
学
習
課
主
任
）藤
原
滉 

▼
主
査（
主

任
）中
村
美
紀 

▼
主
任（
新
規
採
用
）田
口
咲 

▼
主
事（
新
規
採
用
）小
松
真
穂

【
子
育
て
推
進
課
】▼
子
育
て
支
援
係
長（
家
庭

援
護
係
長
）平
岡
優
佳
吏 

▼
主
事（
新
規
採

用
）伊
藤
蒼
友
汰

【
白
岩
小
百
合
保
育
園
】▼
主
任
保
育
士（
子
育

て
推
進
課
主
任《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き

仙
北
派
遣
》）小
久
保
佳
代 

▼
主
任
保
育
士

（
子
育
て
推
進
課
主
事《
社
会
福
祉
法
人
は
な

さ
き
仙
北
派
遣
》）田
口
春
香

【
角
館
西
保
育
園
】▼
副
園
長（
子
育
て
推
進
課

課
長
補
佐《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北

派
遣
》）柏
谷
郁
美 

▼
主
査
保
育
士（
子
育
て

推
進
課
主
査《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙

北
派
遣
》）戸
村
友
紀
子 

▼
主
任
保
育
士（
白

岩
小
百
合
保
育
園
主
任
保
育
士
）千
葉
貴
美

子 

▼
主
任
保
育
士（
子
育
て
推
進
課
主
任

《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）長

橋
大
輔

【
長
寿
支
援
課
】▼
課
長
補
佐（
農
業
振
興
課
課

長
補
佐
）伊
藤
佑

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
兼
務
）千
田
千

春 

▼
主
査（
新
規
採
用
）草
彅
那
津
喜 

▼
主

任〈
再
任
用
〉（
長
寿
支
援
課
主
任〈
再
任
用
〉）

藤
川
美
紀 

▼
主
任（
社
会
福
祉
課
主
任
）進

藤
尚
美 

▼
保
健
師（
保
健
課
保
健
師
）田
中

史
穂
子

【
に
し
き
園
】▼
事
務
長《
兼
務
》藤
村
史
人 

▼

事
務
長
補
佐〈
役
職
定
年
〉（
市
民
福
祉
部
次

長
兼
に
し
き
園
事
務
長
）鈴
木
寿
重 

▼
主
査

（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
）佐
々
木
孝
臣 

▼

主
任〈
再
任
用
〉（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任

〈
再
任
用
〉）保
坂
博
明 

▼
主
任
作
業
療
法
士

（
作
業
療
法
士
）佐
藤
由
佳 

▼
主
任
管
理
栄

養
士（
保
健
課
主
任
管
理
栄
養
士
）伊
藤
茅
花 

▼
主
任
看
護
師（
市
立
田
沢
湖
病
院
看
護
科

主
任
看
護
師
）佐
藤
京
子

【
保
健
課
】▼
課
長（
参
事
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
係
長
）渡
辺
直
弥 

▼
課
長
待
遇《
医
療

管
理
課
併
任
》（
参
事〈
医
療
管
理
課
併
任
〉）山

信
田
大
作 
▼
統
括
保
健
師（
主
任
保
健
師〈
統

括
保
健
師
〉）竹
内
由
美
子 

▼
主
査（
主
任
）阿

部
良 

▼
保
健
師（
新
規
採
用
）柏
谷
悠
奈

【
田
沢
湖
歯
科
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》渡
辺

直
弥 

▼
主
任
歯
科
衛
生
士（
歯
科
衛
生
士
）

加
藤
麻
美

【
西
明
寺
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》渡
辺
直
弥

【
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
兼
務
）田
村

政
志 

▼
統
括
支
援
員（
子
育
て
推
進
課
主
任

保
健
師
）柴
田
由
子 

▼
主
査（
子
育
て
推
進

課
主
査
）千
葉
暁
子 

▼
主
査（
子
育
て
推
進

課
主
査《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派

遣
》）大
石
智
恵 

▼
主
任（
子
育
て
推
進
課
主

任《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）

伊
藤
華
苗 

▼
保
健
師（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師
）藤
田
麻
子

 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部 

【
観
光
課
】▼
課
長（
参
事
）加
賀
谷
義
丸 

▼
課

長
補
佐（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
館
長
補
佐
兼
施

設
係
長
）田
口
康
男  

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
係

長
兼
観
光
施
設
係
長（
建
設
課
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
）千
葉
圭
二  

▼
係
長〈（
一
社
）田
沢

湖
・
角
館
観
光
協
会
派
遣
〉（
社
会
福
祉
課
福

祉
政
策
係
長
）門
脇
絵
美 

▼
主
任《
Ｊ
Ｒ
東
日

本
秋
田
支
社
派
遣
》（
収
納
推
進
課
主
任
）鈴

木
駿 

▼
主
事（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）浅

利
天
夢 

▼
主
事（
新
規
採
用
）芳
賀
元
気

学
校
教
育
課
長
）福
田
裕
司 

▼
農
業
委
員
会

事
務
局
長（
教
育
次
長
兼
角
館
公
民
館
長
）

佐
々
木
信
介 

▼
医
療
局
次
長
兼
市
立
角
館

総
合
病
院
事
務
次
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院

医
事
課
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
病
歴
管
理

室
長（
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課
長
兼
市

立
角
館
総
合
病
院
病
歴
管
理
室
長
）樋
口
幸

一 

 

総
務
部 

【
総
務
課
】▼
課
長
補
佐（
課
長
補
佐
兼
文
書
広

報
係
長
）堀
川
貴
吉 

▼
文
書
広
報
係
長（
観

光
課
係
長《（
一
社
）田
沢
湖
・
角
館
観
光
協

会
派
遣
》）吉
田
健
二 

▼
主
任《
秋
田
県
市

町
村
課
派
遣
》（
商
工
課
主
任
）清
水
大
輝 

▼

主
任（
総
務
課
主
事《
秋
田
県
市
町
村
課
派

遣
》）柏
谷
真
澄

【
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
】▼
館
長《
兼
務
》畠
山

徹 

▼
館
長
補
佐（
事
務
事
業
総
合
調
整
室

室
長
補
佐
兼
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
班
長
）明
平
英

晃 

▼
デ
ジ
タ
ル
政
策
係
長（
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
電
算
シ
ス
テ
ム
係
長
）小
野
智
憲 

▼
主

任（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
主
任
）平
岡
正
洋 

▼
情
報
専
門
官《
併
任
》藤
原
真
栄

【
事
務
事
業
総
合
調
整
室
】▼
第
三
セ
ク
タ
ー
経

営
改
善
班
長
兼
総
合
調
整
班
長（
第
三
セ
ク

タ
ー
経
営
改
善
班
長
）小
松
尚

【
財
政
課
】▼
課
長（
課
長
兼
財
政
係
長
）佐
藤

真 

▼
財
政
係
長（
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
長
）草
彅
拓
也

【
管
財
課
】▼
課
長（
神
代
出
張
所
長
兼
神
代
診

療
所
事
務
長
）草
彅
聡 

▼
課
長
補
佐
兼
管
財

係
長（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐
兼
体
育

施
設
係
長
）髙
橋
三
輝 

▼
課
長
補
佐（
上
下

水
道
課
課
長
補
佐
）田
口
雅
行 

▼
主
査（
主

任
）千
葉
由
希
子 

▼
主
事（
税
務
課
主
事
）大

石
日
向 

▼
技
術
員（
建
設
課
技
術
員
）千
葉

和
雄

【
税
務
課
】▼
課
長《
兼
務
》千
葉
裕 

▼
課
長
補

佐
兼
固
定
資
産
税
係
長〈
役
職
定
年
〉（
教
育

部
長
）草
彅
郁
太
郎 

▼
主
事（
管
財
課
主
事
）

浦
山
侑
也 

▼
主
事（
新
規
採
用
）仙
波
将

【
固
定
資
産
税
調
査
室
】▼
室
長（
商
工
課
長
兼

商
工
物
産
係
長
）栗
原
和
彦 

▼
室
長
補
佐

〈
役
職
定
年
〉（
総
務
部
次
長
兼
固
定
資
産
税

調
査
室
長
）原
勉 

▼《
兼
務
》浦
山
侑
也 

【
契
約
検
査
室
】▼
室
長（
上
下
水
道
課
参
事
）

木
元
康
幸

【
総
合
防
災
課
】▼
危
機
管
理
監（
課
長
兼
危
機

管
理
監
）田
口
俊
彦 

▼
課
長（
ま
ち
づ
く
り

課
長
）永
井
尚 

▼
課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係

長（
課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係
長
兼
交
通
防

犯
係
長
）浅
利
大
輔 

▼
主
任（
新
規
採
用
）三

浦
圭

【
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
参
事
兼
地
域
振

興
班
長
兼
農
林
建
設
班
長（
神
代
出
張
所
参

事
兼
地
域
支
援
班
長
）藤
本
順
子 

▼
参
事
兼

市
民
サ
ポ
ー
ト
班
長（
監
査
委
員
事
務
局
参

事
）三
浦
純
子 

▼
主
査〈
再
任
用
〉（
保
健
課

主
査〈
再
任
用
〉）清
水
洋
衛 

▼
主
事（
観
光

課
主
事
）渡
邉
基
生

【
神
代
出
張
所
】▼
所
長（
学
習
資
料
館
・
イ
ベ

ン
ト
交
流
館
長
）真
崎
智
明 

▼
地
域
支
援

班
長〈
再
任
用
〉（
市
民
生
活
課
主
査〈
再
任

用
〉）高
橋
重
悦 

▼
主
査（
神
代
診
療
所
主

査
）佐
藤
有
紀 

▼《
兼
務
》村
田
美
保
子 

【
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
補
佐
兼
市
民
サ

ポ
ー
ト
班
長（
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課

課
長
補
佐
兼
医
事
係
長
）戸
嶋
く
み
子 

▼
地

域
振
興
班
長〈
再
任
用
〉（
監
査
委
員
事
務
局

書
記（
主
査
）〈
再
任
用
〉）冨
木
弘
一 

▼
主

査（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
）髙
橋

芳
苗 

▼
主
事（
総
合
防
災
課
主
事
）鈴
木
隼

斗
【
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
補
佐
兼
地
域
振

興
班
長
兼
農
林
建
設
班
長（
所
長
補
佐
兼
市

民
サ
ポ
ー
ト
班
長
兼
地
域
振
興
班
長
兼
農
林

建
設
班
長
）伊
藤
薫 

▼
市
民
サ
ポ
ー
ト
班
長

〈
再
任
用
〉（
に
し
き
園
主
査〈
再
任
用
〉）浅

利
一
美 

▼
主
査〈
再
任
用
〉（
ま
ち
づ
く
り
係

長〈
再
任
用
〉）戸
澤
浩

【
上
桧
木
内
出
張
所
】▼
所
長《
兼
務
》佐
藤
潔 

【
桧
木
内
出
張
所
】▼
所
長《
兼
務
》佐
藤
潔  

▼

所
長
補
佐〈
役
職
定
年
〉（
西
木
市
民
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
上
桧
木
内
出
張
所
長
兼
桧
木
内

出
張
所
長
）門
脇
秀
利

 

部
長
級 

　
▼
教
育
部
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）阿

部
聡 

▼
議
会
事
務
局
長（
議
会
事
務
局
次

長
）藤
岡
純

 

次
長
級 

　
▼
総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長（
税
務
課
長
）

千
葉
裕 

▼
総
務
部
次
長
兼
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
館
長（
農
林
商
工
部
次
長
）畠
山
徹 

▼

角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長（
角
館
市
民
セ
ン

タ
ー
参
事
）千
葉
正 

▼
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
上
桧
木
内
出
張
所
長
兼
桧
木
内
出

張
所
長（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）佐
藤

潔 

▼
市
民
福
祉
部
次
長
兼
に
し
き
園
事
務

長（
医
療
局
次
長
兼
市
立
田
沢
湖
病
院
事
務

長
兼
総
務
管
理
課
長
）藤
村
史
人 

▼
市
民
福

祉
部
次
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

（
市
民
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
）田

村
政
志 

▼
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長（
観

光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長
兼
交
流
デ
ザ
イ
ン

課
長
）田
口
聡
美 

▼
農
林
商
工
部
次
長
兼
農

林
整
備
課
長（
農
林
整
備
課
長
）高
橋
達 

▼

建
設
部
次
長（
建
設
部
次
長
兼
上
下
水
道
課

長
）松
本
賢
悟 

▼
教
育
次
長（
教
育
次
長
兼

令
和
6
年
4
月
1
日
付

※（　
）内
は
前
職
な
ど

人
事
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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【
商
工
課
】▼
課
長
兼
商
工
物
産
係
長（
生
涯

学
習
課
長
）武
藤
寛
幸 

▼
主
任《
秋
田
県
企

業
立
地
事
務
所
派
遣
》（
主
事《
秋
田
県
産

業
集
積
課
派
遣
》）赤
上
健 

▼
主
任（
新
規

採
用
）天
野
杏
奈

【
角
館
樺
細
工
伝
承
館
】▼
館
長
補
佐〈
役
職

定
年
〉（
教
育
次
長
）松
橋
幸
太
郎

 

建
設
部 

【
建
設
課
】▼
参
事
兼
工
事
係
長（
課
長
補
佐

兼
工
事
係
長
）水
平
隆
行 

▼
管
理
係
長（
主

査
）大
澤
渉 

▼
主
事（
主
事〈
秋
田
河
川
国

道
事
務
所
派
遣
〉）石
川
飛
翔 

▼
主
事〈
秋

田
河
川
国
道
事
務
所
派
遣
〉（
主
事
）田
口

裕
喜  

▼
技
師（
新
規
採
用
）戸
嶋
吏
玖 

▼

技
術
員（
神
代
中
学
校
技
術
員
）糸
井
健
作

【
上
下
水
道
課
】▼
課
長（
参
事
）堀
川
義
浩 

▼
課
長
補
佐〈
併
任
〉田
口
雅
行 

▼
総
務
係

長（
主
査
）鶴
田
和
也 
▼
主
任（
総
務
課
主

任
）髙
橋
直
人 

▼
主
事（
新
規
採
用
）富
樫

弘
稀

 

会
計
管
理
者 

【
会
計
課
】▼
課
長（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）金

野
真
悟 

▼
課
長
補
佐（
子
育
て
推
進
課
課

長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）藤
村
香
織

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

【
教
育
総
務
課
】▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

（
課
長
補
佐
）齋
藤
千
春 

▼
主
事（
税
務
課

主
事
）新
山
翔
平

【
学
校
教
育
課
】▼
課
長（
課
長
補
佐
）丹
野
広

史 

▼
課
長
補
佐（
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育

係
長
）藤
枝
奈
美
子 

▼
学
校
教
育
係
長（
企

画
政
策
課
ふ
る
さ
と
納
税
係
長
）武
藤
晋 

▼
主
事（
新
規
採
用
）赤
上
洸

【
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
】▼
所
長（
秋
田
県

教
育
委
員
会
よ
り
）斉
藤
丈
彦 

▼
指
導
主

事（
秋
田
県
教
育
委
員
会
よ
り
）西
根
義
明

【
桧
木
内
小
学
校
】▼
技
術
員（
管
財
課
技
術

員
）畠
山
祥

【
神
代
中
学
校
】▼
技
術
員（
新
規
採
用
）山
田

駿
【
生
涯
学
習
課
】▼
課
長（
会
計
課
長
）草
彅
直

子 

▼
課
長
補
佐〈
役
職
定
年
〉（
参
事
兼
生

涯
学
習
係
長
）小
林
正
人 

▼
課
長
補
佐
兼

生
涯
学
習
係
長（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
）上
野
美
田
子

【
中
央
公
民
館
】▼
主
任（
主
事
）伊
藤
奈
菜 

▼《
兼
務
》上
野
美
田
子

【
田
沢
湖
公
民
館
】▼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事

業
係
長（
参
事
兼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事

業
係
長
）佐
藤
文
恵 

▼
主
事（
新
規
採
用
）

小
松
拓
海

【
角
館
公
民
館
】▼
館
長（
角
館
市
民
セ
ン

タ
ー
参
事
）千
代
雅
和

 

【
市
民
会
館
】▼
主
事（
文
化
財
課
主
事
）菊

地
玲
衣 

【
田
沢
湖
図
書
館
】▼《
兼
務
》菊
地
玲
衣 

【
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
】▼
館
長

（
市
民
生
活
課
参
事
兼
国
民
年
金
係
長
）栗

原
由
紀
子 

▼
管
理
係
長（
業
務
係
長
兼
管

理
係
長
）明
平
裕
子 

▼
業
務
係
長（
主
査
）

石
川
貴
久
子

 

議
会
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長（
事
務
局
次
長
）藤
岡
純 

▼

参
事
兼
総
務
係
長（
参
事
兼
総
務
係
長
兼

議
事
調
査
係
長
）髙
橋
由
紀 

▼
議
事
調

査
係
長（
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
主
査
）

佐
々
木
駿
輔 

▼
書
記〈
主
事
〉（
学
校
教
育

課
主
事
）泉
侑
子

 

監
査
委
員
事
務
局 

　
▼
書
記〈
主
査
〉〈
再
任
用
〉（
管
財
課
管

財
係
長
兼
公
共
施
設
管
理
専
門
官〈
再
任

用
〉）藤
村
幸
子 

▼
書
記〈
主
事
〉（
農
林
整

備
課
主
事
）佐
藤
丞

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長
補
佐（
田
沢
湖
市
民
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
兼
市
民
サ
ポ
ー
ト
班
長
兼

地
域
振
興
班
長
兼
農
林
建
設
班
長
）堀
川

順
子 

▼《
併
任
》佐
藤
丞

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長（
教
育
次
長
兼
角
館
公
民
館

長
）佐
々
木
信
介 

▼
主
任（
新
規
採
用
）高

橋
亜
弓

 

医
療
局 

　
▼
医
療
局
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
事
務
長

（
医
療
局
長
兼
医
療
管
理
課
長
兼
経
営
企
画

推
進
室
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
事
務
長
）

村
瀬
克
広 

▼
医
療
局
次
長
兼
市
立
角
館
総
合

病
院
事
務
次
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事

課
長
兼
市
立
角
館
総
合
病
院
病
歴
管
理
室
長

（
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課
長
兼
市
立
角

館
総
合
病
院
病
歴
管
理
室
長
）樋
口
幸
一 

【
医
療
管
理
課
】▼
課
長
兼
経
営
企
画
推
進
室

長（
参
事
兼
経
営
企
画
推
進
室
参
事
）山
信

田
大
作

【
経
営
企
画
推
進
室
】▼
室
長〈
兼
務
〉山
信
田

大
作 

▼
看
護
師（
総
合
防
災
課
看
護
師
）鈴

木
喜
子

 

市
立
田
沢
湖
病
院 

【
診
療
科
】▼
内
科
医
長（
新
規
採
用
）佐
藤
正
健 

▼
内
科
医
師（
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬

事
課
よ
り
）鎌
田
真
侑 

▼
主
任
管
理
栄
養
士

（
に
し
き
園
主
任
管
理
栄
養
士
）小
西
典
子

【
看
護
科
】▼
主
任
看
護
師（
看
護
師
）小
田
島
美

佐
子 

▼
主
任
看
護
師（
看
護
師
）鈴
木
真
由

子 

▼
主
任
看
護
師（
看
護
師
）佐
藤
有
希
子 

▼
看
護
師（
新
規
採
用
）三
浦
和
枝

【
事
務
局
】▼
事
務
長
兼
総
務
管
理
課
長（
保
健

課
長
兼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
西
明
寺
診
療
所
事
務
長

兼
桧
木
内
診
療
所
事
務
長
兼
田
沢
湖
歯
科
診

療
所
事
務
長
）髙
橋
貴
幸

【
総
務
管
理
課
】▼
総
務
管
理
課
長〈
兼
務
〉髙
橋

貴
幸

 

市
立
角
館
総
合
病
院 

【
診
療
部
】▼
総
合
診
療
科
科
長《
併
任
》（
秋
田

県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）長
崎
博

和 

▼
総
合
診
療
科
医
長《
併
任
》（
秋
田
県
健

康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）堀
井
駿 

▼
総

合
診
療
科
医
師《
併
任
》（
秋
田
県
健
康
福
祉

部
医
務
薬
事
課
よ
り
）竹
田
澪 

▼
臨
床
検
査

科
科
長
兼
総
合
診
療
科
医
長（
新
規
採
用
）渡

部
健 

▼
栄
養
科
科
長
兼
外
科
医
長
兼
消
化
器

内
科
医
長（
外
科
医
長
兼
消
化
器
内
科
医
長
）

小
林
弘
明 

▼
消
化
器
内
科
科
長（
消
化
器
内

科
医
師
）加
藤
駿 

▼
消
化
器
内
科
医
師（
新

規
採
用
）近
藤
弘
太
郎 

▼
主
任
臨
床
検
査
技

師（
臨
床
検
査
技
師
）芳
賀
達
希 

▼
主
任
理

学
療
法
士（
理
学
療
法
士
） 伊
藤
夏
稀

【
看
護
部
】▼
看
護
部
長（
副
看
護
部
長
）高
山

純
子 

▼
副
看
護
部
長（
南
病
棟
看
護
師
長
）

齋
藤
美
亜 

▼
北
病
棟
看
護
師
長（
外
来
診
療

室
看
護
師
長
）大
石
珠
美 

▼
南
病
棟
看
護
師

長（
北
病
棟
看
護
師
長
）靏
田
こ
ず
え 

▼
西

病
棟
看
護
師
長（
東
病
棟
主
任
看
護
師
）杉
村

恵
美
子 

▼
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師
兼
助
産

師（
南
病
棟
主
任
看
護
師
兼
助
産
師
）千
葉
裕

希
子 

▼
北
病
棟
主
任
看
護
師（
外
来
診
療
室

主
任
看
護
師
）千
葉
亜
矢
子 

▼
東
病
棟
主
任

看
護
師（
手
術
室
主
任
看
護
師
）古
村
真
愉
子 

▼
南
病
棟
主
任
看
護
師
兼
助
産
師（
助
産
師
）

藤
枝
由
香
利 

▼
西
病
棟
主
任
看
護
師（
看
護

師
）細
川
睦
子 

▼
手
術
室
主
任
看
護
師（
看

護
師
）髙
橋
由
紀 

▼
外
来
診
療
室
主
任
看
護

師（
看
護
師
）田
中
順
子 

▼
主
任
看
護
師〈
役

職
定
年
〉（
看
護
部
長
）阿
部
真
須
美 

▼
主
任

看
護
師〈
役
職
定
年
〉（
西
病
棟
看
護
師
長
） 

小
林
美
佳

【
事
務
部
】▼
事
務
次
長〈
兼
務
〉樋
口
幸
一

【
事
務
部（
総
務
管
理
課
）】▼
課
長
補
佐（
課
長

補
佐
兼
総
務
企
画
係
長
）柏
谷
英
俊 

▼
総
務

企
画
係
長（
主
査
）渡
辺
百
合
子

【
事
務
部（
医
事
課
）】▼
医
事
係
長
兼
医
事
企
画

係
長（
医
事
企
画
係
長
）髙
橋
牧
子 

▼
主
事

（
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
主
事
）佐
々
木
優 

▼

保
健
師（
社
会
福
祉
課
保
健
師
）田
口
京
華

【
病
歴
管
理
室
】▼
病
歴
管
理
係
長（
主
任
）大
隅

真
波

 

退
職 

　
▼
皆
川
覚（
管
財
課
長
） 

▼
黄
敏（
交
流
デ
ザ

イ
ン
課
国
際
交
流
員
） 

▼
畑
中
麻
耶（
文
化

財
課
主
査
） 

▼
千
葉
洸
之
介（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
主
事
） 

▼
小
玉
祥
貴（
商
工
課
主
事
） 

▼

小
松
明
美（
に
し
き
園
介
護
主
任
） 

▼
戸
嶋

好（
桧
木
内
小
学
校
技
術
主
任
） 

▼
髙
橋
裕

貴（
議
会
事
務
局
書
記〈
主
事
〉） 

▼
堀
川
美

佐
子（
市
立
田
沢
湖
病
院
主
任
看
護
師
） 

▼

峯
岸
洋
介（
市
立
角
館
総
合
病
院
消
化
器
内

科
科
長
） 

▼
会
場
明
華（
市
立
角
館
総
合
病

院
栄
養
科
主
任
管
理
栄
養
士
） 

▼
茂
木
康
平

（
市
立
角
館
総
合
病
院
薬
剤
師
） ▼
鈴
木
敏
和

（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
伊
藤
恵

（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
）

 
帰
任 

　
▼【
秋
田
県
教
育
委
員
会
へ
】門
脇
貴
一
郎

（
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
長
） 

▼【
秋
田
県
教

育
委
員
会
へ
】戸
澤
博
道（
北
浦
教
育
文
化
研

究
所
指
導
主
事
） 
▼【
秋
田
県
教
育
委
員
会

へ
】三
浦
洋
平（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
主

事
） 

▼【
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

へ
】佐
藤
正
健（
市
立
田
沢
湖
病
院
内
科
医

長
） 

▼【
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課

へ
】小
林
昭
仁（
市
立
角
館
総
合
病
院
総
合
診

療
科
科
長
） 

▼【
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医
務

薬
事
課
へ
】小
笠
原
暢
宏（
市
立
角
館
総
合
病

院
総
合
診
療
科
医
師
）

 

再
任
用
任
期
満
了 

　
▼
阿
部
慶
太（
総
合
防
災
課
防
災
専
門
官
） ▼

石
川
一
幸（
田
沢
出
張
所
主
査
） 

▼
髙
階
栄

子（
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
主
査) 

▼
芳
賀
昭

範（
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
主
査) 

▼
橋
本
定

美（
桧
木
内
出
張
所
主
査) 

▼
浅
利
美
智
子

（
子
育
て
推
進
課
主
査) 

▼
信
田
千
鶴
子（
角

館
西
保
育
園
主
任
保
育
士) 

▼
能
美
千
恵
子

（
中
川
保
育
園
主
任
保
育
士) 

▼
吉
村
美
由

喜（
に
し
き
園
主
任) 

▼
高
橋
精
一（
角
館
樺

細
工
伝
承
館
主
任) 

▼
金
本
義
明（
田
沢
湖

市
民
セ
ン
タ
ー
主
事) 

▼
羽
崎
美
鈴（
白
岩

小
百
合
保
育
園
栄
養
士) 

▼
佐
々
木
美
佐
子

（
神
代
診
療
所
看
護
師) 

▼
小
林
美
名
子（
に

し
き
園
看
護
師) 

▼
新
山
紀
恵
子（
保
健
課

保
健
師) 

▼
髙
橋
栄
喜（
総
務
課
技
術
員) 

▼

齊
藤
龍
晴（
市
立
田
沢
湖
病
院
主
任
診
療
放

射
線
技
師) 

▼
八
柳
代
志
子（
市
立
角
館
総

合
病
院
看
護
師)  

▼
明
平
ま
ゆ
み（
市
立
角

館
総
合
病
院
准
看
護
師) 

▼
藤
元
博
美（
市

立
角
館
総
合
病
院
准
看
護
師) 

【
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
】▼
課
長（
参
事〈（
一

社
）仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
派

遣
）〉伊
藤
カ
オ
リ 

▼
国
際
交
流
推
進
係

長（
国
際
交
流
推
進
係
長
兼
農
山
村
デ
ザ

イ
ン
係
長
）長
谷
田
雄
大 

▼
農
山
村
デ
ザ

イ
ン
係
長（
市
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険

係
長
）髙
橋
り
え 
▼
主
任〈（
一
社
）仙
北

市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
派
遣
〉（
主

事
）坂
本
昂
嶺 

▼
主
任（
観
光
課
主
任《
Ｊ

Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
派
遣
》）古
山
怜

【
文
化
財
課
】▼
課
長
補
佐
兼
文
化
創
造
係
長

〈
役
職
定
年
〉（
議
会
事
務
局
長
）朝
水
勝
巳 

▼
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長（
文
化
財
係

長
兼
文
化
創
造
係
長
）村
岡
耕
平 

▼
主
任

（
新
規
採
用
）佐
藤
彩

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】▼
課
長（
契
約
検
査
室

長
）藤
原
正
輝 

▼
課
長
補
佐
兼
体
育
施
設

係
長（
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

金
谷
孝
昭 

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長（
上

下
水
道
課
総
務
係
長
）齋
藤
育
妙 

▼
主
事

（
新
規
採
用
）藤
原
洸
介

 

農
林
商
工
部 

【
農
業
振
興
課
】▼
主
査〈
再
任
用
〉（
会
計
課

主
査〈
再
任
用
〉）嶋
村
寅
年
子 

▼
主
任

（
主
事
）伊
藤
大
地 

▼
主
任（
新
規
採
用
）

高
橋
和
誉

【
農
林
整
備
課
】▼
課
長《
兼
務
》高
橋
達 

▼

主
任（
社
会
福
祉
課
主
任
）田
口
雄
也

仙北市仙北市
人事異動人事異動
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令和 5 年度

仙北市読書感想文読書感想文

て
、
苦
し
ん
で
い
る
こ
こ
ろ
を
救
お

う
と
し
て
い
る
。
鏡
の
世
界
で
ア
キ

の
手
を
握
り
救
っ
た
の
は
こ
こ
ろ
、

現
世
界
で
こ
こ
ろ
を
救
っ
て
い
る
の

は
ア
キ
。
ど
ん
な
に
遠
い
過
去
で
も
、

自
分
が
辛
い
時
、
優
し
さ
に
触
れ
た

そ
の
手
の
温
か
さ
は
時
が
流
れ
て
も

忘
れ
ず
、
心
の
奥
で
大
切
な
記
憶
と

し
て
残
っ
て
い
る
と
思
う
。
現
世
界

で
こ
こ
ろ
は
ア
キ
に
「
闘
わ
な
く
て

い
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
言
葉
に
、

ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
言

葉
の
優
し
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
鏡

の
世
界
で
、
こ
こ
ろ
が
ア
キ
の
握
っ

た
手
を
離
さ
ず
、
そ
の
握
ら
れ
た
手

の
感
触
、
優
し
さ
を
現
世
界
で
も
ア

キ
は
忘
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、
私
も

手
を
握
っ
て
一
緒
に
駆
け
出
し
て
く

れ
た
友
人
の
手
の
温
も
り
は
、
今
で

も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い

る
。

　

私
自
身
を
こ
こ
ろ
と
重
ね
、
様
々

な
思
い
が
頭
を
駆
け
巡
り
、
そ
っ
と

自
分
の
手
を
見
つ
め
握
り
し
め
た
。

そ
う
、
私
も
以
前
、
友
人
関
係
の
こ

と
で
悲
し
い
経
験
を
し
た
。
あ
の
頃
、

私
の
目
に
映
る
も
の
全
て
色
褪
せ
、

寂
し
さ
に
包
ま
れ
て
い
た
。
私
も「
孤

独
と
い
う
名
の
孤
城
」
と
戦
っ
た
一

人
だ
。
絶
望
、
裏
切
り
、
悲
し
み
、

人
間
不
信
、
人
と
話
す
の
が
怖
い
、

ど
う
見
ら
れ
て
思
わ
れ
て
い
る
の
か

考
え
る
だ
け
で
、
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
る
。
胸
が
痛
い
の
か
、
そ
れ
と
も

私
の
心
が
痛
い
の
か
。
暗
闇
か
ら
這

い
上
が
ろ
う
と
、
苦
し
み
、
も
が
き

必
死
に
な
っ
た
日
々
が
あ
っ
た
。
そ

ん
な
暗
闇
の
中
で
も
、
周
り
を
よ

く
見
て
、
耳
を
傾
け
る
と
、
私
を

心
配
し
て
く
れ
る
友
人
、
私
を
支

え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
こ
と
に

気
付
い
た
。
私
は
、
周
り
の
優
し
さ

に
気
付
け
る
心
の
余
裕
が
、
ほ
ん

の
少
し
だ
け
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
差

し
伸
べ
ら
れ
た
手
を
握
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
余
裕
が
な
く
一

人
で
、
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
人
は

大
勢
い
る
。
こ
こ
ろ
た
ち
も
そ
の
中

の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
私
は
今
で
も

「
孤
独
」「
孤
城
」
と
戦
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
誰
も
が
そ
う
だ
と
思
う
。

ど
ん
な
に
親
し
く
信
頼
し
て
い
る

人
に
も
、
全
て
を
話
せ
る
わ
け
で

は
な
い
。
友
人
関
係
や
進
路
、仕
事
、

家
庭
な
ど
、
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
孤
独
」
と
必
死
に
戦
い
、
そ
し

て
生
き
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
平
坦
で
順

風
満
帆
な
世
界
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
悲
し
み
の
方
が
多
い
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
現
実

に
目
を
背
け
ず
、
大
き
な
壁
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の

社
会
は
、
決
し
て
、「
生
き
づ
ら
さ
」

「
寂
し
さ
」「
孤
独
」
だ
け
の
世
界
で

は
な
い
と
思
う
。
ど
ん
な
に
辛
い
環

境
や
境
遇
に
置
か
れ
て
い
て
も
、
必

ず
、自
分
を
明
る
い
世
界
へ
と
導
き
、

包
ん
で
く
れ
る
温
か
い
光
が
あ
る
。

そ
の
光
に
気
付
き
、
手
の
温
も
り

に
触
れ
た
時
、
孤
独
か
ら
解
放
さ

れ
る
。
私
は
、
人
を
思
い
や
る
心
、

人
を
笑
顔
に
優
し
く
す
る
言
葉
を

大
切
に
し
、
誰
か
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
そ
の
人
の
心
に
寄
り
添
え

る
、
そ
ん
な
人
で
あ
り
た
い
。
そ
し

て
、
今
、
戦
っ
て
い
る
あ
な
た
へ
。

自
分
だ
け
が
、
暗
闇
で
戦
っ
て
い
る

な
ん
て
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
ど
ん

な
形
で
あ
っ
て
も
、
あ
な
た
を
気
に

か
け
て
い
る
人
は
い
る
の
だ
か
ら
。

そ
の
優
し
さ
に
気
付
い
た
時
、
今

ま
で
と
違
っ
た
景
色
が
見
え
る
の
だ

か
ら
。

◆
読
ん
だ
本
／
『
か
が
み
の
孤
城
』

(
著
者

辻
村
深
月
)

「
な
か
よ
し
だ
か
ら
け
ん
か
を
す
る
」

西
明
寺
小
学
校
２
年　

西
宮

志
茉

　

わ
た
し
は
、「
け
ん
か
の
き
も
ち
」

と
い
う
お
話
を
読
み
ま
し
た
。
な
ぜ
、

こ
の
本
を
読
ん
だ
か
と
い
う
と
、
わ

た
し
は
、
な
か
が
よ
い
友
だ
ち
と
け

ん
か
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
け
ん
か
を
し
た
時
の
気
も
ち

を
も
っ
と
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
な
か
よ
し
の
た
い
と

こ
う
た
が
、
け
ん
か
を
し
て
な
か
な

お
り
を
す
る
お
話
で
す
。

　

一
番
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
は
、「
ご

め
ん
な
！
」
こ
う
た
の
で
っ
か
い
声

が
し
た
。「
な
ん
で
だ
よ
！
な
ん
で

あ
や
ま
る
ん
だ
よ
！
」
と
い
う
文
で

し
た
。
あ
や
ま
っ
て
く
れ
た
の
に
、

な
ぜ
お
こ
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
だ
っ
た

ら
、
あ
や
ま
っ
て
も
ゆ
る
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き

の
け
ん
か
の
気
も
ち
が
ま
だ
お
わ
っ

て
な
い
！
と
書
い
て
あ
っ
て
、
け
ん

か
を
し
た
と
き
の
気
も
ち
は
、
か
ん

た
ん
に
お
わ
ら
な
い
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
心
に
の
こ
っ
た
と
こ
ろ

は
、「
か
い
だ
ん
を
の
ぼ
り
な
が
ら

ど
き
ど
き
し
た
。」
と
い
う
文
で
す
。

わ
た
し
も
、
お
そ
く
な
っ
て
か
ら
、

「
ご
め
ん
ね
。」
と
言
う
と
き
が
あ
る

の
で
、
ど
き
ど
き
し
た
き
も
ち
が
分

か
り
ま
し
た
。
け
ん
か
を
し
て
す

ぐ
に
あ
や
ま
り
た
い
と
い
う
気
も

ち
は
、
出
て
来
な
い
け
れ
ど
、
ず
っ

と
け
ん
か
を
し
た
ま
ま
だ
と
あ
い
て

も
い
や
な
気
も
ち
な
の
で
、
時
間

が
た
つ
と
あ
や
ま
ろ
う
と
思
う
気

も
ち
が
出
て
く
る
か
ら
で
す
。
友

だ
ち
に
先
に
あ
や
ま
っ
て
も
ら
う
よ

り
、
自
分
の
ほ
う
か
ら
あ
や
ま
る

と
気
も
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。
た

い
が
、
こ
う
た
に
あ
や
ま
ら
れ
て
も

け
ん
か
は
お
わ
っ
て
い
な
い
、
と
言

っ
た
の
は
、
自
分
が
先
に
あ
や
ま
り

た
か
っ
た
か
ら
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

　

も
う
一
ど
、
ど
う
し
て
友
だ
ち
と

け
ん
か
を
す
る
の
か
考
え
て
み
ま

し
た
。
す
き
な
友
だ
ち
と
あ
そ
び

す
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
け

ん
か
が
お
こ
っ
て
き
て
し
ま
う
の
か

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す

き
な
友
だ
ち
だ
か
ら
、
う
ま
く
あ

や
ま
れ
な
い
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
友
だ

ち
と
何
回
も
け
ん
か
を
し
な
が
ら
、

そ
う
や
っ
て
す
て
き
な
友
だ
ち
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
読
ん
だ
本
／
『
け
ん
か
の
き
も

ち
』(
著
者

柴
田
愛
子
)

小中学校の部
仙北市長賞

小
中
学
校
の
部

◆
仙
北
市
長
賞

西
明
寺
小
学
校
２
年　
西
宮
志
茉

◆
角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

角
館
小
学
校　
６
年　
布
谷
琉
毅

◆
仙
北
市
教
育
長
賞

西
明
寺
小
学
校
４
年　
佐
藤
好
皆

角
館
中
学
校　
２
年　
若
松
海
那

◆
新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

神
代
小
学
校　
６
年　
羽
場
仁
子

（
奨
励
賞
も
受
賞
）

◆
奨
励
賞

桧
木
内
小
学
校
１
年　
浅
利
芽
依

西
明
寺
小
学
校
２
年　
櫻
田
莉
紗

神
代
小
学
校　
３
年　
髙
橋
ひ
な
た

神
代
小
学
校　
６
年　
羽
場
仁
子

神
代
中
学
校　
２
年　
小
原
理
子

桧
木
内
中
学
校
２
年　
佐
藤
綾
音

◆
入
選

角
館
小
学
校　
２
年　
藤
元
永
恋

角
館
小
学
校　
３
年　
戸
澤
杏

角
館
小
学
校　
５
年　
新
田
淳
仁

神
代
中
学
校　
２
年　
小
田
結
子

神
代
中
学
校　
３
年　
進
藤
綾
乃

高
校
の
部

◆
仙
北
市
長
賞

角
館
高
校
３
年　
佐
藤
優
美

◆
角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

角
館
高
校
３
年　
菊
田
一
葉

◆
仙
北
市
教
育
長
賞

角
館
高
校
１
年　
小
松
心
愛

◆
新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

角
館
高
校
３
年　
藤
原
洸
介

（
奨
励
賞
も
受
賞
）

◆
奨
励
賞

角
館
高
校
３
年　
藤
原
洸
介

◆
入
選

角
館
高
校
１
年　
加
藤
瑠
夏

令和5年度 仙北市読書感想文コンクール審査結果（学校名・学年・氏名　※敬称略）

コンクール

「
孤
独
か
ら
見
え
る
優
し
さ
」

角
館
高
校
３
年　

佐
藤

優
美

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な

い
。
人
は
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く

と
、
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
絶

望
、
恐
怖
に
陥
っ
た
時
、
そ
う
い
っ

た
周
り
の
優
し
さ
に
気
付
け
る
人
は

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
事
で
精

一
杯
で
、
む
し
ろ
気
付
か
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
学
校
に
行
け

ず
悩
む
少
女
こ
こ
ろ
は
あ
る
日
、
自

分
の
部
屋
の
鏡
に
吸
い
込
ま
れ
て
し

ま
う
。
そ
こ
は
異
世
界
で
、
似
た
よ

う
な
境
遇
の
中
学
生
七
人
が
集
め
ら

れ
て
い
た
。「
何
で
も
願
い
が
叶
う

鍵
」
を
、
仲
間
と
一
緒
に
探
し
な
が

ら
過
酷
な
現
実
と
闘
う
少
女
た
ち
。

優
し
さ
の
中
に
も
切
な
く
、
真
剣
に

考
え
さ
せ
ら
れ
る
物
語
だ
。
本
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
、
時
間
を
忘
れ
る

く
ら
い
夢
中
に
な
れ
た
の
は
、
私
自

身
、
共
感
す
る
部
分
が
多
く
あ
っ
た

か
ら
だ
。
も
し
か
し
た
ら
、
私
以
外

で
も
共
感
す
る
人
が
多
い
か
も
し
れ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生
活
す
る
う
え

で
、
一
度
は
同
じ
よ
う
な
壁
に
ぶ
つ

か
る
か
ら
だ
。
人
は
誰
で
も
「
孤
城
」

が
あ
る
。「
孤
独
」
と
い
う
名
の
「
孤

城
」
と
戦
っ
て
い
る
。
自
分
が
辛
い

時
、
苦
し
ん
で
い
る
時
、
差
し
伸
べ

て
く
れ
た
手
の
温
も
り
や
優
し
さ

を
忘
れ
な
い
。
そ
れ
が
遠
い
過
去
の

記
憶
で
も
。
ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も

繋
が
っ
て
い
る
。
そ
う
教
え
て
く
れ

た
の
が
、
こ
の
「
鏡
の
孤
城
」
だ
。

　

こ
こ
ろ
は
、
自
分
と
同
じ
境
遇

の
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
で
救
わ

れ
た
。
そ
し
て
、
仲
間
た
ち
も
、
こ

こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
救
わ
れ
た
。
出

会
っ
た
当
初
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
当

た
り
障
り
な
い
表
面
上
だ
け
の
付

き
合
い
を
し
て
い
た
が
、
い
つ
し
か

互
い
を
思
い
や
る
強
い
絆
が
生
ま

れ
た
。
そ
れ
を
最
も
印
象
づ
け
る

場
面
は
、
ア
キ
が
ル
ー
ル
を
破
り
、

狼
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
時
、
こ
こ

ろ
は
ア
キ
を
、
皆
を
助
け
る
た
め

に
鍵
を
探
し
出
し
、
一
つ
し
か
叶

え
ら
れ
な
い
願
い
を
お
願
い
す
る
。

「
ア
キ
を
、
み
ん
な
を
助
け
て
下
さ

い
」
と
。
そ
し
て
、
暗
闇
か
ら
ア
キ

を
助
け
だ
そ
う
と
、
必
死
に
握
っ

た
手
を
離
さ
な
か
っ
た
。
私
の
胸
も

熱
く
な
り
、
こ
こ
ろ
た
ち
の
絆
の
深

さ
を
知
っ
た
。
オ
オ
カ
ミ
様
の
ゲ
ー

ム
が
終
わ
っ
た
と
同
時
に
、
皆
の
記

憶
か
ら
鏡
の
中
で
の
生
活
も
消
え

た
。
し
か
し
、
オ
オ
カ
ミ
様
の
優
し

さ
か
、
そ
れ
と
も
自
分
た
ち
の
心
の

奥
に
大
切
な
か
け
が
え
の
な
い
記

憶
と
し
て
何
か
し
ら
の
形
で
残
っ
て

い
た
か
ら
か
、
ア
キ
は
現
世
界
で
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
喜
多
嶋
先
生
と
し

高校の部
仙北市長賞

　令和 5 年度仙北市読書感想文コンクール（仙北市教育委員会主催、角館図書館後援会・㈱新潮社後援）が行われ、
仙北市長賞に小中学校の部は西宮志茉さん（西明寺小学校２年）、高校の部は佐藤優美さん（角館高校３年）が選
ばれました。仙北市長賞の受賞作品について、それぞれ原文のままご紹介します。
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行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の2人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690  角館町七日町34 

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 18日木・角
館交流センター ▼ 24日水・田沢湖総
合開発センター

【時間】13:00～15:00
【問合せ】仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 
4月の心配ごと相談日
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日3日前
まで予約のご連絡ください。

【日時・場所】 ▼ 10日水 13:00～15:00・
田沢湖福祉医療センター ▼ 11日木
13:00～15:00・仙北市社会福祉協議
会角館支所 ▼ 15日月 10:00～12:00・
仙北市社会福祉協議会西木支所 ▼ 17
日水 13:00～15:00・田沢湖総合開発
センター

【申込・問合せ】 仙北市社会福祉協議会

▼角館支所 ☎52-1624 ▼田沢湖支所 
☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和6年第4回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなど、お薬の相談
会を行います。家に残っている薬の整理
（持参した場合）や家庭用医薬品などお
薬のことなら何でも相談にのります。お
気軽にご相談ください。

【日時】4月30日火 15:00～16:30
【場所・問合せ】 クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】 4月24日水 13:30～
【場所】 角館交流センター 第2研修室
【相談員】 久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談 ▼サラ金・ク
レジットなど多重債務のご相談 ▼中小企
業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・
障がい者に関するご相談 ▼交通事故に
関するご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】 総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】 平日9:00～17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。
（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40～15:10  ④15:15～15:45）

【その他】 相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
2月受付分　敬称略
◆ 藤峰成利（小館）
◆ 米澤浩美（小勝田下川原）
◆ 佐藤文博（上荒井字寺村）
◆ 株式会社ダイナム 中仙店

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田職業能力開発促進センター
公共職業訓練

【訓練期間】 6月4日火～11月29日金
【訓練科・定員】 ▶CAD・NC技術科・15
人 ▶住宅リフォームデザイン科・15人 

【訓練時間】 9:30～15:40
【場所】 ポリテクセンター秋田（潟上市）
【募集期限】 4月25日木
【受講料】 無料（テキスト代など自己負担）
【応募資格】ハローワークに求職申込を
された方で、新たな技術・技能を身に
つけて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進セン
ター（ポリテクセンター秋田） 訓練課 
受講生支援室 ☎018-873-3178
※毎週木曜日に施設見学会を行っていま
す。（雇用保険受給中の方は就職活動
として認められます）

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部  大仙地域事務所  ☎0187-63-1313

募集種別 募集期間 試験期日 試験場

一般
曹候補生

5月7日火
まで

5月18日土 、5月20日月 、
5月21日火 のいずれか1日

5月18日土 東北森林管理局
5月20日月 秋田駐屯地
5月21日火 秋田駐屯地

自衛官
候補生

年間を通じて
募集

受付時に通知する期日
陸上自衛隊秋田駐屯地
（秋田市寺内字将軍野1番地）

令和6年度自衛官等募集採用試験
　令和6年度一般曹候補生と自衛官候補生を募集します。

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

職長・安全衛生責任者
能力向上教育講習会

【日時】 6月20日木 9:00～ 16:00
【場所】 大曲地域職業訓練センター（大
仙市大曲田町3-1）

【対象者】 職長・安全衛生責任者を受講
後、おおむね5年以上経過している方

【定員】 30人
【受講料】 10,000円
【申込期限】 5月14日火（定員に達した
場合は、申込期間内であっても受付を
締め切ります）

【申込方法】 電話でお申し込みください。
後日、受講案内と申込書を郵送します。

教育講習会
【日時】 7月8日月～9日火 8:30～17:00
【場所】 大曲地域職業訓練センター（大
仙市大曲田町3-1）

【対象者】 職建設業関係者で労働者を直
接指導または監督する立場の方

【定員】 20人
【受講料】 12,000円（テキスト代含む）
【申込期限】 5月31日金（定員に達した
場合は、申込期間内であっても受付を
締め切ります）

【申込方法】 上記講習会に同じ
【申込・問合せ】 大曲地域職業訓練セン
ター 　☎0187-62-1726

新潮社記念文学館 朗読ボランティ
ア「やさいの花」主催
朗読学習会のお知らせ
　この機会に美しい日本語を話す学習を
してみませんか？ぜひご参加ください。
※定員20人（先着順）

【日時】 4月～11月の第3木曜日・10:00
～ 12:00または13:00～ 15:00

※8月のみ第4木曜日
【場所】 仙北市総合情報センター 2階 　
相談室（仙北市角館町田町上丁23）

【講師】 塩田睦子氏（元 ABS アナウン
サー・NPO日本朗読協会会員）

【対象】 原則全８回の講習を継続して受
講できる方

【受講料】 1回につき1,200円（テキスト
代含む）

【問合せ】 冨岡 ☎090-6222-4261

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

令和6年度 秋田県点字図書館  点訳・音訳奉仕員養成講座
　秋田県点字図書館では、視覚に障がいのある方への情報提供を目的に、点字図書・録
音図書の製作、郵送による貸出など各種サービスの充実に務めています。
　点訳とは活字を点字に、音訳とは活字を音声に変えて視覚に障がいのある方に情報を
伝える作業です。
　当館で図書製作活動をしていただく点訳・音訳ボランティアの方を養成する「点訳・
音訳奉仕員養成講座」を開講します。活動に参加していただける方をお待ちしています。

【事前説明会】5月8日水 10:00～11:45（受付期間：4月1日月 ～5月7日火）
※電話、メールでお申し込みください。

【講座期間】6月5日水～11月28日木
▼点訳奉仕員：毎週水曜日（全24回予定） ▼音訳奉仕員：毎週木曜日（全23回予定）

【時間】いずれも10:00～12:00
【場所】秋田県点字図書館（秋田市土崎港南3丁目2-58）
【定員】 ▼事前説明会の定員はありません。 ▼点訳・音訳奉仕員養成講座：各10人程度
※事前説明会終了後、養成講座の申し込みを受付します。

【受講料】無料（ただし、テキスト代などは実費）
【その他】詳しくは、下記までお問い合わせください。
【申込・問合せ】秋田県点字図書館  ☎018-845-0031   E-mail  tenji@fukinoto.or.jp

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

【申込期間】 4月15日月～5月10日金　身体・知的障がい者→仙北市社会福祉課　　　　
精神障がい者→仙北地域振興局福祉環境部

【問合せ】 一般社団法人秋田県障害者スポーツ協会 ☎018-864-2750

期日 競技 会場

8月 24日土 ボッチャ 秋田県心身障害者総合福祉センター 体育館
秋田県社会福祉会館 展示ホール

9月14日土
アーチェリー 秋田県勤労身体障害者スポーツセンター グラウンド
サウンドテーブルテニス 秋田県心身障害者総合福祉センター 体育館
ボウリング ロックンボウル

9月21日土
一般卓球 秋田テルサ 体育館
バレーボール（精神障がい）秋田県立体育館

9月23日
月・祝

陸上競技 ソユースタジアム
フライングディスク 秋田県スポーツPLUS・ASPスタジアム

9月28日土 水泳 秋田県立総合プール サブプール

第22回秋田県障害者スポーツ大会

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

初心者の方大歓迎！
やさしいヨガ教室

【 日 時 】 4月19日 金・20日 土 ▼ 受 付
10:00～ ▼講習10:30～11:30

【場所】 角館交流センター 第3研修室
【講師】 草薙千里氏（全米ヨガアライアン
スRYT200保持）

【参加対象】 成人女性の方 15人限定
【参加料】 1回1,000円
【持ち物】 ヨガマット（バスタオル可）、飲
み物など

【申込期限】 4月12日金 14:00
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会 小玉
☎42-8690

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

憲法週間行事「法曹関係
機関の業務を知ろう！」
　裁判所、検察庁、法務局、法テラスな
どの役割や業務の説明、裁判所の法廷施
設を見学していただきます。（裁判傍聴で
はありません）

【日時】 5月8日水 13:30～ 15:30
【場所】 秋田地方・家庭裁判所
【定員】 30人（予約制、先着順）
【申込期間】 4月15日月 ～19日金 8:30
～17:00

【申込・問合せ】 秋田地方・家庭裁判所
総務課庶務係 ☎018-803-0181

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

秋田働き方改革推進支援センター 
無料相談のお知らせ
　労務管理などでお悩みのことはありま
せんか。当センターでは、社会保険労務
士が無料で電話・メールでの相談、個別
訪問支援などニーズに合わせた支援を実
施しており、人事、労務、助成金などに
ついて、お悩み解決のお手伝いをします。

【相談受付時間】平日 9:00～ 17:00
【相談窓口】秋田働き方改革推進支援
　センター ☎ 0120-695-783 または
☎ 018-865-5335

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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【 令和 3 年度～ 5 年度の保険料額からの変更点 】
　令和６年度介護保険制度改正により国の基準が
9段階から13段階に改められたことに伴い、第9
段階を細分化して13段階へと変更し、高所得者
の乗率を引き上げています。また、低所得者につ
いては、保険料率を第1段階は0.3から0.285に、
第3段階は0.7から0.685にそれぞれ軽減してい
ます。

介護保険事務所からのお知らせ 令和6年度から令和8年度の介護保険料について

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

5月10日から新しい「大曲仙
北広域市町村圏組合 南部斎
場」の利用が始まります
建物・設備の著しい老朽化のため建替え工事

を行っていた大曲仙北広域市町村圏組合が運営
する南部斎場（美郷町六郷）の新施設が完成し、
5月 10日から利用を開始します。隣接地では、9月 30日までの工期で旧火葬棟の解体
工事と外構工事を行っていますので、引き続き工事へのご理解とご協力をお願いします。

【施設住所】 美郷町六郷字小安門1番地の1（旧斎場と同一敷地内）
【一般公開】 5 月 2日木 10:00～ 15:00 事前の申し込みは不要です。見学希望の方は、
　直接現地へお越しください。

【料金改定】 新南部斎場を利用する分から13歳以上1体につき、利用料13,000円を
16,000円に改定しますので、ご理解をお願いします。

【問合せ】 大曲仙北広域市町村圏組合事務局　☎ 0187-62-5187
▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和6年度から後期高齢者医療の保険料率が変わります
　後期高齢者医療制度の保険料率は、2年ごとに改定されることになっており、令和６
年度から保険料率が変更されます。また、所得が一定以下の世帯の方に適用される保険
料の軽減措置についても、変更されます。
　令和６年度の保険料額は、例年と同様に7月中旬頃に通知する予定です。

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

後期高齢者医療保険料の内訳

年間保険料額
※ 100 円未満

切り捨て

均等割額
（被保険者全員が

等しく負担）

所得割額
（被保険者本人の
所得に応じて負担）

＝ ＋

保険料率が変更されます

令和5年度 令和 6 年度
均等割額 44,310 円 均等割額 45,260 円
所得割額 8.27％ 所得割額 9.02％※ 1
賦課限度額 66 万円 賦課限度額 80 万円※ 2

※1　令和6年度に限り、出産育児支援金の導入に伴う激変緩和措置により、令和５年
　の基礎控除後の総所得金額等が58万円を超えない被保険者の所得割率は 8.35％が
　適用されます。

※2　令和６年度に限り、出産育児支援金の導入に伴う激変緩和措置により、次の方に
　係る賦課限度額は 73 万円が適用されます。
　▶昭和24年3月31日以前に生まれた方（＝令和6年3月31日までに75歳となった方）
▶令和7年 3月 31日以前に障害認定により被保険者となった方。ただし、令和6年

　　度中に75歳となった後、認定を受けた後期高齢者医療広域連合の区域内に住所を有
　　しなくなった方は除きます。

均等割額軽減措置が変更されます

世帯の総所得金額等の基準 
（※世帯＝世帯主+世帯の被保険者全員）

軽減
割合

令和5年度
均等割額

令和 6 年度
均等割額

基礎控除額（43万円）+（給与・年金所得等の
数－1）×10万円を超えない世帯 7 割 13,293 円 13,578 円

基礎控除額（43万円）+（給与・年金所得等の
数－1）×10万円+29万5千円×世帯の被保
険者数を超えない世帯

5割 22,155円 22,630 円

基礎控除額（43万円）+（給与・年金所得等の
数－1）×10万円+54万5千円×世帯の被保
険者数 を超えない世帯

2割 35,448円 36,208 円

後期高齢者医療制度加入前に職場の社会保険等の
被扶養者であった方で、上記計算で２割・５割軽
減以外の方（制度加入後２年間適用） 

5 割 22,155円 22,630 円

※給与・年金所得者等とは、以下のいずれかを満たす方です。
　▶給与の総収入が55万円超の場合
▶公的年金等の総収入が125万円超の場合（65歳未満の方は60万円超）

保険料率の算定について 
　２年ごとに改定される保険料率は、「秋田県後期高齢者医療広域連合」
が決定しています。市町村では、広域連合で決定した保険料率に基づき、
保険料の通知や納付書を皆さまに送付しています。 
なお、保険料率改定に関する疑問･質問は、下記までお問合せください。 

【問合せ】 秋田県後期高齢者医療広域連合 業務課 ☎ 018-853-7155

↑詳しくは、
こちらから。

段階 区分（令和６年度の住民税課税状況など） 保険料（年額）

第1段階
世帯全員が
住民税非課税

生活保護を受給している方
本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が80万円以下の方 22,914 円 基準額× 0.285

第2段階 本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が120万円以下の方 30,150円 基準額×0.375
第3段階 本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が120万円を超える方 55,074円 基準額×0.685
第4段階 住民税課税世帯

（本人非課税）
本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が80万円以下の方 70,350円 基準額×0.875

第5段階 本人の前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が80万円を超える方 80,400円 基準額
第6段階

住民税課税世帯
（本人課税）

本人の前年の合計所得金額が120万円未満の方 96,480円 基準額×1.2
第 7段階 本人の前年の合計所得金額が120万円以上、210万円未満の方 104,520円 基準額×1.3
第 8段階 本人の前年の合計所得金額が210万円以上、320万円未満の方 120,600円 基準額×1.5
第 9段階 本人の前年の合計所得金額が320万円以上、420万円未満の方 136,680円 基準額×1.7
第 10段階 本人の前年の合計所得金額が420万円以上、520万円未満の方 152,760円 基準額×1.9
第 11段階 本人の前年の合計所得金額が520万円以上、620万円未満の方 168,840円 基準額×2.1
第 12段階 本人の前年の合計所得金額が620万円以上、720万円未満の方 184,920円 基準額×2.3
第 13段階 本人の前年の合計所得金額が720万円以上の方 192,960円 基準額×2.4

【 特別徴収（年金からの差し引き）について 】
　昨年度から引き続き特別徴収されている方は、4月分と6月分の介護保険料
が2月分の介護保険料と同額となるため、4月の通知書を送付しません。
　ただし、4月から初めて特別徴収が開始される方には通知書を送付していま
す。
　8月以降の介護保険料については、前年の所得が確定し年間の介護保険料が
決定する7月中旬頃に通知書を送付します。

【問合せ】 介護保険事務所保険給付班 ☎0187-86-3911

介護保険料は介護を社会全体で支える介護保険制度の大切な財源です。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
表【第１号被保険者の介護保険料】

　介護保険制度では、3年ごとに介護保険事業計画を見直し、サービス費用の見込額などに基づき、
65歳以上（第１号被保険者）の方が負担する介護保険料を決めることになっています。令和6年度
から令和8年度までの保険料基準額は、令和5年度と同額の月額6,700円です。
　なお、令和6年度の年間保険料は、7月中旬に送付する決定通知書によりお知らせします。

秋田県要約筆記者養成講
座のお知らせ
　聴覚障がい者についての理解と知識を
深め、情報保障の充実と多様なニーズに
対応できる要約筆記者を養成することを
目的に、次のとおり講座を開催します。

【期間】 5月18日土 ～10月26日土 まで
毎週土曜日、全23回（8月10日除く）

【時間】 12:30～16:30（変更となる場合
があります）
※5月18日は、12:15～開講式

【場所】 秋田県社会福祉会館 9階 第3会
議室（秋田市旭北栄町1-5）ほか

【受講条件】 ▶秋田県内在住の方 ▶講座
修了後、全国統一要約筆記者認定試験
を受験し、要約筆記者として登録し活
動する意志のある方

【定員】 ８人
【受講料】 無料（ただし、テキスト代は自
己負担とします）

【申込期限】 4月22日月
【申込・問合せ】 秋田県聴覚障害者支援
センター ☎018-874-8113

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

秋田県盲ろう者向け通
訳・介助員養成講座のお
知らせ

【期間】 5月21日火 ～7月30日火 毎回
火曜日、全9回（42時間）
※7月18日のみ木曜日
▶5月21日、6月4日、18日、7月2日、
9日、18日（10:00～ 16:00）

▶5月28日（13:00～16:00）
▶ 6月 11日、7月 30日（10:00 ～
15:00）

【場所】 遊学舎 会議室（秋田市上北手荒
巻字堺切24-2）

【受講条件】 秋田県内在住で盲ろう者福
祉に理解と熱意があり、講座修了後、
通訳・介助員として活動できる方

【定員】 10人程度
【受講料】 無料（ただし、テキスト代
2,540円、外出介助実習時の昼食代は
実費負担）

【申込期限】 4月22日月
【申込・問合せ】 秋田県聴覚障害者支援
センター ☎018-874-8113

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

保険料基準額（月額）

6,700円

あきた省エネ家電
購入応援キャンペーン
　県では、省エネ家電（エアコン・冷蔵庫）
の購入を応援します。参加店舗で対象製
品を購入し、設置した世帯に１台あたり
最大2万円相当の商品券やキャッシュレ
スポイントをプレゼントします。詳しく
は、キャンペーン特設サイト
（https://akita-shoene.jp/）
でご確認ください。

【受付期限】 12月27日金
※予算がなくなり次第、終了

【問合せ】あきた省エネ家電購入応援キャ
ンペーン事務局 ☎018-803-6863

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

↑詳しくは、
こちらから。
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樺細工で生まれ変わった  奇跡のピアノコンサート vol.12
　神代小学校改築の際、廃棄される予定だったピ
アノで演奏されます。美しい樺細工と音色をお楽
しみください。

【4月13日土 】トリオドルチェ 北嶋奏子（ヴァイ
オリン）・吉田妃呂子（フルート）・佐々木久美
子（ピアノ）《歌劇「フィガロの結婚」より序曲
（W.A. モーツァルト）ほか》

【4月14日日 】櫻庭優佳（ソプラノ）・東海林美代
子《野原（シューベルト）ほか》

【4月20日土 】大山英子（ピアノ）《平均律クラ
ヴィア曲集より「第Ⅰ巻23番」（バッハ）ほか》

【4月21日日 】斎藤洋（ピアノ）《左手のためのエ
チュード作品36（ブルーメンフェルト）ほか》

【4月26日金 】前田英樹（ピアノ）《ソナタ第13
番 K.333（モーツァアルト）ほか》

【4月27日土 】藤原滋（ファゴット・ピアノ）・藤原ケイ子（チェロ・ピアノ）《誰かが私
をみつめてる（ガーシュイン）ほか》

【4月29日 月･祝  】大曲高等学校合唱部《世界に一つだけの花（槇原敬之／詞・曲）ほか
【時間】各日とも13:30～ 14:10（1回公演）       【場所】角館町平福記念美術館
【入場料】無料 ▼ピアノのメンテナンスのため募金箱を設置しています。ご協力いただ
けましたら幸いです。 ▼館内の展示をご覧いただく場合は観覧料が必要です。 ▼駐車
場は美術館向かい大駐車場（有料・１日500円）をご利用ください。

【問合せ】Otoを楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～

▼安藤 ☎090-2989-2918  ▼倉持 ☎090-5233-6127

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

八乙女 YOSAKOII祭
　県内外からよさこいチームが集い、熱
く激しく大迫力のステージを繰り広げま
す。キレのある演舞と大旗の共演が見ど
ころです。圧巻のパフォーマンスをお楽
しみください !

【日時】4月20日土 11:15～15:45
【場所】道の駅なかせん前 県道256号土
川中仙道路特設会場

【観覧料】無料
【問合せ】八乙女YOSAKOI祭実行委員会 
桜秀心舞 秋山勝紀 ☎090-2999-2787

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

秋田ノーザンハピネッツ 25市町村応援 DAY 開催！
　大仙仙北地区にお住まいの皆さんを秋田ノーザンハピネッツのホームゲームに、特別
ご招待！

【対象試合】 ▶4月10日水 19:05～ VS千葉
ジェッツ（開場16:00～） ▶4月13日土
14:05～ VS仙台89 ERS（開場10:45～） 
▶4月14日日 14:05～ VS仙台89 ERS（開
場10:45～）

※いずれか1試合に申し込みいただけます。
【席種・価格】 2階自由・ご招待
※通常当日価格：大人2,700～3,100円 /小中高1,200～1,600円

【定員】 各試合先着200人
【申込期限】 ▶4月10日分：4月7日日 19:00 ▶4月13・14日分：4月10日水 19:00
【場所】 CNAアリーナ☆あきた
※4月10日、13日、14日の3日間は、【大仙市】【仙北市】【美郷町】⇔【試合会場】を
結ぶ無料シャトルバスを運行します！会場周辺の駐車場は大変混雑しますので、ぜひ
ご利用ください。（要事前申込）

【申込】 申し込みは、https://ws.formzu.net/dist/S90032049/ から
【その他】 ▶1人から申し込み可能です。 ▶来場時間によって、立ち見とな
る場合がございます。 ▶座席には限りがあり、予定枚数に達し次第受付
を終了します。 ▶その他割引・ご招待企画との併用はできません。

【問合せ】 秋田ノーザンハピネッツ株式会社 担当：山田・佐々木☎018-835-5582

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

↑申込は、
こちらから。

国民年金保険料学生納付
特例制度について
　国民年金は、20歳以上であれば、学
生も加入しなければなりませんが、ご本
人の所得が一定額以下の場合、保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」
があります。対象となる方は、大学（大
学院）、短期大学、高等学校、高等専門
学校、特別支援学校、専修学校および各
種学校（修業年限1年以上の課程）に在
学する方で、学生納付特例を受けようと
する年度の前年所得が次の計算式で計算
した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】 128 万円＋扶養親族など
　の数×38万円＋社会保険料控除など
　ただし、学生納付特例の期間は、将来
の年金額に反映されませんので、受け取
る年金額を増額するためにも、あとから
納付（追納）することをお勧めします。
学生納付特例の承認期間は、4月から翌
年3月までですが、承認を受けた次の年
度も同じ学校に在学し、引き続き申請を
希望する場合は、4月初めに届くハガキ
形式の申請書に必要事項を記入してご返
送ください。

【問合せ】 仙北市国保市民課 ☎ 43-3316
　大曲年金事務所 ☎ 0187-63-2296

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

相続登記の申請が義務化
されます！
　令和 6年 4月 1日から不動産の相続
登記の申請が義務化され、不動産を相続
（取得）したことを知った日から3年以
内に、相続登記の申請をすることが義務
づけられます。施行日前の相続であって
も不動産登記がされているものは義務化
の対象となります。
　また、正当な理由なく義務に違反した
場合には、10万円以下の過料が科され
ることがありますのでご注意ください。
不動産の所有者が亡くなった場合の登記
手続は、不動産の所在地の法務局に申請
して行います。登記の手続については、
法務局のホームページなどでご案内して
います。

【問合せ】 秋田地方法務局大曲支局 
☎0187-63-2100

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」
　4月7日から13日までの7日間、春の火災予防運動が実施されます。
この運動は、火災予防意識の一層の普及を図ることで、火災の発生を防
止し、高齢者などを中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の
損失を防ぐことを目的として、毎年この時期に実施しているものです。
《住宅用火災警報器の設置訪問調査協力のお願い》
　火災予防運動期間中に、消防職員がご自宅を訪問し、身分証を提示し
たうえで住宅用火災警報器の設置状況の調査を行います。

【調査予定地域】 ▼角館地区：角館地域 ▼田沢湖地区：神代地域 ▼西木地区：桧木内地域
　仙北市では令和5年中に11件の火災が発生し、そのうち5件が住宅火災です。住宅火災
から大切な命を守るため「住宅用火災警報器」を設置しましょう！

※なお、消防署の職員が住宅用火災警報器や消火器の販売をすることはありませんので、
悪質な訪問販売などには十分注意してください。

【問合せ】 ▼角館消防署 ☎54-2302  ▼田沢湖分署 ☎43-1139  ▼西木分署 ☎48-2324

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
春の火災予防運動が

始まります !

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

第3回仙北市 SDGs 川柳コンクール 結果発表
　応募のあったSDGs川柳は全86作品。第1次選考を突破した11作品の中から、イ
ンターネット投票（投票数66票）と審査員（市長、副市長、企画部長）による最終選
考を行いました。厳正なる審査の結果、見事に入賞された作品をご紹介します。

【最優秀賞（図書カード10,000円分贈呈）】

石橋星菜さん（16歳）普通じゃない？ 普通の基準を 決めないで

《作者コメント》普通の基準は一人一人違うから、基準を決めないでほしいと思ったので、これを書きました。

【優秀賞（図書カード3,000円分贈呈）】

【市長賞（図書カード2,000円分贈呈）】

【特別賞（図書カード1,000円分贈呈）】

【次点（惜しくも受賞とはなりませんでしたが、評価の高かった作品）】
◆ 食品ロス  抑えていたら  ふくよかに　　ペンネーム  赤べこさん（42歳）
◆ 変える今  その一歩だけで  変わる未来　ペンネーム  キクリンさん（15歳）
◆ 一個でも  みんなでやれば  一億個　　　鈴木愛子さん（18歳）
◆ エコバッグ  忘れて商品  手にかかえ　　ペンネーム  クルマニワ・アッタローネ さん（44歳）

【問合せ】仙北市企画政策課  ☎43-1112

ペンネーム おデブのこどもさん（9歳）残り物 パパに食べさせ エスディジーズ

《作者コメント》パパがいっぱい笑ってくれた。

ペンネーム りゅうびさん（10歳）生ゴミで 育てた野菜 おいしいよ

《作者コメント》うちは農家です。生ゴミや廃棄された野菜で堆肥を作って、それを肥料にまた野菜を作ります。

《作者コメント》自分が使ったランドセルを妹にお下がりしたときの想いを表現した。資源とともに想いも大切
にしたいという願いを込めた。

お下がりで 資源も想いも 好循環 佐藤ひかりさん（16歳）

林業退職金共済制度（林
退共）のご案内
事業主が従事者の働いた日数に応じて

掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、
その従事者が林業界をやめたときに林退
共から退職金を支払う退職金制度です。

【特徴】▶掛金は税法上、法人では損金、
個人企業では必要経費となります。 
▶掛金の一部を国が免除します。 ▶
雇用事業主が変わっても退職金は企業
間を通算して計算されます。

【事業主の皆さまへ】 共済手帳を所持し
ている従事者が林業界を引退するとき
は、忘れずに退職金を請求するよう指
導してください。

【労働者の皆さまへ】 以前、林業の仕事
をされ、林退共制度に加入していた方
で、退職金請求手続きをしたお心当た
りのない方は、退職金を受け取ってい
ない可能性がありますので、お問い合
わせください。

【問合せ】 独立行政法人 勤労者退職金共
済機構 林業退職金共済事業本部 事業
管理課 ☎03-6731-2889

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

広報担当からのお知らせ
　広報せんぼくは、5月号から表紙をフ
ルカラー、記事のページを2色印刷で発
行を予定しています。引き続き、読みや
すく、わかりやすい紙面づくりに努めて
いきます。なお、発行回数に変更はあり
ません。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ ▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

4月6日～ 15日 春の全国交通安全運動
【重点項目】▶こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断方法の実践 
　▶歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合い」運転の励行 ▶自転車・電動キッ
　クボードなど利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守 
～ みんなで交通ルールを守ろう！ 一人一人の心がけで交通事故をゼロにしよう ～



おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）
田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

38人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和6年3月1日現在）

出生
2人 21人

死亡 転入 転出
25人

人口 23,346 人
（－ 40）

男  10,840 人 （－ 14）
女  12,506 人 （－ 26）
世帯数 10,332 世帯 （＋ 10）

戸籍の戸籍の
 窓口から窓口から
――22月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,749人
角　館 10,803 人
西　木   3,794人

おたんじょうおめでとう …氏名（保護者・住所）おたんじょうおめでとうおたんじょうおめでとうおたんじょうおめでとうおたんじょうおめでとう …氏名（保護者・住所）

4/１      ～5/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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２
●文芸教室（青流の会）（西木総合開発センター 9:30～11:30）

●高井有一 夢の碑の周辺展（新潮社記念文学館）

３ ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター）

４
５

６
●企画展「打掛展」（角館樺細工伝承館 9:00～16:30）

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00～）

　  7    　　　　　城南堂歯科医院（角館町・☎0187-54-3678）

８ ●こころの相談（角館庁舎 13:30 ～、14:30 ～）

９

１０
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）

１１
●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:00～11:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所
13:00 ～ 15:00）

１２ ●刺巻水ばしょう祭り
●かたくり群生の郷

１３
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）

１４
●春の写真教室（西木総合開発センター 9:30～12:00）
●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）
　　　　　大曲中通歯科診療所（大仙市大曲上栄町・☎0187-62-
2323）

１５
●角館の桜まつり
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所
10:00 ～ 12:00）

１６ ●若者の居場所（角館交流センター14:00 ～ 16:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

１７
●こころの相談（田沢湖健康増進センター 13:30 ～、14:30 ～）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

１８ ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）

１９
●わくわく広場（さくラッコ 10:30～11:30）
●笑いの会（健康管理センター 9:40～11:30）
●やさしいヨガ教室（角館交流センター10:00 ～ 11:30）

２０
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●やさしいヨガ教室（角館交流センター10:00 ～ 11:30）
●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）

２１

●春の一斉クリーンアップ（詳しい場所などは15ページをご覧く
ださい）
●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）
　　　　　髙橋ひろし歯科医院（大仙市大曲田町・☎0187-63-
1230）

２２ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）

２３

２４

●花のブローチ作り教室（田沢湖総合開発センター 13:30 ～
15:30）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00）

●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）

２５ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～）

２６
●あつまれ！0歳児！！（さくラッコ 10:30～ 11:30、13:30～
14:30）
●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）

２７
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00～12:00）
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00～）
●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）

２８ 　　　　　畠山歯科医院（大仙市南外・☎0187-74-3115）

２９ ●奇跡のピアノコンサート vol.12（平福記念美術館 13:30 ～
14:10）

３０ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）
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20242024

月

水

木

火

木

44

月

金

土

日

水

月

火

休日歯科

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

水

木

金

土

日

休日歯科

休日歯科

休日歯科
～5月5日まで

P3

水

木

金

土

日

月

火

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

大石煌
こうあ
空　 （柊斗・神代字竹原） 羽根川漸

ぜん
　 （裕・小勝田中川原）

倉橋明　　　 （98歳・生保内字武蔵野）
三浦ミヱ　　 （90歳・生保内字武蔵野）
畠本利光　　 （81歳・生保内字武蔵野）
三浦キヱ　　 （93歳・生保内字武蔵野）
高橋次雄　　 （82歳・生保内字浮世坂）
柴田啓子　　 （85歳・生保内字野中）
浅利昭男　　 （82歳・生保内字久保）
大石君子　　 （103 歳・梅沢字森腰）
藤川英悦　　 （72歳・角館東前郷字前野）
藤川ツヤ子　 （91歳・角館東前郷字中関）
鈴木レン　　 （92歳・岡崎字内村）
佐藤冨美子　 （89歳・神代字戸伏松原）

大山フミ子　 （82歳・梅沢字西田）
佐々木一彦　 （67歳・下川原）
鈴木トヨ子　 （80歳・岩瀬下タ野）
村岡多加　　 （97歳・細越町）
藤田　子　　 （88歳・西勝楽町）
糸井義一　　 （74歳・川原羽黒堂）
佐藤博行　　 （74歳・雲然荒屋敷）
佐藤正司　　 （76歳・白岩寺後）
鈴木喜一　　 （93歳・薗田新田）
髙橋キヱ　　 （98歳・広久内水神柳）
若松兼治　　 （93歳・上桧木内字浦子内）
浅利キヌ　　 （95歳・桧木内字松葉）

糸井マリ子　 （81歳・西明寺字梨子木台）
武藏アキ子　 （101 歳・門屋字漆原）
西宮キミ　　 （100 歳・上荒井字中屋敷）
伊藤キン　　 （95歳・上荒井字中屋敷）
佐藤孝　　　 （95歳・上荒井字寺村）

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

臨時休業のお知らせ
現在、湯量減少により臨時休業しております。
営業再開の目処が立ちましたら、改めてお知らせいたします。
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
利用料金改訂のお知らせ

令和 6 年 4 月より利用料金を改訂いたしました。
大人 400 円 → 500 円 ／ 中学生 200 円 → 300 円
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8 ☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

4月13日㈯より全館フルオープンとなります
▶営業時間
平日10:00 ～ 16:00 ／土日祝日10:00 ～ 17:00
▶定休日
毎週水曜日
ご来店心よりお待ち申しあげております！

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00／土日祝 9:00 ～17:00ハ

春の「折詰・オードブル」ご予約承り中！
お祝い、お花見等各種ご会食用にぜひご利用ください。
折詰　3,500円 ～／オードブル　6,000円 ～
上記はお引き取りのみの対応となります。詳しくはお問い合わせく
ださい。
 「温泉プール」好評営業中！
体力作り、運動不足解消やリフレッシュにぜひご利用ください。
▶営業時間
 平日13:30 ～ 20:00 ／土日祝日10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00
▶利用料金
 大人 400 円／小・中学生 200 円
4月のメンテナンス休館日はありません。
※ゴールデンウィーク期間の各施設の営業時間などについては、
ホームページまたはフロントまでお問い合わせください。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

日帰り休憩プラン ご予約は2名様より
特製弁当　3,600 円／特選会席　4,600 円／旬彩御膳　5,600 円
グラウンドゴルフ場営業終了のご案内

令和 6 年 3 月 31日㈰をもちまして、グランドゴルフ場の営業を終
了いたします。
長年にわたるグランドゴルフ事業が皆様の暖かいご支援の中、自主
事業として営業を続けられましたこと厚く御礼申し上げます。
ロッヂや周辺の休憩場所はご利用いただけますので、今後とも花葉
館をよろしくお願い申し上げます。

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時10:00 ～ 17:00西

三浦節子の ～和紙・手工芸展～
4 月11日㈭～ 16 日㈫　10:00 ～ 17:00　米蔵 2 階
4月の休館日のお知らせ

2 日㈫、9 日㈫の計 2 回です。
桜まつり期間中はレストラン北蔵の貸し切り時間など混み
合うこともございます。ご協力お願い申し上げます。

～6月16日まで 

～6月30日まで
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P25
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P25
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P28

P28

P28

P28
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P28

P28

P28

P28

P36
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P36

P36

P36

P36

P36
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P41

P41

P41

P41

P41

P41

P41

～28日まで 

～5月5日までP3
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NT　異動・転勤・引越し・
入社・退職など、自身を
とりまく環境が大なり小
なり移り変わっていく方

が多いのではないでしょうか。喜び・
悲しみ・期待・寂しさ…色々な気持
ちを胸に抱かれつつ、新しい季節
を迎えられることと思います。本年
度も頑張りましょう！！！

広報担当
者の

広報担当
者の

つつ
ややききぶぶ

MI 来月号から表紙が
フルカラーになります！
皆さまに鮮やかな表紙
をお届けできるように努

めます。記事のページは 2 色印刷
となるので、レイアウトなどに四苦
八苦しています。どうか引き続きご
愛読をお願いいたします。

TS　市内の小中学生が
世界大会や全国大会で
活躍する記事を先月号
で紹介したほか、今月号

でも紹介しています。バスケット
ボールや野球、スキーなど子ども
たちの活躍を紹介できることは、広
報担当としてうれしく思います。今
後の活躍を期待してしまいます。




